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ご注意

保証

HP 製品およびサービスに対する保証は、 当該製品およびサービスに付属の保証規定に明示的に

記載されているものに限られます。 本書のいかなる内容も、 新たな保証を追加するものではあ り
ません。 HP は、 本書中の技術的あるいは校正上の誤り、 省略に対して責任を負わないものと し

ます。

本書に含まれる情報は、 予告なく変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

本製品は機密コンピュータソフ ト ウェアです。 所有、 使用、 または複製には、 HP から有効な使

用許諾を得る必要があ り ます。 FAR 12.211 および 12.212 に従って、 商業用コンピュータソフ ト

ウェア、 コンピュータソフ ト ウェアドキュ メン ト 、 および商業用製品の技術データは、 ベンダ標
準の商業用ライセンスのも とで、 米国政府にライセンスが付与されます。

著作権

© Copyright 2007 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標

Windows® および Windows Server™ 2003 は、 Microsoft® Corp. の米国登録商標です。

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。

Java™ は、 Sun Microsystems, Inc. の米国商標です。

Oracle® は、 Oracle Corporation ( カ リ フォルニア州レッ ド ウ ッ ドシティー ) の米国商標です。
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ドキュ メン トの更新

本書のタイ トルページには、 以下の識別情報が記載されています。

• ソフ ト ウェアバージ ョ ン番号 ( ソフ ト ウェアバージ ョ ンを示します ) 

— ピ リオドの前の数字はメジャーリ リース番号を示しています。 

— ピ リオドの直後の数字はマイナーリ リース番号を示しています。 

— ピ リオドの後 2 番目の数字はマイナーリ リース後のマイナーリ リース番号を示していま

す。

• ドキュ メン ト リ リース日 ( ドキュ メン トが更新される と変更されます )

• ソフ ト ウェア リ リース日 ( 該当バージ ョ ンのソフ ト ウェアの リ リース日を示します )

最近の更新があるかど うか、 または最新版のドキュ メン ト を使用しているかど うかを確認するに
は、 以下の Web ページをご覧ください。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/ 

該当する製品サポートサービスをご契約になれば、 更新版または新しい版を受け取るこ と もでき
ます。 さ らにご質問がある場合は、 詳細について HP にお問い合わせください。
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サポート

以下の HP ソフ ト ウェアサポートサイ ト をご覧ください。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP のオンラインソフ ト ウェアサポートでは、 対話形式の技術サポート ツールに効率的にアクセ

スできます。 HP ソフ ト ウェアサポートサイ トでは次のこ とが可能です。

• 関心のある ドキュ メン ト を検索する

• 改善要求を登録する

• ソフ ト ウェアパッチをダウンロードする

• サポート ケースを登録 / ト ラ ッキングする

• サポート契約を管理する

• HP サポートの問合わせ先を調べる

• 利用可能なサービスに関する情報を確認する

• 他のお客様とのディ スカッシ ョ ンに参加する

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索および登録を行う

サポートの多くでは、 HP Passport へのユーザー登録とサインインが必要です。 多くの場合、 サ

ポート契約も必要です。

アクセスレベルおよび HP Passport に関する詳細は、 以下の Web ページをご覧ください。

http://www.hp.com/managementsoftware/access_level 
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1 OVPI のインストールについて
このマニュアルでは、ユーザーの最適な運用環境に HP OpenView Performance 
Insight (OVPI) 5.30 をインス トールする方法について説明します。

OVPI 5.30 は Oracle バージ ョ ン 10g のみに対応しています。 これよ り も古い

バージ ョ ンを使用している場合は、 アップグレードが必要です。 アップグレード
方法については、 第 9 章 「Oracle 10g Enterprise Edition へのアップグレード」

で説明します。

運用環境

OVPI は、 スタンドアロン運用環境または分散運用環境と してインス トールでき

ます。 この項では、 2 つの実装についてと、 どちらを選択するかについて説明し

ます。

OVPI では、 1 台のスタンドアロンシステムから開始して、 必要に応じて追加で

きるモジュール式のク ライアン トサーバーアーキテクチャを採用しています。 複
数のリモート ク ラ イアン ト をインス トールして 1 台のデータベースサーバーの

管理下に置く こ と も、 必要な数のデータベースサーバーをネッ ト ワークに設置し
て分散 OVPI 環境を構築するこ と もできます。

スタンドアロン OVPI 環境

1 つの建物内または 1 つのユーザーグループに対してネッ ト ワークのパフォーマ

ンスを監視する場合、 またはネッ ト ワーク上の管理対象オブジェク トの数がおよ
そ 20,000 未満の場合は、 スタンドアロンの OVPI 環境を構築します。 

スタンドアロン構成では、 すべての OVPI コンポーネン トが 1 つのシステムに

インス トールされます。 このシステムでは、 管理対象オブジェク トのポーリ ン
グ、 パフォーマンスデータの収集と処理、 OVPI Web サイ トのホスティング、

パフォーマンスレポートの作成、 OVPI ク ライアン トの実行が可能です。
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このタイプの環境は、 OVPI 機能を分散させる環境に比べて、 実装、 連携、 維持

するコンポーネント の数が少ないため、 管理が簡単で管理コスト が安く 済みます。

次の図はスタンドアロン OVPI 環境を示しています。 
  
10 第 1 章



分散 OVPI 環境

大企業では、 1 つのシステムでは処理能力やディ スク領域が不足して、 OVPI で
ネッ ト ワークを最適に監視できない場合があ り ます。 そのため、 負荷分散が必要
なこ とがあ り ます。

OVPI コンポーネン ト を複数のシステムにインス トールしてネッ ト ワーク全体の

構成を構築している環境を 「分散 OVPI 環境」 と呼びます。 OVPI の各コンポー

ネン トは物理的に異なる複数のシステムにインス トールされますが、 コンポーネ
ン ト全体は 1 つのシステムと して動作します。

監視を必要とするネッ ト ワークは規模が大き く地理的に分散しているこ とが多い
ため、 OVPI は分散環境にも対応できるよ うに設計されています。 さまざまなコ

ンポーネン ト を環境全体に機能的に配置するこ とで、 ネッ ト ワークの負荷を軽減
し、 システムのパフォーマンスを最適化するこ とができます。  

機能の分散

分散可能な OVPI の機能は次のとおりです。

• データ収集

• データ管理 ( 処理と要約 )

• データレポート

3 つの機能はすべて統合されており、 物理的な場所は統合に影響しません。 

リ ソース利用の費用対効果を最大化するには、 各機能を別々のプラ ッ ト フォーム
で実行するこ とです。 たとえば、 データを収集する リモートポーリ ングシステム
と して Windows オペレーティングシステムが稼動する PC を使用し、 データを

保存し処理するデータベースサーバーと して UNIX マシンを使用します。

分散 OVPI 環境では、 環境内のすべてのシステムに、 サービスパッ ク ( パッチ

レベル ) も含めて同じバージ ョ ンの OVPI をインス トールする必要があ り ます。
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サーバーの分散

分散 OVPI 環境では、 環境内における メ インの処理およびレポートのプラ ッ ト

フォームは中央データベースサーバーで、 ネッ ト ワーク全体のユーザーがアクセ
スできます。 通常、 設置される中央データベースサーバーは 1 台のみで、 大量

のディ スク領域やメモ リー、 高い処理能力を必要と します。 

逆に、 分散環境には任意の数のサテライ トデータベースサーバーを置く こ とがで
きます。 各サテライ トデータベースサーバーは、 データ収集および初期データ処
理の役割を果たします。 各サテライ トデータベースサーバーからのデータは、 中
央データベースサーバーにアップロード され、 そこで他のデータ と結合されま
す。 

データ収集はネッ ト ワークに大きな負荷がかかる処理で、 OVPI において時間に

依存する数少ない処理の 1 つです。 分散環境では、 ポーリ ングの ト ラフ ィ ッ ク

を局所化し遅延を最小化するために、 ポーリ ング対象のデバイスの近くに リモー
トポーリ ングシステムを設置するのが通常です。 各ポーリ ングシステムは複数デ
バイスのポーリ ングを実行し、 親のサテライ トデータベースサーバー ( 通常はそ

の地域の拠点 ) と通信します。

また、 通常は分散環境に設置する Web アクセスサーバーは 1 台のみで、 専用の

システムにインス トールし、 アクセス可能な Web ベースのク ライアン ト ワーク

ステーシ ョ ンおよび OVPI ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンから送られてく る

レポート要求を処理します。
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次の図は単純な分散 OVPI 環境の例で、 中央データベースサーバーが Web ホス

ティングおよびリモートポーリ ング以外の全機能を処理しています。
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次の図はよ り複雑な分散 OVPI 環境で、 地理的に分散した大規模なネッ ト ワー

クでパフォーマンスを向上しています。 
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この例では、 複数のサテライ トデータベースサーバーが各地域でサービスを提供
しています。 収集されたパフォーマンスデータは各サテライ トサーバーでま とめ
られ、 中央データベースサーバーにアップロード されます。

各サテライ トサーバーは、 完全なデータ集約およびレポート生成を実行する完全
にスタンドアロンのシステムと して機能します。 さ らに、 データの一部を中央
データベースサーバーにコピーします。 このため、 サテライ トサーバーにおいて
局所的なレポート を表示できる と共に、 中央データベースサーバーでネッ ト ワー
ク全体のレポート も利用するこ とができます。

スタンドアロン環境か分散環境かの選択

分散 OVPI 環境を導入する理由やタイ ミ ングを検討中なら、 この項の説明が役

に立ちます。

以下の条件のいずれかに当てはまる場合は、 分散 OVPI 環境によってパフォー

マンスの向上が期待できます。

• 地理的に分散している大規模なネッ ト ワークを使用していて、 各地域につい
てそれぞれ独自のレポートが必要な場合。

• 1 つのポーリ ングシステムで処理できる量 ( 一般的にポーリ ングおよび要約

対象のオブジェク ト数 20,000) を超える管理対象オブジェク トがある場合。

この制限は、 ポーリ ング間隔 ( ポーリ ングの時間が増える とポーリ ングでき

るインスタンスの数が増える )、 生成される子コレクタの数 ( 同時に実行す

る数が増える とシステムの速度が上がる )、 ネッ ト ワーク遅延時間、 デバイ

ス遅延時間など、 多くの要因に影響されます。

質問事項

処理負荷の分散という メ リ ッ トのほか、 地理的、 組織的、 または機能的な要因も
分散環境を検討する対象とな り ます。 以下の質問事項は必要性を判断する と きに
役立ちます。

• 管理対象オブジェク トの数。 十分な処理能力が確保されているかを検証しま
す。 

OVPI がレポートする必要のあるオブジェク トの数は、 必要なシステムの数

に直接影響します。 最低 1 台ずつ各種システムを用意する必要があ り ます

が、 分散環境をまったく必要と しない場合もあ り ます。 HP の営業担当者が

システム要件を決めるお手伝いをします。
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• 管理対象デバイスの位置。 ネッ ト ワーク管理インフラス ト ラ クチャの速度を
検証します。 

管理対象デバイスが地理的に分散している場合は、 リモートポーリ ングシス
テムが必要にな り ます。 一般的なケース と してデータ収集が SNMP を使用

して行われる場合、 デバイスの近くに リモートポーラーを導入する と、 パ
ケッ トの移動距離を短くするこ とができます。 このため、 ポーリ ング応答時
間が向上し、 データ収集の信頼性とパフォーマンスが改善されます。

• サテライ トデータベースサーバーでのレポートの必要性。 ユーザーの種類と
各種ユーザーの作業内容を検証します。 

複数のサテライ トデータベースサーバーを設置しなければならないほどネッ
ト ワークが大きい場合は、 各サテライ トデータベースサーバーに、 ユーザー
グループの作業対象であるデバイスグループを割り当てるかを検討します。 

たとえば、 ネッ ト ワークが複数の地域に分散している場合は、 各地域に 1 つ

ずつサテライ トデータベースサーバーを配置する と よいでし ょ う。 各地の
ユーザーがその地域に固有のレポート を表示したいかど うか、 またその場
合、 レポート システムへのアクセスをローカルにするかど うかを検討しま
す。 このよ う な場合には、 各サテライ トサーバーは完全なデータ処理サイク
ルを実行する必要があ り、 Web アクセスサーバーもインス トールする必要

があ り ます。 その場合、 サテライ トデータベースサーバーにかかる処理負荷
は大き くな り ますが、 地域的に存在するユーザーと中央に配置した Web ア

クセスサーバー間のネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クは軽減されます。

• 中央データベースサーバーでの準リ アルタイムレポートの必要性。 ユーザー
の種類と各種ユーザーの作業内容を検証します。 

収集したデータをサテライ トデータベースサーバーで時間単位まで処理して
から、 中央データベースサーバーにコピーする方法が、 データの集約や転送
に関して最も効率の良い構成です。 

この構成の利点は、 中央データベースサーバーの処理負荷を減らすこ とがで
きるだけでな く、 サテライ トデータベースサーバーと中央データベースサー
バーとの間のネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ ク も軽減できるこ とです。 ただし、 中
央データベースサーバーは詳細なレポートが利用できな くな り ます。 準リ ア
ルタイムレポート などの一部のレポート を表示するには、 最も精度の高い割
合データが必要です。 も しデータが中央データベースサーバーにないと き
は、 これらのレポート を削除した方がいい場合があ り ます。
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OVPI コンポーネン ト

OVPI は以下のコンポーネン トで構成されています。

OVPI データベース

OVPI データベースは RDBMS と OVPI データベーススキーマで構成されてい

ます。 OVPI のインス トールを開始するには、 まず OVPI 運用環境用のデータ

ベースサーバーを構築する必要があ り ます。 データベースサーバーの構築では以
下のこ とを行います。

• OVPI でサポート されている RDBMS をシステムにインス トールするか、 サ

ポート されている既存の RDBMS を OVPI で必要なバージ ョ ンにアップグ

レード します。

RDBMS をインス トールする と、 OVPI データベースインスタンスが作成さ

れます。 これは OVPI によって収集、 処理、 およびレポート されるパフォー

マンスデータの指定リポジ ト リです。 データベースインスタンスの初期状態
は空です。

• OVPI データベーススキーマをインス トールします。 パフォーマンスデータ

を保存するテーブルおよびデータ間の関係を決めるインデッ クスが作成され
ます。 データベーススキーマをインス トールする と、 OVPI はテーブルを作

成し、 テーブルのいくつか ( 時間範囲テーブル、 データベースに関する情報

テーブルなど ) にデータを設定します。 また、 デバイスファ イルを追加し、

OVPI データベースインスタンスをチューニングします。

OVPI パフォーマンスマネージャ

OVPI パフォーマンスマネージャ (HP OpenView Performance Manager とは別

の製品 ) には、 収集したパフォーマンスデータの保存、 処理、 およびレポート用

のツールが付属しています。 OVPI パフォーマンスマネージャは、 OVPI データ

ベースのデータ集約と要約を実行し、 期限が切れたデータを除外します。 OVPI
パフォーマンスマネージャには全機能を装備した管理コンソールが付属してお
り、 OVPI 環境を管理するためのツールとな り ます。 さ らに、 OVPI ク ラ イアン

トに Web サービスを提供する Web アプ リ ケーシ ョ ン、 OVPI 管理サーバーも付

属しています。
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OVPI パフォーマンスマネージャは環境内の複数のシステムにインス トールでき

ますが、 インス トール先のシステムはデータベースサーバーか、 既存のリモート
データベースサーバーに接続しているシステムでなければなり ません。 

もっと も一般的な方式は、 OVPI パフォーマンスマネージャをデータベースサー

バーシステムにインス トールする方法です。 RDBMS および OVPI パフォーマ

ンスマネージャは CPU およびディ スクを大量に使用するため、 専用のシステム

にインス トールするのが理想的です。

データベースサーバーにリモートでアクセスするシステムに OVPI パフォーマ

ンスマネージャをインス トールするこ と もできます。 これが有利になるのは、
データベースを中央管理で制御しながら、 データベースファームを使っている場
合、 またはインス トールでデータベースのライセンスが問題となる場合 ( 購入済

みの RDMS を使用するなど ) です。 このよ う な場合は、 OVPI をインス トール

する前に、 OVPI をサポートする リモートデータベースをセッ ト アップする必要

があ り ます。

OVPI Web アクセスサーバー

システムに OVPI Web アクセスサーバーをインス トールする と、 OVPI Web サ

イ トに対するホス トが作成されます。 このホス トは、 認証サービスおよび構成
サービス、 Web ベースのレポートユーティ リ ティ、 OVPI ク ライアン ト コン

ポーネン ト を使用したユーザー管理ユーティ リ ティ を提供します。 OVPI Web
アクセスサーバーは大量のメモ リーと CPU を必要とするため、 地域でのレポー

ト出力以外の目的ではデータベースサーバーにはインス トールしません。

OVPI クライアン ト

OVPI ク ラ イアン トは、 レポートの作成、 表示、 および配布、 さ らに管理作業の

よ うな機能のために OVPI とユーザー間のインタフェースを提供します。 OVPI
ク ラ イアン トは、 OVPI グラフ ィカルユーザーインタフェースを使用して利用で

きます。 ほとんどはコマンド行ユーティ リ ティでも利用できます。

OVPI ク ラ イアン トは、 OVPI Web アクセスサーバーに接続可能なネッ ト ワーク

接続されたシステムにグループと して ( 別の OVPI コンポーネン トの有無に関係

なく ) インス トールされます。

OVPI ク ラ イアン トは次の機能を提供します。
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• レポート ビルダ : OVPI データベースのデータに基づき、 複数の表とグラフ

を使用してパフォーマンスレポート を作成し、 カスタマイズできます。

• レポート ビューア : パフォーマンスレポート を対話形式で表示、 変更、 保

存、 印刷できます。 

• 管理コンソール : 以下のコンポーネン ト を使用して管理作業を実行できま

す。

— カタログマネージャ : OVPI データベースのデータをも とに OVPI レ

ポートおよびリ ンクカタログを管理します。

— MIB ブラウザ : SMI に準拠した SNMP MIB の分析、 照会、 ト ラブル

シューティングを行います。

— SNMP 検出 : ノードセッ トが OVPI システムから接続可能かど うか、 ま

た、 ノードセッ トが SNMP をサポート しているかど うかを判定します。

SNMP 検出によって検出されたノードは OVPI ノードデータベースに追

加されます。

— タイプ検出 : 検出したノードのデバイスタイプ ( たとえばルーター、 ハ

ブ、 スイ ッチ ) を調べます。

— パッケージマネージャ : パッケージのインス トール、 Web アクセスサー

バーへのレポートの配布、 タイプ検出、 およびパッケージのアンインス
トールを実行します。

— オブジェク ト マネージャ : システム上の管理対象オブジェク トのプロパ

ティを表示および変更します。

— システムマネージャ : 他のシステムにインス トールした OVPI に対する

参照を、 追加、 変更、 削除します。

— グループマネージャ : ポーリ ンググループを作成し、 管理します。

— ポーリ ングポ リシーマネージャ : ポーリ ングポ リシーの管理、 ノードの

インポートおよび管理、 ポーリ ンググループの管理を行います。

— テーブルマネージャ : データベースの監視、 データおよびプロパティ

テーブルの表示、 個別のテーブルまたはすべてのテーブルのデフォルト
値の設定を行います。
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OVPI クライアン トのみのインストール

他の OVPI コンポーネン ト とは別に、 OVPI ク ラ イアン トのみをインス トールす

るこ とができます。 これを 「ク ラ イアン トのみ」 のインス トールと呼びます。 ク
ライアン トのみのインス トールは、 ローカルのワークステーシ ョ ンで作業し、
OVPI Web アクセスサーバーにリモートでアクセスするユーザーに対して、 特

定のレポート機能と管理機能を提供します。

ただし、 ク ライアン トのみのインス トールでは、 管理コンソールの全機能が使え
るわけではないこ とに注意して ください。 次のコンポーネン トは、 管理コンソー
ルの [ ツール ] メニューからは利用できません。

• カタログマネージャ  

• MIB ブラウザ

• SNMP 検出

• タイプ検出

• パッケージマネージャ

• コピーポ リシーマネージャ

さ らに、 ユーザーは新しいデータテーブルまたはプロパティテーブルを登録する
こ と も、 収集データをデータベースに自動的に追加するこ と もできません。 管理
コンソールの全機能を有効にするには、 OVPI パフォーマンスマネージャをイン

ス トールする必要があ り ます。

リモートポーラー

ネッ ト ワーク上の 1 つまたは複数のノードからデータを収集する処理、 および

OVPI データベースサーバーにデータを格納する処理をポーリ ングといいます。

OVPI のポーリ ング機能は、 およそ 20,000 の管理対象オブジェク ト ( パフォー

マンスを監視するネッ ト ワークデバイスまたはインタフェース ) を処理するこ と

ができます。 

ポーリ ング機能を処理するソフ ト ウェアは、 OVPI パフォーマンスマネージャを

インス トールする と自動的にインス トールされます。 このソフ ト ウェアは、 自動
でデータベースサーバーから直接ノードをポーリ ングするこ とができます。

管理対象オブジェク トが 20,000 を超える場合や、 地理的な理由でリモートポー

リ ングシステムを別途、 ポーリ ング対象のデバイスの近く ( 特定の地域やユー

ザーグループなど ) に設置したい場合があ り ます。
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その場合、 各リモートポーリ ングシステムに OVPI リモートポーラーコンポー

ネン ト をインス トールする必要があ り ます。 各リモートポーリ ングシステムは
ポーリ ング機能専用とな り ます。 リモートポーラーには OVPI データベースが

なく、 データに対する処理を一切行いません。 パフォーマンスデータの収集およ
びデータベースサーバーへのアップロードのみを行います。 

各データベースサーバーは任意の数のリモート ポーリ ングシステムをサポートで
きます。

OVPI の共存

次の OpenView 製品は OVPI 5.30 と共存するこ とができます。

• Network Node Manager 7.5x

• HP Performance Agent 4.7

• HP Operations agent 7x, 8x
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OVPI のインストールの概要

OVPI のインス トールと設定に必要な主な作業は次のとおりです。

• インス トール要件の確認 

RDBMS および OVPI をインス トールする前に、 ハード ウェア、 ソフ ト ウェ

ア、 機能の各要件を決定します (9 ページの 「OVPI のインス トールについ

て」 を参照して ください )。

事前の作業がすべて完了しているこ とを確認するには、 37 ページの 「イン

ス トールの前提条件のチェッ ク リ ス ト 」 を参照して ください。

• Oracle RDBMS のインス トール 

事前の作業を完了し、 第 3 章 「Oracle 10g Enterprise Edition のインス トー

ル」 の説明に従って、 RDBMS をインス トールします。

• OVPI コンポーネン トのインス トール 

スタンドアロン環境では、 第 4 章 「スタンドアロンサーバーへの OVPI のイ

ンス トール」 の手順に従います。

分散環境では、 第 5 章 「分散環境での OVPI のインス トール」 の手順に従い

ます。

パフォーマンスレポートはインス トールによって異なるため、 レポートパッ
クのインス トールはインス トール前の設定処理の一部になっています。 イン
ス トール前の設定の詳細については、 『HP OpenView Performance Insight 
管理ガイ ド』 で説明しています。

• OVPI の設定 

OVPI 5.30 のインス トールが正常に終了したら、 第 6 章 「インス トール後の

作業」 のインス トール後の作業をすべて実行し、 OVPI の設定を行います。

設定処理の詳細については、 『HP OpenView Performance Insight 管理ガイ

ド』 を参照して ください。

• RDBMS のアップグレード  

OVPI 5.30 は Oracle バージ ョ ン 10g のみに対応しています。 これよ り も古

いバージ ョ ンを使用している場合は、 アップグレードが必要です。 アップグ
レードの手順については、 第 9 章 「Oracle 10g Enterprise Edition へのアッ

プグレード」 で説明しています。
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• OVPI のアップグレード  

古いバージ ョ ンの OVPI を使用している場合は、 バージ ョ ン 5.30 にアップ

グレード します。 アップグレードの手順については、 第 10 章 「OVPI 5.30
へのアップグレード」 で説明しています。

システムの役割による一般的なインストール

適切な運用環境 ( スタンドアロン環境または分散環境 ) が決まったら、 それに

従って OVPI コンポーネン ト をインス トールします。 

環境において個々のシステムが担う役割 ( サテライ トデータベースサーバー、 リ

モートポーラー、 Web ク ラ イアン ト など ) によって、 どの OVPI コンポーネン

ト をインス トールする必要があるかが決ま り ます。 システムの役割を決めるに
は、 そのシステムが実行するタスクの種類を理解する必要があ り ます。

スタンドアロン環境システムの役割

スタンドアロンシステムとは、 すべてのデータ処理タスクを実行する単一のシス
テムのこ とです。 スタンドアロンシステムはすべての役割を実行するため、 すべ
ての OVPI コンポーネン ト をインス トールする必要があ り ます。 データ収集は

データベースサーバーから実行されるため、 スタンドアロンシステムには個別の
リモートポーリ ングシステムは必要あ り ません。

分散環境システムの役割

分散環境では、 システムは次の特殊な役割を実行します。

• リモートポーリ ングシステム : データ収集を実行します。

• サテライ トデータベースサーバー : 以下の処理を実行します。

— 未処理のデータから割合データへの変換処理

— 割合データから時間単位データへの要約

通常、 サテライ トデータベースサーバーは、 時間単位以上の頻度で収集され
たデータの処理を実行するこ とはあ り ません。 一部集約されたデータは中央
データベースサーバーにコピーされ、 そこで集約が完了します。
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• 中央データベースサーバー : 1 つまたは複数のサテライ トサーバーから一部

処理済のデータを受信し、 時間単位以上のデータ処理を担当し、 最終段階ま
でデータを処理します。 中央データベースサーバーは、 日単位、 月単位、 お
よび予測データの要約を実行します。

•  リモートデータベースサーバー ( 省略可 ): 特殊な付加的役割を実行します。

• Web アクセスサーバー : OVPI Web サイ ト をホス ト し、 OVPI ク ライアン ト

から出されるレポート要求、 レポート表示、 レポート作成の各タスクを処理
します。

• OVPI ク ラ イアン ト : レポートの表示と作成、 さ らに多くのシステム管理タ

スクを実行する複数のアプリ ケーシ ョ ンで構成されます。

次の表に、 通常インス トールする OVPI コンポーネン ト を環境の種類と役割別

に示します。  

システムの役割 RDBMS

OVPI
データ
ベース
スキーマ

 OVPI
パフォーマンス
マネージャ

Web
アクセス
サーバー

OVPI
ク ラ イアン ト

リモート
ポーラー

スタンドアロン環境 

中央データ
ベースサーバー

X X X

( ポーリ ング

機能を含む )

X
(OVPI
ク ラ イア
ン ト を含
む )

該当なし 該当なし

分散環境 

中央データ
ベースサーバー

X X X X

( 省略可 )

X

(WAS がない

場合 )

サテライ ト
データベース
サーバー

X X X X

( 省略可 )

X

( 省略可 )

リモートデータ
ベースサーバー

X X
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Web アクセス

サーバー

X
(OVPI
ク ラ イア
ン ト を含
む )

リモートポーリ
ングシステム 

X

ク ライアン トの
み

OVPI ク ラ イア

ン ト

X

システムの役割 RDBMS

OVPI
データ
ベース
スキーマ

 OVPI
パフォーマンス
マネージャ

Web
アクセス
サーバー

OVPI
ク ラ イアン ト

リモート
ポーラー
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サポート される OVPI 構成

   

インストールメディア

OVPI の現バージ ョ ンには次のインス トールメディアが含まれています。

• OVPI 5.30 インス トール DVD (RDBMS インス トールおよびマニュアルを含

む )

• レポートパッ ク CD

オペレーティングシステム RDBMS
OVPI
コンポーネン ト

HP-UX 11.11
HP-UX 11.23 PA-RISC
HP-UX 11.23 Itanium

Oracle Database Server 
10g (10.2.0.3.0)

すべて

Solaris 9 および 10 
Oracle Database Server 
10g (10.2.0.3.0)

すべて

Red Hat Enterprise Linux AS 4.0 x86 
(SP3) 

Oracle Database Server 
10g (10.2.0.3.0)

すべて

Windows 2003 Server R2
Windows 2003 Server x86 Standard 
Edition
Windows 2003 Server x86 (Enterprise/
Datacenter) 

Oracle Database Server 
10g (10.2.0.3.0)

すべて

Windows XP サポート されていません ク ライアン トのみ 

OVPI は、 スペースを含む DEPOT パスによるインス トールはサポート してい

ません。 たとえば、 /my space/DVDROM とい うパスには 「my space」 とい う

名前のフォルダーが含まれていますが、 このパスを使ってインス トールした り
アップグレード した りするこ とはできません。 
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2 インストールの前提条件
インス トール前に、 『HP OpenView Performance Insight リ リース ノート 』 に目

を通しておく こ とを強くお勧めします。 リ リース ノートでは、 新機能、 バグ修
正、 OVPI への直前の変更、 そのリ リースで利用可能なレポートパッ クの リ ス ト

について説明しています。

ライセンスが付与されたインストールに Evaluation
を変換する

すでに Evaluation の PI 5.20 バージ ョ ンをダウンロード してインス トールして

いる場合、 そのインス トール済みのバージ ョ ンをライセンスが付与されたインス
トールに変換するには、 次の手順を実行します。

1 PI GUI と Web ブラウザをすべて閉じます。

2 PI 5.20 製品 DVD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。

3 製品ソフ ト ウェアの 「設定」 コマンドファ イルを検索します。

4 コマンド行から、 ()setup -noeval

5 PI Installation GUI が表示された場合は、 これを閉じます。

6 PI HTTP Server を再起動します。

注 : これは再インス トールの手順ではあ り ません。 Evaluation のバージ ョ ンは

製品バージ ョ ンと同じですが、 レポートには Evaluation バージ ョ ンに 「無許可

ソフ ト ウェア」 ウォーターマークが表示され、 ヘルプのバージ ョ ン情報は製品
バージ ョ ンと異な り ます。 インス トーラによって、 インス トール済みのバージ ョ
ンのウォーターマークが表示されなくな り ます。
 27



インストール前の作業

RDBMS または OVPI コンポーネン ト をインス トールする前に、 次の作業を指

定の順に完了する必要があ り ます。

タスク  1: オペレーティングシステムソフ トウェアの更新

オペレーティングシステムソフ ト イウェアに必要なパッチをすべてインス トール
します。 

1 パッチのリ リースレベルを確認します。

オペレーティングシステムが適切な リ リースレベルであるこ とを確認しま
す。 RDBMS をインス トールする前に、 オペレーティングシステムのパッチ

をインス トールする必要があ り ます。

Windows システムの場合 

a Windows エクスプローラの [ ヘルプ ] メニューから [ バージョ ン情報 ] を
選択します。

b バージ ョ ンの行に記載されているサービスパッ クの番号を見つけます。
次の例では、 xxxx がビルド番号であ り n がサービスパッ クの番号です。

Version 5.0 (Build xxxx:Service Pack n)

Windows 2003 では Service Pack 1 が必要です。

HP-UX システムの場合 

次のコマンドを入力します。

/usr/sbin/swlist -l product | fgrep PH 

Solaris システムの場合 

次のコマンドを入力します。

showrev -p 

必要なパッチの最新の一覧については HP の営業担当者にお問い合わせくださ

い。
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Solaris に必要なパッチは次のとおりです。 

Red Hat Linux システムの場合 

次のコマンドを入力します。

rpm -q -a 

システムがそのリ リースの現在のパッチレベルではない場合は、 続行する前
に必要なパッチをダウンロード してインス トールして ください。 

2 HP-UX 固有のパッチをインス トールします。

HP-UX11.11 の場合 :  

HP-UX11.23 (PA および IA) の場合 :   

HP-UX11.31 (IA) の場合 :  

パッチは http://www1.itrc.hp.com/ からダウンロードできます。

3 Red Hat Linux 固有のパッチをインス トールします。

Linux (RHEL4) の場合 : Update 3

Solaris 10 Solaris 10 Recommended Patch Cluster (2006 年 9 月 7 日 )

Solaris 9 Solaris 9 Recommended Patch Cluster (2005 年 10 月 14 日 )

GOLDAPPS11i B.11.11.0612.459 HP-UX 11i v1 用アプリ ケーシ ョ ン

パッチ (2006 年 12 月 )

GOLDBASE11i B.11.11.0612.459 HP-UX 11i v1 用基本パッチ (2006 年

12 月 )

QPKAPPS B.11.23.0706.064 11i v2 用 Quality Pack Depot (2007 年

6 月 )

QPKBASE B.11.23.0706.064 11i v2 用 Quality Pack Depot (2007 年

6 月 )

QPKBASE B.11.31.0709.312a 11i v3 用 Quality Pack Depot (2007
年 9 月 )

QPKBASE B.11.31.0709.312a v3 用 Quality Pack Depot (2007 年 9
月 )
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タスク  2: 実行中の Java 用パッチの確認

OVPI には Java 1.4.2.13 が含まれており、 OVPI のインス トール時に自動的

にシステムにロード されます。 ただし、 お使いのオペレーティングシステム
で必要なパッチを適用しないと、 Java が正常に実行されない可能性があ り

ます。

オペレーティングシステムのすべてのパッチをインス トールしてから、
Oracle データベースまたは OVPI をインス トールする必要があ り ます。 こ

のマニュアルの印刷時点でテス トが完了している必要なパッチを掲載してい
ます。 必要なパッチの最新の一覧については HP の営業担当者にお問い合わ

せください。

インス トールされているパッチの確認 

システムにインス トールされているパッチを確認するには、 次のコマンドを
入力します。

HP-UX システムの場合 :

/usr/sbin/swlist -l product | fgrep PH 

Solaris システムの場合 :

showrev -p 

Windows システムの場合 :

a Windows エクスプローラの [ ヘルプ ] メニューから [ バージョ ン情報 ] を
選択します。

b バージ ョ ンの行に記載されているサービスパッ クの番号を見つけます。
次の例では、 xxxx がビルド番号であ り n がサービスパッ クの番号です。
Version 5.0 (Build xxxx:Service Pack n)

必要な Java パッチ 

お使いのオペレーティングシステム用の最新の Java 関連パッチを検索する

には、 以下の URL にアクセスして ください。

HP-UX システムの場合 : http://www.hp.com/products1/unix/java/
patches/index.html ( 英語 ) 

Solaris システムの場合 : http://java.sun.com/j2se/1.4/download.html 
( 「Solaris OS Patches」 の項 )

Windows システムの場合 : http://windowsupdate.microsoft.com 

URL は予告なく変更されるこ とがあ り ます。
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タスク  3: (HP-UX の場合のみ ) HP-UX Measurement Interface for 11i 製品のインストール

新しい OVPI 監視機能では、 OVPI システムのステータスを適切に監視できるよ

う、 HP-UX Measurement Interface for 11i 製品をインス トールする必要があ り

ます。 HP-UX Measurement Interface for 11i パッケージは、 HP-UX Mission 
Critical Operating Environment (MC-OE) と HP-UX Enterprise Operating 
Environment のメディアにバンドルされて配布されます。 HP-UX アプ リ ケー

シ ョ ン リ リース配布メディアから も入手できます。

/opt/perf/lib/libnums.sl があれば、 必要なファ イルはお使いのシステムにインス

トールされています。

GlancePlus または OpenView Performance Agent がインス トールされた

HP-UX システムは OVPI 監視機能が必要とするファ イルを持っているため、 前

提となる製品を追加でシステムにインス トールする必要はあ り ません。

タスク  4: ネッ トワーク接続性のためのポート識別

OVPI のシステム間はポートによって接続されます。 OVPI は以下のデフォルト

のポート番号を使用します。  

  

次の例は、 デフォルトのポート番号を使用した OVPI の構成を示しています。

OVPI コンポーネン ト デフォルトのポート番号

Oracle RDBMS 1521 (Windows システム ) 

1521 (UNIX システム ) 

Web アクセスサーバー

( デフォルトでポート 80 を使用する管理サーバーも

含まれます。 他の Web サーバーがポート 80 で実行

されている場合は、 OVPI 用にポート 8080 など他の

ポート を使用します。 ) 

80 (SSL 非対応 ) 

443 (SSL 対応 )

管理コンソール 80

ファ イアウォールソフ ト ウェアを使用している場合は、 ファ イアウォールの
OVPI ポート を開く必要があ り ます。 手順については、 ファ イアウォールのマ

ニュアルを参照して ください。
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ポーリングおよび SNMP の接続性

ネッ ト ワークからデータを収集するシステムは、 中間的なファイアウォールを介
してネッ ト ワークデバイスに接続する必要があ り ます。 リモートポーラーシステ
ムとポーリ ング対象デバイスはファイアウォールの外側に配置し、 リモートポー
ラーはファ イアウォールを介してデータベースサーバーに接続するこ とをお勧め
します。 こ うするこ とでファ イアウォールを介する接続の数が減り ます。

サテライ トデータベースサーバーが複数のポーリ ングシステムを管理する場合
は、 各ポーリ ングシステムがポーリ ングするデバイスを分割するための特殊な
ポーリ ングポ リ シーを作成する必要があ り ます。 ポーリ ングポ リ シーの作成の詳
細については、 『HP OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して く

ださい。

クライアン トの接続性

Web ブラウザを使用してレポート を表示するには、 システムと Web アクセス

サーバー間の HTTP 接続が必要です。

レポート ビューアまたはレポート ビルダアプリ ケーシ ョ ンを使用するには、 ク ラ
イアン ト システムと Web アクセスサーバーシステム、 適切なポート上のデータ

ベースサーバー間の接続性が必要です。 ク ラ イアン ト をインス トールする場合
は、 Web アクセスサーバーの参照ページで指定したのと同じ Web アクセスサー

バーとポート番号を指定します。 Web アクセスサーバーのインス トールの詳細

については、 129 ページの 「Web アクセスサーバーのインス トール」 を参照し

て ください。

タスク  5: Web アクセスの計画

1 サポート されている Web ブラウザを使用しているこ とを確認します。

 Webユーザーは次のいずれかの Webブラウザに接続できる必要があり ます。 

— Microsoft Internet Explorer 5.5 以降 

— Mozilla Firefox 1.5 以降

2 Java スク リプ トが有効になっているこ とを確認します。

Web ブラウザでは Java スク リプ トが有効になっている必要があ り ます。 そ

うでないと、 Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンのナビゲーシ ョ ンフ

レームを参照できません。

Java スク リプ ト を有効にするには、 Web ブラウザによって以下のいずれか

を実行します。 
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Internet Explorer の場合 

a ブラウザの [ ツール ] メニューから [ インターネッ トオプシ ョ ン ] を選択し

ます。 [ インターネッ トオプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスが開きます。 

b [ セキュ リ ティ ] タブを選択します。 Web コンテンツのゾーンで [ イン

ターネッ ト ] をク リ ッ ク し、 [ レベルのカスタマイズ ] をク リ ッ ク します。

[ セキュ リ ティの設定 ] ダイアログボッ クスが開きます。 

c 設定の一覧を下へスク ロールし、 スク リプ トの設定を探します。 [ アク

ティブスク リプ ト ] の下の [ 有効にする ] を選択します。 

d [ セキュ リ ティの設定 ] ダイアログボッ クスの [OK] をク リ ッ ク します。 

e [ インターネッ トオプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスの [OK] をク リ ッ ク し

ます。

Mozilla Firefox の場合 

a ブラウザの [ ツール ] メニューから [ オプシ ョ ン ] を選択します。

[ オプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスが開きます。

b [ コンテンツ ] タブを選択し、 [JavaScript を有効にする ] チェッ クボッ クス

をオンにします。

c [ オプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスの [OK] をク リ ッ ク します。

タスク  6: SNMPv3 ノード用 SNMP セキュリテ ィパックのインス トール

SNMPv3 ノードからデータを収集する場合は、 SNMP Research International, 
Inc. から入手できる SNMP セキュ リ テ ィパッ ク製品をインス トールする必要が

あ り ます。 詳細については、 次の SNMP の Web サイ トにアクセスして くださ

い。

http://www.snmp.com 

オペレーティングシステムに合わせて以下のバージ ョ ンをインス トールして くだ
さい。

• Windows システムの場合 : バージ ョ ン 16.1.0.35 

• UNIX システムの場合 : バージ ョ ン 16.1.0.19 

インス トールに続いて SNMPv3 ノードを設定する必要があ り ます。 設定の詳細

については、 『HP OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して くだ

さい。
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タスク  7: Network Node Manager との統合

1 NNM バージ ョ ン 7.5 以降を実行しているこ とを確認します。

お使いのシステムですでに NNM バージョ ン 7.5 を実行している場合は、

OVPI のインスト ールが可能です。 OVPI と NNM でコンポーネント を共有

するこ と で、 OVPI MIB ブラウザおよび収集ウィ ザード ツールが機能するよ

う になり ます。 これらのツールは古いバージョ ンの NNM では機能しません。

OVPI をインス トールする前に、 NNM をバージ ョ ン 7.5 以降にアップグ

レードするこ とをお勧めします。  

2 OVPI をインス トールする前に NNM プロセスを停止します。

インス トール中のエラー発生を回避するため、 OVPI をインス トールする前

に NNM プロセスを停止します。 以下の手順に従ってください。

Windows システムの場合

a Windows のタスクバー上の [ スタート ] ボタンから、 [ プログラム ]→[HP 
OpenView]→[Network Node Manager 管理 ] と ク リ ッ ク し、[NNM サービス - 
停止 ] を選択します。 

b NNM プロセスが停止されているこ とを確認します。 Windows のタスク

バー上の [ スタート ] ボタンから、 [ プログラム ]→[HP 
OpenView]→[Network Node Manager 管理 ] と ク リ ッ ク し、[NNM サービス - 
ステータス ] を選択します。

c [ サービス ] ウ ィンド ウを閉じます。 ウ ィ ンド ウを閉じないと、 OVPI
サービスのインス トールに失敗します。 

UNIX システムの場合

a コマンドプロンプ トから以下のよ うに入力します。

ovstop -c

b NNM プロセスが停止されているこ とを確認します。 コマンドプロンプ

トから以下のよ うに入力します。

ovstatus -c

NNM 6.4 よ り前のバージ ョ ンの NNM では、 OVPI のインス トールができませ

ん。
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タスク  8: Compaq Insight Manager サービスの停止 (HP Compaq システムの場合のみ )

Compaq システムに OVPI をインス トールする場合は、 Compaq Insight 
Manager サービスを停止する必要があ り ます。

タスク  9: (Windows システムの場合のみ ) HP 独自のメモリー管理デバイスの無効化

お使いの環境に HP 独自のメモ リー管理サービスを稼動している Windows シス

テムがある と きは、 サービスマネージャを使用してそれらのサービスを 「無効」
にする必要があ り ます。 無効にするサービスは以下のとおりです。

• HpComponent

• HPEventLog

• HPFpcSvc

• HpLerSvc

• HPSdnSvc

タスク  10: (UNIX システムの場合のみ ) サポート されているデスク ト ップを使用しているか

の確認

OVPI は、 Common Desktop Environment (CDE) をサポート しています。

OVPI は OpenWindows をサポート していません。

国際化とローカライズの計画

OVPI では、 国際化をサポート しています。 OVPI は、 サポート されているオペ

レーティングシステムのどの言語バージ ョ ンにもインス トールできます。 データ
ベースサポートは Oracle 向けに国際化されています。

OVPI バージョ ン 5.30 は、 英語、 日本語、 簡体字中国語でのみ提供されています。

db3 モジュールのインストール (Red Hat Linux システムの場合

のみ )

Red Hat Linux システムに OVPI ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンをインス トー

ルする場合は、 Linux システムをインス トールする と きに db3 モジュール (rpm)
も インス トールする必要があ り ます。 このモジュールは Red Hat インス トール

CD にバンドルされていますが、 自動的にインス トールされません。 OVPI を使

用するには、 db3 モジュールのインス トールが必要です。



インストールの前提条件のチェ ックリス ト

  

この リ リースの 『Performance Insight リ

リース ノート 』 に目を通してある。

スタンドアロン環境と分散環境のどちらを

使用するかを決定してある。

9 ページの 「運用環境」 を参照して ください。

必要なインス トールメディアがすべてそ

ろっている。

26 ページの 「インス トールメディア」 を参照

して ください。

サポート されているシステム構成(オペレー

ティングシステムと RDBMS) を使用して

いる。

28 ページの 「インス トール前の作業」 を参照

して ください。

各システムにインス トールする OVPI コン

ポーネン ト を確認してある。

23 ページの 「システムの役割による一般的な

インス トール」 および 28 ページの 「インス

トール前の作業」 を参照して ください。

オペレーティングシステムに必要なパッチ

をインス トールしてある。

28 ページの 「オペレーティングシステムソフ

ト ウェアの更新」 を参照して ください。

ネッ ト ワークおよびク ライアン ト接続性の

ためのポート番号を確認してある。

31 ページの 「ネッ ト ワーク接続性のための

ポート識別」 を参照して ください。

Web ク ラ イアン トでサポート されているブ

ラウザを使用しているこ とを確認し、 ブラ
ウザで Java スク リプ ト を有効にしてある。 

33 ページの 「Web アクセスの計画」 を参照し

て ください。

必要に応じて、 SNMP セキュ リ ティパッ ク

をインス トールしてある。

34 ページの 「SNMPv3 ノード用 SNMP セ

キュ リ ティパッ クのインス トール」 を参照して
ください。

NNMを実行しているシステムにOVPIをイ

ンス トールする場合は、 適切なバージ ョ ン
の NNM を使用しているこ とを確認し、

NNM プロセスを停止している。

35 ページの 「Network Node Manager との統

合」 を参照して ください。

Red Hat Linux システムにインス トールす

る場合は、 db3 モジュールがインス トール

してある。

29 ページの 「Red Hat Linux 固有のパッチを

インス トールします。」 を参照して ください。
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Compaq システムにインス トールする場合

は、 Compaq Insight Manager サービスを

停止してある。

36 ページの 「Compaq Insight Manager サー

ビスの停止 (HP Compaq システムの場合のみ

)」 を参照して ください。

HP 独自のメモ リー管理サービスを

Windows で実行している場合は、 それら

のサービスを無効にしてある。

36 ページの 「(Windows システムの場合のみ ) 
HP 独自のメモ リー管理デバイスの無効化」 を

参照して ください。

UNIX ユーザーの場合は、 サポート されて

いるデスク ト ップを使用している。

36 ページの 「(UNIX システムの場合のみ ) サ
ポート されているデスク ト ップを使用している
かの確認」 を参照して ください。
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メモリーおよび記憶領域の要件

次の表に、 OVPI コンポーネン トに必要な最低限のディ スク容量をオペレーティ

ングシステム別に示します。  

次の表に、 OVPI に必要な最低限のメモ リー容量と推奨される メモ リー容量を示

します。 この要件はも とのシステムサイズでの推奨要件に基づいており、 ポーリ
ング要件によって変更される可能性があ り ます。  

コンポーネン ト HP-UX Solaris Windows Linux

OVPI データベース

スキーマ

2500MB 2100MB 2500MB 2000MB

OVPI パフォーマンス

マネージャ

840MB 400MB 340MB 400MB

Web アクセスサーバー 810MB 420MB 340MB 400MB

OVPI ク ラ イアン ト 800MB 340MB 1700MB 320MB

リモートポーラー 840MB 200MB 130MB 200MB

完全スタンドアロン 2500MB 2200MB 2100MB 2100MB

コンポーネン ト 最低 推奨

OVPI データベーススキーマ 512MB 1GB

OVPI パフォーマンスマネージャ

(OVPI データベーススキーマを

含む )

2GB 4GB

管理サーバー 256MB 512MB

OVPI ク ラ イアン ト それぞれ 256MBa 512MB

コマンド行ユーティ リ テ ィ 256MBb 512MB

リモートポーラー 256MB 512MB

完全スタンドアロンインス トール 4GB 8GB
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OVPI データベーススキーマは、 メモ リー総量の 50 ～ 60% に設定されます。 管

理サーバー、 OVPI ク ライアン ト、 コマンド行ユーティ リ ティ、 リモートポー

ラーは最小限 ( メモ リー 1 ～ 2GB) でインス トールされます。 残りの処理容量は

OVPI パフォーマンスマネージャが使用します。 この容量がポーリ ング処理と

データのロードに十分な大きさであるこ とを確認して ください。

インス トール後にレポート ビルダ、 レポート ビューア、 または Web アクセス

サーバー用のメモ リー容量を変更するには、 Web アクセスサーバーを使用して

Java の設定を変更します。 詳細は、 『HP OpenView Performance Insight 管理

ガイ ド』 を参照して ください。

インストールパラメータ値

OVPI では、 さまざまなインス トールパラ メータ用のデフォルト値が用意されて

います。 いずれかのデフォルト を変更する と きは、 前もって変更点を明確にして
おく こ とでインス トールに余分な時間をかけずに済みます。 

Windows システムのデフォルトのパス設定を変更する場合は、 ディ レク ト リパ

スにスペースを入れないよ うにして ください。

a. 複数のコンポーネン ト を同時に実行する場合は、 メモ リー要件はそれぞれに必
要な容量の合計値になり ます。 たとえば、 管理コンソール、 レポート ビルダ、
Web アクセスサーバーを 1 つのシステムで同時に実行する場合、 最低メモ リー
要件は 768MB になり ます。 スタンドアロンインス トールでは、 Web アクセス
サーバと管理サーバは同じ Java 仮想マシン (JVM) のメモ リーを使用します。
従って、 最低限のメモ リー容量は 256MB になり ます。

b. コマンド行ユーティ リ ティはメモ リーをほとんど使用しません。
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次の表は、 変更が可能なパラ メータのデフォルトの一覧です。 特に記載のないか
ぎり、 パラ メータはスタンドアロンインス トールと分散インス トールの両方に適
用されます。 

パラ メータ と説明

デフォルト値
Windows システム

の場合

デフォルト値
UNIX システム

の場合

インス トール先フォルダー 

OVPI ソフ ト ウェアのインス トール先ディ レク ト

リです。 

C:\OVPI /usr/ovpi

Oracle TCP/IP ポート番号

Oracle が他のシステムのク ライアン トおよび

サーバーと通信するために使用する TCP/IP
ポート番号です。

5000 2052

データベースデバイス

OVPI がデータベースデバイスファ イルを作成す

るディ レク ト リです (raw デバイスを使用する場

合は、 デバイスファ イルは作成されません )。

Oracle_directory\db
files
50% 

Oracle_directory/
dbfiles
50%

データベースのサイズ

データベースデバイスファ イルのサイズです。

800MB 800MB

ト ランザクシ ョ ンログ / データベース使用率 Oracle_directory\db
files
50%

Oracle_directory/
dbfiles
50%

一時領域 / データベース使用率 Oracle_directory\db
files (Windows)
50% 

Oracle_directory/
dbfiles (UNIX)
50%

キャ ッシュフォルダー

収集したデータをデータベースに格納する前に
保存しておくためのキャ ッシュディ レク ト リで
す。 

$DPIPE_HOME
\collect

$DPIPE_HOME
/collect
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ユーザー名

Web アクセスサーバー管理者の名前です。

trendadm trendadm

HTTP ポート

Web アクセスサーバーとの HTTP 通信に使用す

るポート番号です。

80 80

Web アクセスサーバーホス ト

( 分散インス トールでのみ使用 )

Web アクセスサーバーポート

( 分散インス トールでのみ使用 )

Web アクセスサーバーが使用する HTTP ポート

番号です。

80 80

リモート管理サーバーのポート

( 分散インス トールでのみ使用 )

データベースホス ト システムが使用する HTTP
ポート番号です。

80 80

パラ メータ と説明

デフォルト値
Windows システム

の場合

デフォルト値
UNIX システム

の場合
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3 Oracle 10g Enterprise Edition の

インストール
OVPI をインス トールする前に、 Oracle RDBMS をインス トールして実行して

おく必要があ り ます。 OVPI 用に作成された Oracle リ スナープログラムのイン

スタンスが実行されているこ とを確認します。

Oracle のインストールの前提条件

1 Oracle のマニュアルを確認します。

Oracle をインス トールする前に、 Oracle の関連ドキュ メン ト を読み、 イン

ス トール時に簡単に参照できるよ う Oracle のインス トールガイ ドの印刷を

検討して ください。 Oracle のマニュアルは Oracle インス トール CD にあ り

ます。 [ ドキュ メン トの参照 ] をク リ ッ ク して、 リ リース ノート、 readme ファ

イル、 製品マニュアルを必要に応じて確認します。 Oracle のドキュ メン ト

は、 インターネッ トでも利用できます (www.oracle.com )。

2 データベース管理者に相談します。

できればインス トールする前に Oracle データベース管理者 (DBA) に相談し

てください。 データベース管理者なら、 OVPI の最適な利用のための Oracle
データベースの設計および設定、 表領域の作成の手助けをして くれます。

3 一般的なパフォーマンスガイ ド ラ インを参照します。

OVPI と と もに使用する目的で Oracle をインス トールする と きは、 可能な

限り次のガイ ド ラ インに従ってください。

• Oracle と OVPI を別々の物理デバイスにインス トールします。

• 少なく と も 3 台の異なる物理デバイス上に、 データベース制御ファイル

のアクティブコピーをそれぞれに 1 つ以上保存します。
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• 少なく と も 3 つの REDO ロググループを使用します。 REDO ログは、

データベースの使用中に発生するアクティビティを少なくするために、
できるだけデバイスごとに分けます。 可能な限り、 再実行ログを監査し
て ください。

• 可能であれば、 システム表領域を別のデバイスに置きます。

• 可能であれば、 データ と インデッ クスの各データファ イルを別々のデバ
イスに置きます。

• 可能であれば、 アーカイブログファ イルを別のデバイスに置きます。  

4 データベースサイズ、 記憶領域、 メモ リーが十分かど うかを確認します。

Oracle をインス トールする前に、 システムが以下のハードウェア要件を満

たしているこ とを確認します。 

• OVPI データベースのサイズ

OVPI データベースのサイズは、 ポーリ ングするデバイスの数、 収集す

るデータオブジェク トの量、 データの保存期間を考慮して決定します。
合計サイズは、 さまざまな表領域に配分されます。

システム要件の見積も りに役立つサイズ設定スプレッ ドシートは、 最新
バージ ョ ンのレポートパッ ク CD にあ り ます。 必要なデータベース全体

のサイズを決定するには、 インス トールする各レポートパッ クの値と管
理対象オブジェク ト ( デバイス、 インタフェース、 VPN など ) の数を入

力します。

サイズ要件の決定は、 設定を行う と きに必要なハード ウェア リ ソースを
正確に算出するために重要です。 

• OVPI データベースのメモ リーおよび記憶領域の要件

すべての OVPI コンポーネン ト を、 同一の UNIX ファ イルシステムまた

は Windows パーティシ ョ ンにインス トールする必要はあ り ません。 た

だし、 特定のコンポーネン ト をインス トールする場合、 そのデフォルト
の領域は 1 つのファ イルシステムまたはパーティシ ョ ンにする必要があ

り ます。  

これらの推奨事項はディ スクの競合を減らすこ とを意図したもので
す。 一般に、 同時に動くディ スクヘッ ドの数が多いほど、 データ
ベースの処理は速くな り ます。

OVPI のインス トール後に OVPI データベースのサイズを拡

張する手順については、『HP OpenView Performance Insight 
管理ガイ ド』 を参照して ください。
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• OVPI データベースの最小記憶領域

データベースサーバーの最小記憶領域要件については、 Oracle のインス

トールガイ ドを参照して ください。 最初のインス トール後、 Oracle 
Enterprise の管理コンソールにアクセスし、 メモ リー領域 ( キャ ッ

シュ、 PGA など ) に適切な値を設定できます。 

OVPI データベースのサイズは多くの要素によって決ま り ます。 レポー

トパッ ク CD で提供されているスプレッ ドシート を完成させたら、 これ

を使用してデータベースのサイズと構成を算出します。 

OVPI を Oracle データベースサーバーと同じシステムにインス トールす

る場合は、 OVPI のインス トールで予想合計サイズよ り小さいデータ

ベースを作成するこ とが可能です。 OVPI のインス トールでは、

「autoextend」 オプシ ョ ンが有効になっている表領域が作成されるため、

Oracle が必要に応じて OVPI データベースの領域を拡張するこ とができ

ます。
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OVPI 用 Oracle データベースの作成

この項では、 Oracle のインス トール方法を手順を追って説明するこ とはしませ

ん。 インス トール手順については、 Oracle のインス トールガイ ドを参照し、 該

当するオペレーティングシステム用の手順に従ってください。

この項では、 Oracle のインス トールと OVPI で使用する Oracle データベースの

作成で検討すべき情報について説明します。

Oracle データベースサーバーを OVPI データベース と同じシステムにインス

トールする場合は、 OVPI のインス トールで表領域を作成する必要があ り ます。

Oracle データベースサーバーを OVPI データベース とは異なるシステムにイン

ス トールする場合 ( リモートデータベースへのインス トール ) は、 OVPI をイン

ス トールする前に、 Oracle を使用してそのデータベースサーバー上に表領域を

作成する必要があ り ます。

Oracle データベースをインス トールして設定し、 Oracle を実行してから OVPI
のインス トールに進みます。 OVPI のインス トール方法の詳細は、 第 4 章 「スタ

ンドアロンサーバーへの OVPI のインス トール」 または第 5 章 「分散環境での

OVPI のインス トール」 を参照して ください。

Oracle データベースサーバーのインストール

Oracle のインス トールガイ ドに記載されているオペレーティングシステム別の

インス トール手順に従ってインス トールします。 インス トールプロセスでは、 何
をインス トールするか、 またどの設定を指定するかを決定する必要があ り ます。

Oracle のインストールに関する一般的なガイド ライン

• Oracle 10.2.0.1.0 をインス トールします。 このプロセスの後半で 10.2.0.3.0
へのアップグレードパッチを適用します。

• Enterprise Edition を選択してインス トールする代わりに、 [ カスタム ] を選

択してインス トールします。 これによってインス トールするコンポーネン ト
の数が減り、 コンポーネン トの編集にかかるオーバーヘッ ド と時間が短くな
り ます。

• Oracle 10g をインス トールする場合、 OVPI に必要な最小コンポーネン トは

次のとおりです。 インス トール時にはグループ化されて表示されます。 追加
の Oracle コン ト ロールを利用する場合は、 追加コンポーネン ト をインス
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トールしますが、 それらは OVPI には必要あ り ません。 インス トール時に

は、 よ く使用されるいくつかのオプシ ョ ンコンポーネン トが表示されます
が、 領域に問題がある場合は省略するこ と も可能です。

選択 :

— Oracle 10.2.0.1.0

— Enterprise Edition Options 10.2.0.1.0

— Oracle Net Services 10.2.0.1.0

– Oracle Net Listener 10.2.0.1.0

— Oracle Enterprise Manager Products 10.2.0.1.0

– Oracle Management Server 10.2.0.1.0 ( 省略可 )

– Oracle Intelligent Agent 10.2.0.1.0

– Enterprise Manager Client 10.2.0.1.0

– Oracle Change Management Pack 10.2.0.1.0 ( 省略可 )

– Oracle Diagnostics Pack 10.2.0.1.0 ( 省略可 )

– Oracle Tuning Pack 10.2.0.1.0 ( 省略可 )

選択解除 :

— Oracle HTTP Server 10.2.0.1.0 ( 可能な場合 )。 別のアプリ ケーシ ョ ン

で必要な場合は、 選択解除できないこ とがあ り ます。

一部のコンポーネン トは Oracle でインス トールが必須であ り、 自動的に選択さ

れた状態で表示されるか淡色表示されます。 それらは選択解除しないでくださ
い。

適切なコンポーネン ト を選択および選択解除した後、 インス トールを続行しま
す。 

OVPI のインス トールにデータベースのパーティシ ョ ニングは

必須ではあ り ませんが、 データベースのパーティシ ョ ニングを
使用するこ とをお勧めします。
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タスク  1: Oracle データベースの作成

[ データベースの作成 ] ウ ィ ンド ウが開いたら、 [ はい ] をク リ ッ ク します。  

タスク  2: Oracle データベースの設定

Oracle でデータベースを自動で作成するこ とを選択した場合、 データベース設

定プロセスで以下のとおり指定するこ とで、 簡単に機能的なデータベースが作成
されます。 よ り堅固なデータベースの作成方法については、 Oracle データベー

ス管理者に問い合わせてください。

• プロ ト コル : TCP を指定

• ポート番号 : 1521 を指定

• ネッ トサービス名 : OVPI データベースの Oracle SID と一致させる必要があ

り ます。 サイ トでそれができない場合は、 追加の手順について 59 ページの

「tnsnames.ora ファ イルの編集」 を参照して ください。

[ データベース ・ コンフ ィギュレーシ ョ ン ・ アシスタン ト : よ う こそ ] ウ ィ ンド

ウが開いたら、 以下の手順に従います。

1 操作のステップで [ データベースの作成 ] を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

2 データベーステンプレートのステップで [ 汎用 ] を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ

ク します。

3 データベース識別情報のステップで [ グローバル ・ データベース名 ] および

[SID] を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

4 データベース接続オプシ ョ ンのステップで [ 専用サーバー ・ モード ] を選択

し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

5 初期化パラ メータのステップで 物理メモ リー量を指定します。 

OVPI をインス トールする前に、 データベースを作成しておく

必要があ り ます。

グローバルデータベース名と SID が異なる と、 作成された

tsnames.ora ファ イルを後で OVPI 用に変更する必要があ り ます。

グローバルデータベース名と SID が一致していない、 または

tnsnames.ora ファ イルを変更しないと、 レポートパッ クは正し く イ

ンス トールされないため、 これは重要です。
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• [ 標準 ] をク リ ッ ク します。 デフォルト設定を 60% から 70% に変更しま

す。 通常、 Oracle データベースにできるだけ多くのメモ リーを割り当て

ます。

• [ キャラクタ ・ セッ ト ] タブをク リ ッ ク します。 [Unicode (AL32UTF8) を使

用 ] をク リ ッ ク し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

6 データベース記憶域のステップで [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 これによって、

OVPI データベースを構成する物理ファイルをファ イルシステム全体に分散

させるこ とができます。 推奨事項については、 Oracle のマニュアルを参照

して ください。

7 作成オプシ ョ ンのステップで [ データベースの作成 ] をク リ ッ ク してオンにし、

[ 終了 ] をク リ ッ ク します。

8 データベースのサマ リ を確認し、 インス トールを終了します。

a [ 確認 ] ウ ィンド ウが開き、 作成されるデータベースの概要が表示され

ます。 [OK] をク リ ッ ク します。

b データベースの作成が完了する と、 [ データベース ・ コンフ ィギュレー

シ ョ ン ・ アシスタン ト ] ウ ィンド ウが開きます。 SYS と SYSTEM のア

カウン トパスワードを入力し、 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

c [ インス トールの終了 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 [ 終了 ] をク リ ッ ク しま

す。

タスク  3: Oracle 10.2.0.3 パッチセッ トの適用

OVPI をインス トールして実行する前に、 インス トール済みの Oracle を

10.2.0.3.0 にアップグレードする必要があ り ます。 パッチをダウンロード した

ら、 README ファ イルを開き、 該当するオペレーティングシステム用の手順に

従います。

タスク  4: listener.ora ファイルの編集

OVPI をインス トールするには、 tnsnames.ora ファ イルを編集する必要があ り

ます。 tnsnames.ora ファ イルを編集するには、 以下の手順に従います。

1 次のいずれかのディ レク ト リに格納されている tnsnames.ora ファ イルを探

します ( オペレーティングシステムによ り異なる )。

Windows システムの場合

oracle_install_dir\network\admin
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UNIX システムの場合

oracle_install_dir/network/admin

この例では、 oracle_install_dir は Oracle ク ラ イアン トのインス トール先

ディ レク ト リです。

2 テキス トエディ タを使用してファ イルを開きます。

3 Oracle のインス トール先システムの GLOBAL_DBNAME のエン ト リ を追

加します。

次の例では、 Oracle のインス トール先システムの GLOBAL_DBNAME は

PI52 です。 例では、 太字が追加する必要のある行を示しています。

# listener.ora Network Configuration File:/opt/oracle10g/
network/admin/listener.ora
# Generated by Oracle configuration tools.

SID_LIST_LISTENER =
  (SID_LIST =
    (SID_DESC =
      (SID_NAME = PLSExtProc)
      (ORACLE_HOME = /opt/oracle10g)
      (PROGRAM = extproc)
    )
  )

SID_LIST_LISTENER =
  (SID_LIST =
   (SID_DESC =
   (GLOBAL_DBNAME= PI52)
  (SID_NAME = PI52)
  (ORACLE_HOME = /opt/oracle10g)
    )
  )

LISTENER =
  (DESCRIPTION_LIST =
    (DESCRIPTION =
      (ADDRESS_LIST =
        (ADDRESS = (PROTOCOL = IPC)(KEY = EXTPROC))
      )
      (ADDRESS_LIST =
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        (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = 
dbl.ackcat.com)(PORT = 1521))
      )
    )
  )

4 listener.ora ファ イルを保存します。

5 次の手順に従って リ スナーを再起動します。

Windows システムの場合

— [ コン ト ロールパネル ] ウ ィ ンド ウから、 [ 管理ツール ] をダブルク リ ッ

ク します。 [ 管理ツール ] ウ ィンド ウが開きます。

— [ サービス ] をダブルク リ ッ ク します。 [ サービス ] ウ ィンド ウが開きま

す。

— リ スナープログラムとデータベースサーバーを選択して再起動します。

UNIX システムの場合

コマンドプロンプ トで次のよ うに入力して リ スナープログラムを再起動
します。 

>lsnrctl stop
> lsnrctl start

タスク  5: 表領域の作成

Oracle データベースサーバーを OVPI データベース と同じシステムにインス

トールする場合、 OVPI のインス トール時に自動的に表領域を作成するか、 また

は Oracle を使用して手動で作成します。 OVPI のインス トール時に表領域を作

成する と、 ファ イルシステム設定パラ メータは制限されますが、 プロセスはよ り
単純です。 表領域を手動で作成する と、 Oracle のすべてのオプシ ョ ンを使用で

きるため、 作成する方法と場所を完全に制御できますが、 手順がよ り複雑になる
ため、 Oracle データベース管理者の協力のも とでのみ行ってください。 
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Oracle データベースサーバーを OVPI データベース とは異なるシステムにイン

ス トールする場合 ( リモートデータベースへのインス トール ) は、 OVPI をイン

ス トールする前に、 Oracle を使用してそのデータベースサーバー上に表領域を

作成する必要があ り ます。 

表領域のサイズ設定のガイド ライン

この項のガイ ド ラ インは、 OVPI データベース全体を特定のサイズで拡張するこ

とを検討する場合に重要です。  

次の表は、 Oracle 表領域およびデータベースに対する表領域の割合を示してい

ます ( メ インデータベースの最小サイズを 800MB と した場合 )。  

表領域を手動で作成する場合は、 サポートに問い合わせるか、 Oracle データ

ベース管理者に OVPI で使用する表領域を作成しても ら う こ とをお勧めします。

手動での表領域作成では、 表領域名を以下に示す名前と正確に一致させる必要
があ り ます。

OVPI のインス トール後に表領域のサイズを変更するこ とができます。 詳細は、

112 ページの 「( 省略可能 ) 特定の Oracle 設定パラ メータの変更」 を参照して

ください。

表領域 データベース全体に対する割合

dpipe_default_seg 2%

dpipe_property_ind_seg 2%

dpipe_property_seg 2%

dpipe_upload_ind_seg 3%

dpipe_upload_seg 3%

dpipe_rate_ind_seg 10%

dpipe_rate_seg 10%

dpipe_summary_ind_seg 10%

dpipe_summary_seg 10%

dpipe_overflow_seg 30%
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次の表は、 上記の表の割合とエクステン トサイズルールを使って 10GB のデー

タベースを設定する場合の例です。  

dpipe_archive_ind_seg 6%

dpipe_archive_seg 6%

dpipe_event_ind_seg 2%

dpipe_event_seg 4%

データベースの合計サイズ 100%

表領域 初期表領域サイズ エクステン ト

dpipe_default_seg 20MB 10MB

dpipe_property_ind_seg 20MB 10MB

dpipe_property_seg 20MB 10MB

dpipe_upload_ind_seg 31MB 15MB

dpipe_upload_seg 31MB 15MB

dpipe_rate_ind_seg 102MB 51MB

dpipe_rate_seg 102MB 51MB

dpipe_summary_ind_seg 102MB 51MB

dpipe_summary_seg 102MB 51MB

dpipe_overflow_seg 307MB 154MB

dpipe_archive_ind_seg 61MB 30MB

dpipe_archive_seg 61MB 30MB

dpipe_event_ind_seg 20MB 10MB

dpipe_event_seg 41MB 20MB

表領域 データベース全体に対する割合
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エクステン トサイズルールは初期表領域サイズの 50% 未満か 1 GB 未満になり ます。 た

とえば、 80 GB のデータベースでは、 dpipe_overflow_seg の初期サイズは 24 GB で、 エ

クステン トは初期表領域サイズの 50% ではなく、 1 GB になり ます。

HP-UX と Solaris の場合、 データおよび 32K ブロ ッ クサイズのプロパティ表領

域と 8K ブロ ッ クサイズのインデッ クス表領域を作成する必要があ り ます。

Windows と Linux の場合、 データおよび 16K ブロ ッ クサイズのプロパティ表

領域と 8K ブロ ッ クサイズのインデッ クス表領域を作成する必要があ り ます。

dpipe_default_seg の表領域も、 データの表領域と同じブロ ッ クサイズにしま

す。

表領域の作成

表領域を作成するには、 以下の手順に従うか、 Oracle Enterprise Manager を使

用します。

1 SQL*Plus を使用して次のコマンドを入力し、 dpipe_default_seg 表領域と

dsi_dpipe ユーザーを作成して dsi_dpipe ユーザーに必要な権限を与えます。

SQL> CREATE TABLESPACE dpipe_default_seg 
DATAFILE 'dpipe_default_seg.dbf' SIZE 500M REUSE 
AUTOEXTEND ON NEXT 250M MAXSIZE UNLIMITED BLOCKSIZE 32K
LOGGING ONLINE PERMANENT 
EXTENT MANAGEMENT LOCAL AUTOALLOCATE 
SEGMENT SPACE MANAGEMENT AUTO; 
SQL> CREATE USER dsi_dpipe IDENTIFIED BY dsi_dpipe DEFAULT 
TABLESPACE dpipe_default_seg TEMPORARY TABLESPACE temp 
PROFILE DEFAULT ACCOUNT UNLOCK; 
SQL> GRANT connect TO dsi_dpipe; 
SQL> GRANT dba TO dsi_dpipe; 
SQL> GRANT exp_full_database TO dsi_dpipe; 
SQL> GRANT imp_full_database TO dsi_dpipe; 
SQL> GRANT unlimited tablespace TO dsi_dpipe; 
SQL> GRANT select any table TO dsi_dpipe;

データベース合計 10GB デフォルト

TEMP 40GB デフォルト

UNDO 10GB デフォルト

表領域 初期表領域サイズ エクステン ト
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SQL> GRANT select any dictionary TO dsi_dpipe; 
SQL> GRANT execute ON sys.dbms_lock TO dsi_dpipe; 
SQL> COMMIT; 
SQL> CONNECT dsi_dpipe/dsi_dpipe;

Oracle データベース管理者が dsi_dpipe への dba 権限の付与を許可する場

合もあ り ます。 その場合、 データベース管理者と協力して OVPI 用に以下の

権限セッ ト を設定して ください。  

また、 領域不足を防止するために、 表領域の使用可能な拡張制限を以下のよ
うに変更する必要がある場合もあ り ます。

user dsi_dpipe quota unlimited on dpipe_default_seg;
user dsi_dpipe quota unlimited on dpipe_property_seg;
user dsi_dpipe quota unlimited on dpipe_property_ind_seg;
user dsi_dpipe quota unlimited on dpipe_summary_seg;
user dsi_dpipe quota unlimited on dpipe_summary_ind_seg;
user dsi_dpipe quota unlimited on dpipe_rate_seg;
user dsi_dpipe quota unlimited on dpipe_rate_ind_seg;
user dsi_dpipe quota unlimited on dpipe_upload_seg;
user dsi_dpipe quota unlimited on dpipe_upload_ind_seg;

2 dsi_dpipe ユーザーで以下の表領域を作成します。

Grant < 権限 > To < 名前 >

 connect  dsi_dpipe

 resource;  dsi_dpipe

 create session  dsi_dpipe

 create table  dsi_dpipe

 create view  dsi_dpipe

 create procedure  dsi_dpipe

 create trigger  dsi_dpipe

 create sequence  dsi_dpipe

 alter session  dsi_dpipe

 select any table  dsi_dpipe

 select any dictionary  dsi_dpipe

execute ON sys.dbms_lock  dsi_dpipe
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• dpipe_property_ind_seg

• dpipe_property_seg

• dpipe_upload_ind_seg

• dpipe_upload_seg

• dpipe_rate_ind_seg

• dpipe_rate_seg

• dpipe_summary_ind_seg

• dpipe_summary_seg

• dpipe_overflow_seg

• dpipe_archive_ind_seg

• dpipe_archive_seg

• dpipe_event_ind_seg

• dpipe_event_seg

以下に SQL*Plus を使用して dpipe_property_ind_seg 表領域を作成する方

法の 1 例を示します。 

SQL> CREATE TABLESPACE dpipe_property_ind_seg 
DATAFILE 'dpipe_property_ind_seg.dbf' SIZE 200M REUSE 
AUTOEXTEND ON NEXT 100M MAXSIZE UNLIMITED BLOCKSIZE 8K
LOGGING ONLINE PERMANENT 
EXTENT MANAGEMENT LOCAL AUTOALLOCATE 
SEGMENT SPACE MANAGEMENT AUTO; 

この例では、 200MB の表領域を作成しています。 データベースのサイズに

基づいて表領域の適切なサイズを設定する方法については、 52 ページの

「表領域のサイズ設定のガイ ド ラ イン」 を参照して ください。
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次の表に、 設定パラ メータ とそれぞれの推奨値を示します。
V$SYSTEM_PARAMETER テーブルを照会する と、 パラ メータの最新の値

一覧を入手できます。  

パラ メータ と説明 推奨値

SGA_MAX_SIZE 

Oracle データベースが使用する メモ リーの最大

量。 このメモ リーは共有メモ リーで、 すべての
Oracle サーバープロセスによって使用されま

す。

共有メモ リー = SGA サイズの 40%
バッファキャ ッシュ = SGA サイズの 40%
ラージプール = SGA サイズの 12%
Java プール = SGA サイズの 8%

全システム メモ リーの
70%

PGA_AGGREGATE_TARGET (M) 

インスタンスに関連付けられているすべての
サーバープロセスが使用できるターゲッ ト集合
PGA メモ リー。

200M

DB_FILE_MULTIBLOCK_READ_COUNT

順次スキャン時に 1 回の I/O 操作で読み取られ

る最大ブロ ッ ク数 ( テーブルスキャン時の I/O
を最小限に抑えるこ とができる )。

ス ト ラ イプサイズ (KB)a / 
DB_BLOCK_SIZE (KB)b

WORKAREA_SIZE_POLICY

作業領域のサイズの設定と、 作業領域をチュー
ニングするモードの制御のためのポ リシー。 

AUTO

DB_16K_CACHE_SIZE (Windows)

一次ブロ ッ クサイズを持つバッファのデフォル
トバッファプールのサイズ。

DB_32K_CACHE_SIZE (UNIX) 

32K バッファのキャ ッシュのサイズ。

使用可能なバッファ

キャ ッシュの 95%c

a. 58 ページの 「ス ト ラ イプサイズを決定します。」 を参照して ください。

b. 58 ページの 「データベースブロ ッ クサイズを決定します。」 を参照して

ください。

c. 58 ページの 「キャ ッシュサイズを決定します。」 を参照して ください。
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3 ス ト ラ イプサイズを決定します。

RAID アレイはス ト ラ イピングを使用してパフォーマンスを高めています。

ス ト ラ イピングはファイルを分割して、 複数のディ スク ド ラ イブに分散する
技術です。 ス ト ラ イピングを使用する と、 ディ スクから高速にデータを取り
出すこ とができます。

ス ト ラ イプサイズは、 ス ト ラ イピングで使用されるブロ ッ クのサイズです。
この値は、 2KB ～ 512KB ( 以上 ) で、 2 の累乗の範囲で指定できます。 ス ト

ラ イプサイズについては、 データベース管理者にお問い合わせください。

4 データベースブロ ッ クサイズを決定します。

DB_BLOCK_SIZE を決定するには、 以下の SQL*Plus コマンドを入力しま

す。

SELECT value 
FROM   V$PARAMETER 
WHERE name = 'db_block_size'; 

5 キャ ッシュサイズを決定します。

使用可能なバッファキャ ッシュの 95% を算出するには、 以下の SQL*Plus
コマンドを入力します。

SELECT (dc.CURRENT_SIZE + fm.CURRENT_SIZE) * 0.95 
FROM     V$SGA_DYNAMIC_FREE_MEMORY fm, 

       V$SGA_DYNAMIC_COMPO NENTS dc 
WHERE   dc.COMPONENT = 'buffer cache'; 

Oracle のインス トールと設定が完了すれば、 OVPI をインス トールできます。
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tnsnames.ora ファイルの編集

グローバルデータベース名と OVPI データベースの SID が一致しない場合は、

tsnames.ora ファ イルを以下のよ うに編集する必要があ り ます。

1 次のいずれかのディ レク ト リに格納されている tnsnames.ora ファ イルを探

します ( オペレーティングシステムによ り異なる )。 

Windows システムの場合

oracle_install_dir\network\admin 

UNIX システムの場合

oracle_install_dir/network/admin 

この例では、 oracle_install_dir は Oracle ク ラ イアン トのインス トール

先ディ レク ト リです。

2 テキス トエディ タを使用してファ イルを開きます ( または、 Oracle Net 
Manager を使用してサービス名を作成します )。

3 Oracle のインス トール先システムの SERVICE_NAME のエン ト リ を追加し

ます。  

次の例では、 Oracle のインス トール先システムの SERVICE_NAME が

PI51 で、 HOST は dbl.ackcat.com です。

# This is a sample TNS entry in the tnsnames.ora file. 
# Note that the key is the same as the SERVICE_NAME; this
# is necessary for OVPI applications to find the correct
# server entry.
PI51 =
  (DESCRIPTION =
    (ADDRESS_LIST =
      (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = 
db1.ackcat.com)(PORT = 1521))
    )
    (CONNECT_DATA =
      (SERVICE_NAME = PI51)
    )
  )

4 tnsnames.ora ファ イルを保存します。

SERVICE_NAME が機能しないと きは、 SID を使用してシステムエ

ン ト リ を定義します。
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リモート Oracle データベースの設定

通常は同じデータベースサーバーに OVPI データベース と OVPI パフォーマン

スマネージャをインス トールします。 同じサーバーにインス トールしている場合
は、 この項は省略してください。

OVPI データベースを OVPI パフォーマンスマネージャ とは別にインス トールす

るこ とを 「 リモート Oracle データベース」 と呼びます。 この項では、 Oracle
データベースを リモートで使用するための設定方法について説明します。  

リモート Oracle データベースを設定するには、 次のタスクを実行します。

タスク  1: インス トールプログラムの起動と Oracle 10g クライアン トのインストール

インス トール手順については、 Oracle のマニュアルを参照して ください。

タスク  2: リモート Oracle データベースを指定するようにするための Oracle クライン トの

設定

1 [Oracle Net Configuration Assistant: よ う こそ ] ウ ィンド ウで [ いいえ ] を選

択して、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ ネッ ト ・ サービス名の構成 - データ

ベース ・ バージ ョ ン ] ウ ィ ンド ウが開きます。 

2 [Oracle9i またはそれ以降のデータベースまたはサービス ]( デフォルト ) のまま

で、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ ネッ ト ・ サービス名の構成 - サービス名 ]
ウ ィ ンド ウが開きます。 

3 [ サービス名 ] フ ィールドにデータベースのサービス名を入力し、 [ 次へ ] を
ク リ ッ ク します。 [ ネッ ト ・ サービス名の構成 - プロ ト コルの選択 ] ウ ィン

ド ウが開きます。  

4 [TCP] ( デフォルト ) のままで、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ ネッ ト ・ サービ

ス名の構成 - TCP/IP プロ ト コル ] ウ ィンド ウが開きます。 

Oracle 10.2.0.3.0 を使用する必要があ り ます。 Oracle データベースの以前の

バージ ョ ンで OVPI 5.30 を使用するには、 アップグレードが必要です。 以下の

手順で説明する 10.2.0.3.0 パッチセッ ト をインス トールして ください。

ネッ トサービス名と SID 名が一致しない場合は、 59 ページの

「tnsnames.ora ファ イルの編集」 に記載されている手順に従います。 
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5 データベースのあるコンピュータのホス ト名を入力し、 [ 標準のポート番号の

1521 を使用 ]( デフォルト ) のままで [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ ネッ ト ・

サービス名の構成 - テス ト ] ウ ィ ンド ウが開きます。

タスク  3: Oracle データベースへの接続テスト

1 [ ネッ ト ・ サービス名の構成 - テス ト ] ウ ィ ンド ウで [ はい。 テスト を実行しま

す。 ] を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 接続 ] ウ ィンド ウに、 テス トが

成功したかど うかが表示されます。 通常、 最初のテス トは失敗します。 

a テス トが失敗した場合は、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して設定した情報を確認し

ます。 リモート Oracle サーバーで作成済みの OVPI データベース用に

指定した dsi_dpipe ユーザー名およびパスワードを入力します。

b テス トが正常終了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ ネッ ト ・ サービ

ス名の構成 - ネッ ト ・ サービス名 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 

タスク  4: インス トールの終了

1 [ ネッ ト ・ サービス名の構成 - ネッ ト ・ サービス名 ] ウ ィンド ウでネッ トサー

ビス名を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ ネッ ト ・ サービス名の構成 -
別のネッ ト ・ サービス名 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 

2 [ いいえ ] を選択して [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ ネッ ト ・ サービス名の構成

が終了しました ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [Oracle Net Configuration Assistant: 完了 ] ウ ィ

ンド ウが開きます。

4 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールの終了 ] ウ ィンド ウが開きます。

5 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。 Oracle データベースを 10.2.0.3.0 にアップグ

レードする必要がある場合は、 タスク 5 に進みます。 それ以外はタスク 6 に

進みます。

タスク  5: Oracle データベースへのパッチセッ トの適用 (Oracle 10.2.0.3.0 へのアップグ

レード )

49 ページの 「Oracle 10.2.0.3 パッチセッ トの適用」 に記載されている手順に

従って、 パッチをインス トールします。
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タスク  6: Oracle クライアン トシステムからリモート Oracle データベースへの接続テスト

以下の SQL*Plus コマンドを入力します。

sqlplus system/password@oracle_SID_value 

この例では、 system は Oracle ユーザー、 password は Oracle ユーザーのパス

ワード、 oracle_SID_value は OVPI データベース用の Oracle SID の値です。

タスク  7: Oracle データベースサーバーでの dsi_dpipe ユーザーおよび表領域の作成

1 dsi_dpipe ユーザーを作成して、 特定の権限を付与します。

2 dsi_dpipe ユーザーで特定の表領域を作成します。 

51 ページの 「表領域の作成」 の手順に従ってください。

タスク  8: OVPI システムへの OVPI データベースのインストール

 

Oracle Client がインス トールされているシステムで OVPI インス トールウ ィ

ザードを実行する場合は、 最低限、 [ コンポーネン トの選択 ] ウ ィンド ウで

[OVPI データベーススキーマ ] および [ パフォーマンスマネージャ ] チェッ クボッ クス

を選択する必要があ り ます。 これで、 スキーマがリモートデータベースにイン
ス トールされ、 OVPI でリモートデータベースを使用できるよ う正し く設定さ

れました。 

実行しているインス トールの種類によっては、 その他のチェッ クボッ クスも選
択できます。 たとえば、 これがスタンドアロンインス トールの場合、 ウ ィ ンド
ウの 4 つすべてのチェッ クボッ クスを選択します。
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インストール後の作業

1  Oracle リ スナープログラムおよびデータベースを起動します。

リモートデータベースを使用する場合は、 データベース と リ スナーが
Oracle データベースサーバー上で実行されているこ と、 リ スナーが OVPI
ク ラ イアン ト システム上で実行されているこ と、 接続性が確認されているこ
とが必要です。

以下の作業は、 10.2.0.3 パッチセッ トの適用後、 OVPI のインス トール前に

行ってください。 順序が異なる と、 OVPI でシステムテーブル

IND_ONLINE$ が見つからないというエラーが表示されます。

a リ スナーを起動します。

Windows システムの場合

— [ コン ト ロールパネル ] ウ ィ ンド ウから、 [ 管理ツール ] をダブルク

リ ッ ク します。 [ 管理ツール ] ウ ィ ンド ウが開きます。

— [ サービス ] をダブルク リ ッ ク します。 [ サービス ] ウ ィ ンド ウが開き

ます。

— リ スナープログラムとデータベースサーバーを選択して起動します。

UNIX システムの場合

b コマンドプロンプ トから次のよ うに入力して リ スナープログラムを起動
します。

>lsnrctl start

c 次のよ うに入力し、 SQL*PLUS を使用して sysdba と してログオンしま

す。

>sqlplus/nolog 
SQL>connect sys/manager as sysdba

d 次のよ うに入力してデータベースを起動します。

SQL>shutdown 
SQL>startup migrate

2 分散システムで共通キャラ ク タセッ ト を使用します。
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分散型構成では、 中央データベースサーバー、 サテライ トデータベースサー
バー、 およびポーリ ングシステムが異なるオペレーティングシステムプラ ッ
ト フォームにインス トールされているこ とがあ り ます。 オペレーティングシ
ステム間でデフォルトのデータベースキャラ ク タセッ トが異なる場合がある
ため、 必ずすべてのデータベースインスタンス と OVPI ク ラ イアン トが共通

のキャラ ク タセッ ト を使用するよ うにします。

3 Oracle が動作しているこ とを確認します。

Windows システムの場合

a [ コン ト ロールパネル ] ウ ィ ンド ウから、 [ 管理ツール ] ウ ィンド ウ、 [
サービス ] ウ ィンド ウの順に開きます。

b Oracle サービスを探します (<db name> は OVPI データベースの名前 )。

Oracle OraHome 10 TNSListener
OracleService <db name>

[ 状態 ] は [ 開始 ] になっているはずです。

UNIX システムの場合

a コマンド行で以下を入力します。

ps -ef | grep -i oracle 

b 結果リ ス トに、 リ スナープログラムと、 その他の一連の Oracle プロセ

スが表示されるこ とを確認します。 

$oracle/home/bin/tnslsnr 
ora_xxx_<sid value>

この例では、 xxx はプロセス名、 <sid value> は Oracle システム識別子

です。 プロセスがリ ス ト内に表示されない場合、 データベースが稼動し
ていません。
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Oracle の開始と停止

Oracle の開始

Windows システムの場合

1 [ コン ト ロールパネル ] ウ ィ ンド ウから、 [ 管理ツール ] アイコンをダブルク

リ ッ ク します。 [ 管理ツール ] ウ ィ ンド ウが開きます。

2 [ サービス ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。 [ サービス ] ウ ィ ンド ウが開

きます。

3 次のサービス名を右ク リ ッ ク します。

Oracle OraHome 10 TNSListener 
OracleService <db name>

この例では、 <db name> は OVPI データベースの名前です。 これは OVPI
を実行するために最小限のサービスセッ トです。

4 シ ョート カッ ト メニューから [ 開始 ] を選択します。  

UNIX システムの場合

UNIX システムで Oracle を開始するには、 以下の手順に従います。

1 Oracle ユーザーと してログインし、 Oracle の home/bin ディ レク ト リから

以下のコマンドを入力します。

sqlplus

2 ユーザー名を入力します。

sys as sysdba

3 適切なパスワードを入力します。

4 次のコマンドを入力します。 

startup

これで、 $Oracle_SID で指定したデータベースが開始します。

システムを再起動したと きに Oracle サービスを自動的に開始するに

は、 以下の手順に従います。

1 サービス名を右ク リ ッ ク し、 [ プロパティ ] を選択します。

2 [ スタート アップの種類 ] リ ス トから [ 自動 ] を選択します。
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Oracle の停止

Windows システムの場合

1 [ コン ト ロールパネル ] ウ ィ ンド ウから、 [ 管理ツール ] をダブルク リ ッ ク しま

す。 [ 管理ツール ] ウ ィンド ウが開きます。

2 [ サービス ] をダブルク リ ッ ク します。 [ サービス ] ウ ィ ンド ウが開きます。

3 次のサービス名を右ク リ ッ ク します。

Oracle OraHome 10 TNSListener
OracleService <db name>

この例では、 <db name> は OVPI データベースの名前です。

4 シ ョート カッ ト メニューから [ 停止 ] を選択します。

UNIX システムの場合

1 Oracle ユーザーと してログインし、 Oracle の home/bin ディ レク ト リから

以下のコマンドを入力します。

sqlplus 

2 次のよ うにユーザー名を入力します。

sys as sysdba

3 適切なパスワードを入力します。

4 以下のいずれかのコマンドを入力します。 

• shutdown

ソフ ト シャ ッ ト ダウンを実行し、 実行中のすべてのタスクを正常に終了
します。

• shutdown immediate

ユーザーと タスクが現在の動作を終了した後にシステムをシャ ッ ト ダウ
ンします。

• shutdown abort

ハードシャ ッ ト ダウンを実行し、 すべてのタスクをできるだけ早く終了
します。

5 「exit」 と入力し、 sqlplus を終了します。
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Oracle のインストールのト ラブルシューテ ィング

Oracle のインス トール先ディ レク ト リにあるエラーログファ イルは、 インス

トールに失敗した原因の判断に役立ちます。 Oracle は、 システムが起動したと

き と Oracle のエラーが発生したと きに、 その都度このファイルにメ ッセージを

書き込んでいます。 

Oracle のログファ イルの詳細およびアクセス方法と使用方法については、

Oracle のインス トールガイ ドを参照して ください。 問題の原因が特定できたら、

Oracle のマニュアルで詳細な手順を確認します。

UNIX システムの場合、 このエラーログは $ORACLE_BASE/oraInventory/logs
にあ り ます。
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4 スタンドアロンサーバーへの OVPI の
インストール
OVPI インストールプログラムの起動

OVPI のインス トールプログラムには、 OVPI コンポーネン ト と リモートポー

ラーをインス トールするためのオプシ ョ ンが用意されています。 データベースを
アップグレードするには、 第 9 章 「Oracle 10g Enterprise Edition へのアップ

グレード」 を参照して ください。 OVPI およびリモートポーラーをアップグレー

ドするには、 第 10 章 「OVPI 5.30 へのアップグレード」 を参照して ください。

以下の手順に従って ください。

1 ローカルシステムにログオンします。

Windows システムの場合

管理者アカウン ト を使用してログオンします。

UNIX システムの場合

root と してログオンします。

2 OVPI インス トール DVD を DVD-ROM ド ラ イブに挿入します。 

UNIX システムの場合 
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次の表に示す指示に従って DVD をマウン ト します。  

Solaris システムの場合 

a 次のコマンドを入力して dvd_label を表示します。

ls -l /dvdrom 

b 次のコマンドを入力してディ レク ト リ を変更します。

dvd /dvdrom/dvd_label 

この例では、 dvd_label は DVD 名です。

3 インス トールプログラムを起動します。

Windows システムの場合

オペレーティング
システム コマンド

Solaris DVD を DVD-ROM ド ラ イブに挿入する と、 DVD は

自動的にマウン ト され、 ファ イルマネージャウ ィ ン
ド ウが開きます。 ウ ィ ンド ウが開かない場合は、 root
と してログインし、 次のよ うに入力します。

mkdir /dvdrom
mount -r /dev/dsk/dvd_devicename /dvdrom 

この例では、 dvd_devicename は DVD-ROM デバイ

スの名前です。

HP-UX SAM ユーティ リ ティ を使用して DVD-ROM をマウ

ン トするか、 または次のコマンドを入力します。

mkdir /dvdrom 
mount /dev/dsk/dvd_devicename /dvdrom 

この例では、 dvd_devicename は DVD-ROM デバイ

スの名前です。

Red Hat Linux DVD を DVD-ROM ド ラ イブに挿入する と、 DVD は

自動的にマウン ト され、 ファ イルマネージャウ ィ ン
ド ウが開きます。 ウ ィ ンド ウが開かない場合は、 root
と してログインし、 次のよ うに入力します。

mount -r /dev/dvdrom <mount_directory>

この例では、 mount_directory は DVD-ROM の内容

が保存されているディ レク ト リです。
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OVPI インス トール DVD を挿入します。 セッ ト アッププログラムが自

動的に起動します。 自動的に起動しない場合は、 DVD の最上位のフォ

ルダーにある setup.exe をダブルク リ ッ ク します。 [Setup Utilities] ウ ィ

ンド ウが開きます。 
    

ウ ィ ンド ウが正し く表示されない場合は、 次の手順に従って Windows
フォン トのテキス トサイズを変更します。

— [ コン ト ロールパネル ] ウ ィ ンド ウから、 [ 画面 ] アイコンをダブルク

リ ッ ク します。

— [ 設定 ] タブを選択し、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク します。

— [ 全般 ] タブを選択し、 [ フォン トサイズ ] リ ス トから [ 小さいフォン

ト ] を選択します。

UNIX システムの場合

セッ ト アッププログラムを検索し、 以下のコマンドを入力して起動しま
す。
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./setup 

[Setup Utilities] ウ ィ ンド ウが開きます。

引き続きスタンドアロン環境に OVPI をインス トールするには、 73 ページの

「次の手順」 に進みます。

分散環境に OVPI をインス トールするには、 第 5 章 「分散環境での OVPI のイ

ンス トール」 に進みます。
72 第 4 章



次の手順

スタンドアロン環境に OVPI をインス トールする場合は、 すべての OVPI コン

ポーネン ト を 1 つのシステムにインス トールします。 

OVPI のインス トール手順は Windows システムと UNIX システムでほとんど同

じです。 違いについては、 各指示に注釈と して記載されています。

リモートの Oracle データベースを使用してインス トールする と きは、 第 5 章
「分散環境での OVPI のインス トール」 の指示に従います。  

タスク  1:  OVPI インス トールプログラムの起動

1 まだ OVPI インス トールプログラムを起動していない場合は、 こ こで起動し

ます。 [ セッ ト アップ ] ウ ィ ンド ウが開きます。

OVPI のインス トールを開始する前に、 Oracle の dbconsole プロセスを停止す

る必要があ り ます。 次を実行します。

$ORACLE_HOME/bin/emctl stop dbconsole

この手順は、 インス トール中に OVPI インス トーラによって Oracle データベー

スが再起動されるため、 必要にな り ます。 dbconsole プロセスが実行されている

と、 OVPI のインス トールが失敗します。
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2 ウ ィ ンド ウの [ インス トール ] セクシ ョ ンから [OVPI 5.3.0] を選択します。

[ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開きます。
    

3 [ よ う こそ ] ウ ィンド ウを確認し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [ 使用

許諾条件 ] ウ ィンド ウが開きます。
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4 使用許諾条件に同意し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 続行するには、

使用許諾条件に同意する必要があ り ます。 [ キャンセル ] をク リ ッ クする と、

使用許諾条件に同意しないでインス トールを終了するかど うかを確認する
メ ッセージが表示されます。 [ コンポーネン トの選択 ] ウ ィンド ウが表示さ

れます。
   

タスク  2: インス トールするすべての OVPI コンポーネン トの選択

1 [ コンポーネン トの選択 ] ウ ィンド ウで、 インス トールするすべての OVPI
コンポーネン ト を選択します。 スタンドアロンでは、 すべてのコンポーネン
ト をインス トールする必要があ り ます。
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[ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [ サーバーロール ] ウ ィ ンド ウが開きま

す。
    

タスク  3: データベースシステムの役割の選択

[ サーバーロール ] ウ ィンド ウで、 [ スタンドアロンサーバー ] を選択します。

後で役割を変更する場合は、 OVPI 管理コンソールのシステム / ネッ ト ワークの

管理アプリ ケーシ ョ ンを使用します。 詳細は、 『HP OpenView Performance 
Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。
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タスク  4: OVPI ソフ トウェアのインス トール先ディ レク ト リの指定

[ インス トール先フォルダ ] ウ ィンド ウが開きます。
    

[ インス トール先フォルダ ] ウ ィンド ウで、 OVPI ソフ ト ウェアのインス トール

先ディ レク ト リ を指定します。 インス トール先ディ レク ト リは、 NFS マウン ト

ディ レク ト リ 、 UNIX ソフ ト リ ンク、 UNIX ハード リ ンク ド ラ イブ、 Windows
マップド ラ イブのいずれでも構いません。

1 デフォルトのインス トール先ディ レク ト リのままにするか、 別のディ レク ト
リ を指定します。 パス名には、 スペースを入れるこ とはできません。

— インス トール先ディ レク ト リが存在しない場合は、 インス トールプログ
ラムによって作成されます。 

— インス トール先ディ レク ト リがすでに存在していて、 データが入ってい
る場合は、 そのディ レク ト リが空でないこ とを警告する メ ッセージが表
示されます。 

— インス トールプログラムがアクセスできないファイルシステム上のイン
ス トール先ディ レク ト リ を指定した場合は、 警告メ ッセージが表示され
ます。 有効なディ レク ト リ を指定するまで、 インス トールは続行できま
せん。 
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2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [ データベースの選択 ] ウ ィ ンド ウが開

きます。 
   

タスク  5: OVPI データベースインスタンスの作成先となる RDBMS の選択

[ データベースの選択 ] ウ ィ ンド ウで、 OVPI データベースインスタンスの作成

先となるデータベースを確認し、 新しい表領域を作成するのか、 既存の表領域に
インス トールするのかを指定します。

1 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

• [ 新規表領域を Oracle 上に作成します ] 

52 ページの 「表領域のサイズ設定のガイ ド ラ イン」 で説明されている

データベースユーザーアカウン ト (dsi_dpipe) と表領域を作成していな

い場合はこのオプシ ョ ンを選択します。 dsi_dpipe ユーザーと以下の表

領域が存在していないこ とを確認して ください。

— dpipe_default_seg

— dpipe_property_ind_seg
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— dpipe_property_seg

— dpipe_upload_ind_seg

— dpipe_upload_seg

— dpipe_rate_ind_seg

— dpipe_rate_seg

— dpipe_summary_ind_seg

— dpipe_summary_seg

— dpipe_overflow_seg

— dpipe_archive_ind_seg

— dpipe_archive_seg

— dpipe_event_ind_seg

— dpipe_event_seg

• [Oracle 上の既存の表領域を使用します ] 

以下の条件のいずれかに当てはまる場合は、 このオプシ ョ ンを選択しま
す。

— OVPI をインス トールしているシステムで、 Oracle Client を使って

リモート Oracle データベースにアクセスする。

— 52 ページの 「表領域のサイズ設定のガイ ド ラ イン」 の説明に従って

OVPI データベースユーザーアカウン ト (dsi_dpipe) と前記の表領域

を作成し、 54 ページの 「表領域の作成」 の説明に従って Oracle の

推奨パラ メータを調整している。

どのオプシ ョ ンを使用すべきか不明な場合は、 [ 新規表領域を Oracle
上に作成します ] を選択して ください。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

タスク  6:  データベースの場所の確定と接続

[Oracle 管理者ユーザーを使用した Oracle 参照 ] ウ ィ ンド ウで、 Oracle データ

ベースの場所を確定してデータベースに接続します。

1 次のパラ メータをデフォルト値のままにするか、 新しい値を入力します。
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• [Oracle インスタンス ID (SID)]: Oracle データベースのインスタンス

名を入力します。

Oracle 環境変数 ORACLE_SID が設定されている場合にのみデフォル

ト値が表示されます。 複数のデータベースインスタンスが実行されてい
る場合があるため、 表示された SID が正しいこ とを確認して ください。

• [Oracle TCP/IP ポート番号 ]: Oracle TCP/IP ポート番号を入力しま

す。 デフォルト値は 1521 です。

• [DBA 権限を持つ Oracle ユーザー ]: デフォルトは sys です。 これは変

更しないでください。

• [Oracle ユーザーパスワード ]: Oracle RDBMS のインス トール時に作

成した sys アカウン トのパスワードを入力します。

• [Oracle ホームディ レク ト リ ]: Oracle のインス トール先ディ レク ト リ

を指定します。 インス トールプログラムが Oracle のホームディ レク ト

リの場所を確定できる場合は、 それがデフォルト値と して表示されま
す。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [Oracle ユーザーと表領域の作成 ] ウ ィ

ンド ウが開きます。
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タスク  7: Oracle ユーザーアカウン ト と新しい表領域の作成 
   

[ データベースサイズ ] および [ データファ イル (.dbf) フォルダ ] パラ メータの値

を変更する前に、 [ 詳細 ] ボタンをク リ ッ ク してデータベースセグメン トのデー

タファ イルを変更するかど うかを決めて ください。 [ データベースサイズ ] およ

び [ データファ イル (.dbf) フォルダ ] の設定によって、 [OVPI 詳細設定 ] ウ ィン

ド ウを使用して行った設定が上書きされます。

1 次のパラ メータをデフォルト値のままにするか、 新しい値を入力します。

• [ データベースサイズ ]: データベースのサイズを入力します。 デフォル

トのサイズは 1024MB です。 最小サイズは 500MB です。 表領域は適切

に領域を分散して作成されます。

• [ データファ イル (.dbf) フォルダ ]: データベースファイル (.dbf) を作成

するディ レク ト リ を入力します。

• [ パスワード ]: OVPI データベースユーザーアカウン ト (dsi_dpipe) のパ

スワードを入力します。

パスワードはアルファベッ トで始ま り、 1 文字以上 30 文字以内の長さ

でなければなり ません。 有効な文字は、 すべての英数字とアンダースコ
ア (_) です。 このパスワードは大文字と小文字を区別しません。

• [ パスワードの確認 ]: パスワードを再入力します。

表領域は autoextend を on にして作成されているため、 表領域に現在十分な空

き領域がない場合、 データの増加に合わせてデータファ イルが自動的に拡張さ
れます。 物理ファ イルシステムが 100% を超えないよ うにシステムを監視して

ください。
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タスク  8: ( 省略可能 ) 特定の Oracle 設定パラメータの変更

[Oracle パラ メータの変更選択 ] ウ ィンド ウには、 Oracle の設定を変更する 3 つ

のオプシ ョ ンが表示されます。 
    

• OVPI の推奨設定に合わせてパラ メータを変更できます。

• カスタム設定でパラ メータを変更できます。 55 ページの手順 2 の表に、 値

を決定するための推奨事項が記載されています。

— [SGA_MAX_SIZE]: Oracle データベースが使用する メモ リーの最大量

を指定します。 このメモ リーは共有メモ リーで、 すべての Oracle サー

バープロセスによって使用されます。

— [PGA_AGGREGATE_TARGET (M)]: インスタンスに関連付けられて

いるすべてのサーバープロセスが使用できる、 ターゲッ ト集合 PGA メ

モ リーを指定します。 デフォルト値は 200M です。

— [DB_FILE_MULTIBLOCK_READ_COUNT]: 順次スキャン時に 1 回

の I/O 操作で読み取られる最大ブロ ッ ク数を指定し、 テーブルスキャン

時の I/O を最小限に抑えます。
82 第 4 章



— [WORKAREA_SIZE_POLICY]: 作業領域のサイズ設定のためのポ リ

シーを指定し、 作業領域をチューニングするモードを制御します。 デ
フォルト値は AUTO です。 この値に MANUAL を指定しないこ とをお

勧めします。

— [DB_16K_CACHE_SIZE]: 一次ブロ ッ クサイズを持つバッファのデ

フォルトバッファプールのサイズを指定します。 デフォルト値は TRUE
です。 FALSE に指定しないこ とをお勧めします。

— [DB_32K_CACHE_SIZE]: 32K バッファのキャ ッシュのサイズを指定

します。 

設定のカスタマイズを選択する と、 以下のウ ィンド ウが表示されます。 
    

a 必要な値を入力します ( 図に示されている値は例です )。
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b [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 入力した値は [OVPI 詳細設定 ] ウ ィンド ウに

以下のとおり自動的に表示されます。 
    

• Oracle パラ メータを変更しないこ と も可能です。

2 オプシ ョ ンを選択して、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

3 ( 省略可能 ) 必要に応じて [ 詳細 ] をク リ ッ ク し、 [OVPI 詳細設定 ] ウ ィンド

ウを開きます。 このウ ィンド ウを使用して、 表領域を構成するデータファ イ
ルの追加、 変更、 または削除を行います。 
   

[OVPI 詳細設定 ] ウ ィンド ウを使用してデータベースセグメン ト を

変更した後は、 [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウ ィ ンド ウの

[ データベースのサイズ ] および [ データファ イル (.dbf) フォルダー ]
オプシ ョ ンの値は変更しないでください。 これらのオプシ ョ ンの値
を変更する と、 リセッ トするこ とはできません。 [OVPI 詳細設定 ]
ダイアログボッ クスで行った変更が上書きされてしまいます。 これ
らのオプシ ョ ンを リセッ トするには、 インス トールプログラムを
キャンセルして初めからやり直すこ とにな り ます。
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a 値を入力して [ 詳細 ] をク リ ッ ク します。 
    

表領域のサイズ設定ガイ ド ラ インについては、 第 3 章 「Oracle 10g 
Enterprise Edition のインス トール」 を参照して ください。

4 変更する表領域に関連するタブを選択します。 表領域のタブは以下のとおり
です。 

• [ デフォルト ]: dpipe_default_seg 表領域

• [ プロパティ ]: dpipe_property_seg および dpipe_property_ind_seg 表

領域

• [ アップロード ]: dpipe_upload_seg および dpipe_upload_ind_seg 表領

域

• [ レート ]: dpipe_rate_seg および dpipe_rate_ind_seg 表領域

• [ 概要 ]: dpipe_summary_seg および dpipe_summary_ind_seg 表領域

• [ オーバーフロー ]: dpipe_overflow_seg 表領域

• [ アーカイブ ]: dpipe_archive_seg 表領域

• [ イベン ト ]: dpipe_event_seg 表領域
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5 表領域パラ メータをデフォルト値のままにするか、 新しい値を入力します。
それぞれの場合のパラ メータは次のとおりです。

• [AUTOEXTEND のサイズ ]: 拡張するサイズを MB 単位で指定します。

拡張するサイズに 0 を指定する と、 Oracle の自動拡張機能は無効になり

ます。

• [ データファ イル ] ( ファ イル名および MB 単位でのサイズ ): 各表領域に

対して少なく と も 1 つのデータファ イルを作成する必要があ り ます。 論

理名と説明を使用し、 オペレーティングシステムの最大値を適用しま
す。

— データファ イルを追加するには、 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。 [ デー

タファ イル ] ウ ィ ンド ウが開きます。 このウ ィンド ウでデータファ

イル名とそのデータファ イルのサイズを入力し、 [OK] をク リ ッ ク し

ます。

— データファ イルを変更するには、 データファ イルを選択して [ 変更 ]
をク リ ッ ク します。 [ データファ イル ] ウ ィンド ウが開きます。 この

ウ ィンド ウでデータファ イル名とそのデータファ イルのサイズのい
ずれかまたは両方を変更し、 [OK] をク リ ッ ク します。

— データファ イルを削除するには、 データファ イルを選択して [ 削除 ]
をク リ ッ ク します。
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— [OK] をク リ ッ ク します。 次の画面が表示されます。 
    

6 [OK] をク リ ッ ク して、 [Oracle ユーザーと表領域の作成 ] ウ ィンド ウに戻り

ます。

タスク  9: データベースの場所の確定と接続

[ データベース管理者ユーザーを使用した Oracle 参照 ] ウ ィンド ウで、 Oracle
データベースの場所を確定してデータベースに接続します。

1 次のパラ メータをデフォルト値のままにするか、 新しい値を入力します。

• [Oracle インスタンス ID (SID)]: Oracle データベースのインスタンス

名を入力します。 

Oracle 環境変数 ORACLE_SID が設定されている場合にのみデフォル

ト値が表示されます。 複数のデータベースインスタンスが実行されてい
る場合があるため、 表示された SID が正しいこ とを確認して ください。 

• [Oracle TCP/IP ポート番号 ]: Oracle TCP/IP ポート番号を入力しま

す。 デフォルト値は 1521 です。

• [DBA 権限を持つ Oracle ユーザー ]: デフォルトは sys です。 これは変

更しないでください。 
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• [Oracle ユーザーパスワード ]: Oracle RDBMS のインス トール時に作

成した sys アカウン トのパスワードを入力します。

• [Oracle ホームディ レク ト リ ]: Oracle のインス トール先ディ レク ト リ

を指定します。 インス トールプログラムが Oracle のホームディ レク ト

リの場所を確定できる場合は、 それがデフォルト値と して表示されま
す。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ]
ウ ィ ンド ウが開きます。

タスク  10:  ポーリングの収集の設定

[ パフォーマンスマネージャの設定 ] ウ ィ ンド ウで、 収集したデータをデータ

ベースに格納する前に保存しておくキャ ッシュディ レク ト リ を確認します。 これ
によ り、 データベースが短時間シャ ッ ト ダウンされたと きのデータ損失を防止で
きます。 
    

1 デフォルトのディ レク ト リのままにするか、 ポーリ ングデータをキャ ッシュ
するために使用する完全修飾パスを入力します。
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収集が正常に動作するには、 キャ ッシュディ レク ト リがあるディ スクパー
ティシ ョ ンの 5% の空き領域に加えて、 さ らに 512MB の空き領域が必要で

す。 たとえば、 ディ スクパーティシ ョ ンが 10GB の場合は、 1GB の空き領

域が必要です。

2 必要に応じて、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク して [OVPI 詳細設定 ] ウ ィンド ウを開き、

ログファ イルのディ レク ト リ を指定するこ とができます。
    

a デフォルトのパスのままにする と、 OVPI をインス トールしたディ レク

ト リの下にログディ レク ト リ ( 指定するディ レク ト リにかかわらずこ こ

でログファ イルが管理される ) が作成されます。 このディ レク ト リ を変

更するには、 ログファ イルを格納するディ レク ト リのパスを入力しま
す。 

b [OK] をク リ ッ ク して変更を適用し、 [ パフォーマンスマネージャの設定 ]
ウ ィ ンド ウに戻り ます。 

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。
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タスク  11: オペレーティングシステムのアカウン トの作成または変更

[ パフォーマンスマネージャ用のオペレーティングシステムユーザー ] ウ ィ ンド

ウで、 trendadm とい う名称のオペレーティングシステムアカウン トおよびグ

ループを確認します。 この trendadm は、 OVPI が稼動する環境を保存する と き

に使用します。
   

  

オペレーティングシステムのアカウン ト とグループを作成するには、 以下の手順
に従います。

1 次の値を入力し、 trendadm アカウン トのパスワードを作成します。

UNIX の場合のみ : この trendadm アカウン トはオペレーティングシステムに

ログオンするために使用するもので、 後で作成する Web アクセスサーバーアプ

リ ケーシ ョ ンのログオンに使用する trendadm アカウン ト と混同しないよ うに

して ください。 オペレーティングシステムおよびグループアカウン トがすでに
存在するかど うかによって、 ウ ィンド ウで別の情報が要求されます。
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a [ パスワード ]: パスワードの長さは 1 文字以上であれば、 何文字でも構

いません。 また、 すべての文字を使用できます。 パスワードの作成に関
する会社のポ リシーに準拠するこ とをお勧めします。

b [ パスワードの確認 ]: パスワードを再入力します。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

オペレーティングシステムアカウン トのユーザー環境を変更するには、 以下の手
順に従います。

1 以下のいずれかをク リ ッ ク します。

• [ ユーザー環境を変更する ]: このパラ メータは、 trendadm アカウン ト

の .profile または .cshrc を OVPI 環境変数 (COLLECT_HOME、

DPIPE_HOME、 DPIPE_TMP、 および TREND_LOG) で更新します。 

• [ ユーザー環境を変更しない ]: このパラ メータは、 アカウン トの .profile
または .cshrc を OVPI 環境変数で更新しません。 このオプシ ョ ンを選択

した場合は、 後から OVPI 環境変数を手作業で追加する必要があ り ま

す。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。
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タスク  12: Web アクセスサーバーの管理者とポートの指定

[Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィンド ウで、 Web アクセスサーバーがリ スン

する HTTP ポートのほかに、 Web アクセスサーバー用の OVPI 管理者アカウン

ト を作成します。 
    

1 以下のパラ メータの値を入力します。 

• [ ユーザー名 ]: Web アクセスサーバー管理者のデフォルトのユーザー名

をそのまま使用するか、 新しい名前を入力します。 このアカウン トは
Web アクセスサーバーへのログオンに使用します。  

ユーザー名とパスワードで使用できる最小および最大文字列長や文字に
制限はあ り ません。 ユーザー名およびパスワードの作成に関する会社の
ポ リシーに準拠するこ とをお勧めします。

UNIX の場合のみ : このアカウン トは OVPI の実行環境を保存する

ために使用するもので、 オペレーティングシステムへのログオンに
使用する trendadm アカウン ト と混同しないよ うにして ください。
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• [ パスワード ]: Web アクセスサーバー管理者アカウン トのパスワードを

入力します。

Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンを使用して、 OVPI のインス

トール後にパスワード規則を変更するこ とができます。 詳細は、 『HP 
OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

• [ パスワードの確認 ]: パスワードを再入力します。

• [HTTP ポート ]: Web アクセスサーバーのデフォルトのポート (80) をそ

のまま使用するか、 新しいポート番号を入力します。 開いているポート
ならどのポートでも使用できます。

2 必要に応じて、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク して [ 詳細設定 ] ダイアログボッ クスを開

き、 以下のタブを選択します。

[ ディ レク ト リ ]: すべての配布レポート を保存するレポートディ レク ト リの

場所を変更します。 レポートディ レク ト リの場所を変更するには、 以下の手
順に従います。

a デフォルトのディ レク ト リのままにするか、 新しいディ レク ト リ を指定
します。

b [ 適用 ] をク リ ッ ク します。 

c [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィ ンド ウに戻り

ます。

[OVPI ユーザー ]: OVPI ク ラ イアン トへのログオンに使用するユーザーア

カウン トの作成と変更を行います。 通常のユーザーアカウン ト または管理者
アカウン ト を作成できます。 通常のユーザーアカウン トで OVPI ク ライアン

トにアクセスできます。 管理者アカウン トは、 Web アクセスサーバーの管

理機能 ([ 管理 ] リ ンク ) にアクセスできます。 詳細は、 『HP OpenView 
Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。 

ユーザーアカウン ト を追加または変更するには、 以下の手順に従います。

a [ ユーザーの追加 ] をク リ ッ ク します。 デフォルトのユーザー名

(new-user)、 パスワード (new-user)、 役割 (user) が、 作成したユーザー

アカウン ト と と もに表示されます。 

b 名前またはパスワードをダブルク リ ッ ク して値を削除し、 新しい値を入
力します。 役割と して [ ユーザー ] または [ 管理者 ] を選択します。

c [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

ユーザーアカウン ト を削除するには、 以下の手順に従います。
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a ユーザー名を選択して [ ユーザーの削除 ] をク リ ッ ク します。 

b [ 適用 ] をク リ ッ ク し、 [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設

定 ] ウ ィンド ウに戻り ます。

OVPI のインス トール後に、 Web アクセスサーバーを使用してユーザーアカ

ウン ト を作成、 変更または削除するこ と もできます。 詳細は、 『HP 
OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

[SSL の設定 ]: SSL 通信を有効にする と、 Web アクセスサーバーとサポー

ト されている Web ブラウザ、 レポート ビューア、 レポート ビルダおよび管

理コンソール間の安全な通信を実現できます。 SSL を有効にするには、 自己

署名証明書を作成します。 この証明書によ り SSL を有効にできますが、 こ

の自己署名証明書の有効期限は 90 日間です。 90 日間の期限が切れる前に、

この証明書を認証機関に送って署名入りデジタル証明書を受け取るか、 別の
自己署名証明書を作成する必要があ り ます。 署名入りデジタル証明書を受け
取ったら、 Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンを使用してインポート

する必要があ り ます。 また、 Web アクセスサーバーを使用して、 OVPI のイ

ンス トール後に SSL の設定を変更するこ と もできます。 詳細は、 『HP 
OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

SSL 通信を有効にして自己署名証明書を作成するには、 [SSL を有効にする ]
チェッ クボッ クスをク リ ッ ク してオンにします。

このオプシ ョ ンを選択しても、 標準の HTTP リ スナーは無効にはなり ませ

ん。 これで、 安全な SSL ポート と安全の確保されていない HTTP ポートが

両方と も有効になり ます。

a [SSL ポート ]: デフォルト値のままにするか、 新しい値を指定します。

b [ キース ト アパスワード ]: 6 文字以上のパスワードを入力します。 パス

ワードは記録して安全な場所に保管してください。 これは署名入り証明
書を作成する と きに必要にな り ます。 自己署名証明書を作成する と、 証
明書リポジ ト リに保存されます。 このパスワードによ り、 Web アクセス

サーバーは証明書リポジ ト リにアクセスできます。

残りのフ ィールドは、 証明書署名機関によって検証および署名される必要の
ある、 SSL キーを生成するのに必要な情報を要求します。 この情報は、 証明

書の有効性を確認するために、 証明書のチェッ ク担当者が使用します。

a [ 組織 ] ( 省略可 ): 自分が所属する組織名を入力します ( 「ABC システム

株式会社」 など )。
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b [ 組織単位 ] ( 省略可 ): 部または課の名前を入力します ( 「Northeast 
Sales」 など )。 

c [ 市町村 ] ( 省略可 ): 所在地の市町村名を入力します ( 「新宿区」 など )。

d [ 州 / 都道府県 ] ( 省略可 ): 都道府県名を入力します ( 「東京」 など )。

e [ 国 ] ( 必須 ): [ 国 ] ボッ クスに 2 文字の国コードを入力します ( 「JP」
など )。

3 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

4 [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィ ンド ウに戻り ま

す。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。 
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タスク  13: インス トール情報の確認

1 必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。

変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ウ ィ ンド ウまで戻り ま

す。

2 [ インストール ] をク リ ッ ク して続行します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ

ンド ウが開きます。

タスク  14: インス トールの終了

[ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウでインス トールの進捗状況を確認できま

す。 インス トールプロセスが完了する と、 インス トールが成功したかど うかを示
す情報が表示されます。

 OVPI のインス トールが正常終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

• UNIX システムの場合 : インス トールは終了です。

• Windows システムの場合 : システムを再起動し、 インス トールを完了しま

す。

OVPI のインス トールが失敗した場合は、 次の手順を実行します。

1 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウの一番下にある [ 詳細 ] をク リ ッ ク し、

詳細情報を確認します。

2 サポートに問い合わせます (4 ページの 「サポート 」 を参照して ください )。

レポートパッ クやデータパイプをインス トールするには、 『HP OpenView 
Performance Insight 管理ガイ ド』 の手順を参照して ください。
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5 分散環境での OVPI のインストール
OVPI インストールプログラムの起動

OVPI のインス トールプログラムには、 OVPI コンポーネン ト と リモートポー

ラーをインス トールするためのオプシ ョ ンが用意されています。 OVPI のアップ

グレード前に実行する必要のあるデータベースのアップグレードを行うには、第 
9 章 「Oracle 10g Enterprise Edition へのアップグレード」 を参照して くださ

い。 OVPI およびリモートポーラーをアップグレードするには、第 10 章 「OVPI 
5.30 へのアップグレード」 を参照して ください。

以下の手順に従って ください。

1 ローカルシステムにログオンします。

Windows システムの場合

管理者アカウン ト を使用してログオンします。

UNIX システムの場合

root と してログオンします。

2 OVPI インス トール DVD を DVD-ROM ド ラ イブに挿入します。

UNIX システムの場合
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次の表に示す指示に従って DVD をマウン ト します。  

Solaris システムの場合

a 次のコマンドを入力して dvd_label を表示します。

ls -l /dvdrom 

b 次のコマンドを入力してディ レク ト リ を変更します。

cd /dvdrom/dvd_label 

この例では、 dvd_label は DVD 名です。

3 次の手順でインス トールプログラムを起動します。

Windows システムの場合

オペレーティング
システム コマンド

Solaris DVD を DVD-ROM ド ラ イブに挿入する と、 DVD は

自動的にマウン ト され、 ファ イルマネージャウ ィ ン
ド ウが開きます。 ウ ィ ンド ウが開かない場合は、 root
と してログインし、 次のよ うに入力します。

mkdir /dvdrom
mount -r /dev/dsk/dvd_devicename /dvdrom 

この例では、 dvd_devicename は DVD-ROM デバイ

スの名前です。

HP-UX SAM ユーティ リ ティ を使用して DVD-ROM をマウ

ン トするか、 または次のコマンドを入力します。

mkdir /dvdrom 
mount /dev/dsk/dvd_devicename /dvdrom 

この例では、 dvd_devicename は DVD-ROM デバイ

スの名前です。

Red Hat Linux DVD を DVD-ROM ド ラ イブに挿入する と、 DVD は

自動的にマウン ト され、 ファ イルマネージャウ ィ ン
ド ウが開きます。 ウ ィ ンド ウが開かない場合は、 root
と してログインし、 次のよ うに入力します。

mount -r /dev/dvdrom <mount_directory>

この例では、 mount_directory は DVD-ROM の内容

が保存されているディ レク ト リです。
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OVPI インス トール DVD を挿入します。 セッ ト アッププログラムが自

動的に起動します。 自動的に起動しない場合は、 DVD の最上位のフォ

ルダーにある setup.exe をダブルク リ ッ ク します。

[Setup Utilities] ウ ィ ンド ウが開きます。   

ウ ィ ンド ウが正し く表示されない場合は、 次の手順に従って Windows フォ

ン トのテキス トサイズを変更します。

a [ コン ト ロールパネル ] ウ ィ ンド ウから、 [ 画面 ] アイコンをダブルク

リ ッ ク します。

b [ 設定 ] タブを選択し、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク します。

c [ 全般 ] タブを選択し、 [ フォン トサイズ ] リ ス トから [ 小さいフォン ト ]
を選択します。

UNIX システムの場合

セッ ト アッププログラムを検索し、 以下のコマンドを入力して起動しま
す。

./setup 
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次の手順

分散型構成に OVPI をインス トールするには、 さまざまな方法があ り ます。 こ

の手順では、 第 1 章 「OVPI のインス トールについて」 で説明した複雑で典型的

な分散型構成に、 OVPI コンポーネン ト を個別にインス トールする方法について

説明します。

分散環境へのインス トールの順番は次のとおりです。

• まず中央データベースサーバーに OVPI データベーススキーマおよび OVPI
パフォーマンスマネージャをインス トールします。

Web アクセスサーバーをインス トールします。 複数の Web アクセスサー

バーがある場合は、 それぞれについてインス トール手順を繰り返して くださ
い。

中央データベースサーバーにレポートパッ クをインス トールします。 中央
サーバーがポーリ ングしていない場合は、 中央データベースサーバーには
データパイプをインス トールしないでください。 次に、 レポート を各 Web
アクセスサーバーに配布します。 この作業は、 インス トールが完了するまで
延期できます。

• 各サテライ トデータベースサーバーに OVPI データベーススキーマおよび

OVPI パフォーマンスマネージャをインス トールします。

この時点で、 サテライ トデータベースサーバーでネッ ト ワークを検出するこ
とができます。

• 各サテライ トデータベースサーバーにレポートパッ クおよびデータパイプを
インス トールします。

• リモートポーラーコンポーネン ト を各リモートポーリ ングシステムにインス
トールします。 複数のリモートポーリ ングシステムがある場合は、 それぞれ
についてインス トール手順を繰り返して ください。

この時点で、 各サテライ トデータベースサーバーのタイプ検出、 分散環境に
おける運用のためのレポートパッ クの設定、 およびリモートポーリ ングシス
テムのポーリ ングポ リシーの設定を実行できます。 この作業は、 インス トー
ルが完了するまで延期できます。

• OVPI ク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを、 Web アクセスサーバーにアクセス

する各ワークステーシ ョ ンにインス トールします。

リモート Oracle データベースを使用する場合は、 開始する前に 60 ページの

「リモート Oracle データベースの設定」 を参照して ください。  
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OVPI のインス トールを開始する前に、 Oracle の dbconsole プロセスを停止す

る必要があ り ます。 次を実行します。

$ORACLE_HOME/bin/emctl stop dbconsole

この手順は、 インス トール中に OVPI インス トーラによって Oracle データベー

スが再起動されるため、 必要にな り ます。 dbconsole プロセスが実行されている

と、 OVPI のインス トールが失敗します。
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中央サーバーへの OVPI のインストール

分散環境では、 最初に中央サーバーに OVPI をインス トールする必要があ り ま

す。 その後、 サテライ トサーバーをインス トールし、 中央サーバーにサテライ ト
サーバーを登録します。 中央サーバーに OVPI をインス トールするには、 第 4 
章 「スタンドアロンサーバーへの OVPI のインス トール」 の手順に従います。

76 ページのタスク 3 の手順で、 [ スタンドアロンサーバー ] の代わりに [ セン ト

ラルサーバー ] オプシ ョ ンを選択します。

サテライ トサーバーへの OVPI のインストール

この項では、 サテライ トサーバーのデータベースサーバーに、 OVPI データベー

ススキーマおよび OVPI パフォーマンスマネージャをインス トールする手順に

ついて説明します。 リモートデータベースを使用しているのでなければ、 この両
方のコンポーネン ト を同じシステムにインス トールする必要があ り ます。

手順の大部分は、 スタンドアロンシステムへの OVPI データベーススキーマお

よび OVPI パフォーマンスマネージャのインス トールと同じです。

タスク  1: OVPI インストールプログラムの起動

1 まだ OVPI インス トールプログラムを起動していない場合は、 こ こで起動し

ます。
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2 [ セッ ト アップユーティ リ ティ ] ウ ィ ンド ウが開きます。 ウ ィ ンド ウの [ イン

ス トール ] セクシ ョ ンから [OVPI 5.3.0] を選択します。 [ よ う こそ ] ウ ィンド

ウが開きます。 
   

3 [ よ う こそ ] ウ ィンド ウを確認し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [ 使用

許諾条件 ] ウ ィンド ウが開きます。

4 使用許諾条件に同意し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 続行するには、

使用許諾条件に同意する必要があ り ます。 [ キャンセル ] をク リ ッ クする と、

使用許諾条件に同意しないでインス トールを終了するかど うかを確認する
メ ッセージが表示されます。
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タスク  2: インス トールする OVPI コンポーネン トの選択

[ コンポーネン トの選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。
     

1 ウ ィ ンド ウの [ インス トール ] セクシ ョ ンで、 [OVPI データベーススキーマ ] お
よび [ パフォーマンスマネージャ ] をク リ ッ ク して選択します。 他のチェッ ク

ボッ クスはオフにします。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 
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タスク  3: データベースシステムの役割の選択

[ サーバーロール ] ウ ィンド ウが開きます。 
    

[ サテライ トサーバー ] を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

後で役割を変更する場合は、 OVPI 管理コンソールのシステム / ネッ ト ワークの

管理アプリ ケーシ ョ ンを使用します。 詳細は、 『HP OpenView Performance 
Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

タスク  4: サテライ トサーバーのホスト名とポート番号の指定

サテライ トサーバーには、 登録先の中央サーバーのホス ト名およびポート番号
( デフォルト値は 80) を指定するためのオプシ ョ ンがあ り ます。 これは、

systems.xml ファ イルに格納されている情報を同期させるために必要です。 安全

な通信を実現するために、 SSL を有効にできます。 インス トールプロセスが終

了する と、 登録も完了します。
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[ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [ セン ト ラルサーバー登録 ] ウ ィンド ウが開

きます。 
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タスク  5: OVPI ソフ トウェアのインス トール先ディ レク ト リの指定

[ インス トール先フォルダ ] ウ ィンド ウで、 OVPI ソフ ト ウェアのインス トール

先ディ レク ト リ を指定します。 インス トール先ディ レク ト リは、 NFS マウン ト

ディ レク ト リ 、 UNIX ソフ ト リ ンク、 UNIX ハード リ ンク ド ラ イブ、 Windows
マップド ラ イブのいずれでも構いません。 
    

1 デフォルトのインス トール先ディ レク ト リのままにするか、 別のディ レク ト
リ を指定します。 パス名には、 スペースを入れるこ とはできません。

• インス トール先ディ レク ト リが存在しない場合は、 インス トールプログ
ラムによって作成されます。 

• インス トール先ディ レク ト リがすでに存在していて、 データが入ってい
る場合は、 そのディ レク ト リが空でないこ とを警告する メ ッセージが表
示されます。 

• インス トールプログラムがアクセスできないファイルシステム上のイン
ス トール先ディ レク ト リ を指定した場合は、 警告メ ッセージが表示され
ます。 有効なディ レク ト リ を指定するまで、 インス トールは続行できま
せん。 
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2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [ データベースの選択 ] ウ ィ ンド ウが開

きます。 
    

タスク  6: OVPI データベースインスタンスの作成先となる RDBMS の選択

[ データベースの選択 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 このウ ィンド ウで、 OVPI デー

タベースインスタンスの作成先となるデータベースを確認し、 新しい表領域を作
成するのか、 既存の表領域にインス トールするのかを指定します。

1 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

• [ 新規表領域を Oracle 上に作成します ]

52 ページの 「表領域のサイズ設定のガイ ド ラ イン」 で説明されている

データベースユーザーアカウン ト (dsi_dpipe) と表領域をまだ作成して

いない場合はこのオプシ ョ ンを選択します。 そのため、 dsi_dpipe ユー

ザーと以下の表領域が存在していないこ とを確認して ください。 

— dpipe_default_seg

— dpipe_property_ind_seg

— dpipe_property_seg
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— dpipe_upload_ind_seg

— dpipe_upload_seg

— dpipe_rate_ind_seg

— dpipe_rate_seg

— dpipe_summary_ind_seg

— dpipe_summary_seg

— dpipe_overflow_seg

— dpipe_archive_ind_seg

— dpipe_archive_seg

— dpipe_event_ind_seg

— dpipe_event_seg

• [Oracle 上の既存の表領域を使用します ]

以下の条件のいずれかに当てはまる場合は、 このオプシ ョ ンを選択しま
す。

— OVPI をインス トールしているシステムで、 Oracle Client を使用し

て リモート Oracle データベースにアクセスする。 

— 52 ページの 「表領域のサイズ設定のガイ ド ラ イン」 の説明に従って

OVPI データベースユーザーアカウン ト (dsi_dpipe) と前記の表領域

をすでに作成し、 54 ページの 「表領域の作成」 の説明に従って

Oracle の推奨パラ メータを調整している。 

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

• [ 新規表領域を Oracle 上に作成します ] をク リ ッ ク した場合は、 タスク 7
に進みます。

• [Oracle 上の既存の表領域を使用します ] をク リ ッ ク した場合は、 118 ペー

ジのタスク 10 に進みます。

どのオプシ ョ ンを選択すべきか不明な場合は、 [ 新規表領域を Oracle
上に作成します ] を選択して ください。
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タスク  7: データベースの場所の確定と接続

[ データベース管理者ユーザーを使用した Oracle 参照 ] ウ ィンド ウで、 Oracle
データベースの場所を確定してデータベースに接続します。

1 次のパラ メータをデフォルト値のままにするか、 新しい値を入力します。

• [Oracle インスタンス ID (SID)]: Oracle データベースのインスタンス

名を入力します。 

Oracle 環境変数 ORACLE_SID が設定されている場合にのみデフォル

ト値が表示されます。 複数のデータベースインスタンスが実行されてい
る場合があるため、 表示された SID が正しいこ とを確認して ください。 

• [Oracle TCP/IP ポート番号 ]: Oracle TCP/IP ポート番号を入力しま

す。 デフォルト値は 1521 です。

• [DBA 権限を持つ Oracle ユーザー ]: デフォルトは sys です。 これは変

更しないでください。 

• [Oracle ユーザーパスワード ]: Oracle RDBMS のインス トール時に作

成した sys アカウン トのパスワードを入力します。 

• [Oracle ホームディ レク ト リ ]: Oracle のインス トール先ディ レク ト リ

を指定します。 インス トールプログラムが Oracle のホームディ レク ト

リの場所を確定できる場合は、 それがデフォルト値と して表示されま
す。
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2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [Oracle ユーザーと表領域の作成 ] ウ ィ

ンド ウが開きます。 
      

タスク  8: Oracle ユーザーアカウン ト と新しい表領域の作成

   

[ データベースサイズ ] および [ データファ イル (.dbf) フォルダ ] パラ メータの値

を変更する前に、 [ 詳細 ] ボタンをク リ ッ ク してデータベースセグメン トのデー

タファ イルを変更するかどう かを決めてく ださい。 [ データベースサイズ ] およ

び [ データファ イル (.dbf) フォルダ ] の設定によって、 [OVPI 詳細設定 ] ウ ィン

ド ウを使用して行った設定が上書きされます。

1 次のパラ メータをデフォルト値のままにするか、 新しい値を入力します。

表領域は autoextend を on にして作成されているため、 表領域に現在十分な空

き領域がない場合、 データの増加に合わせてデータファ イルが自動的に拡張さ
れます。 物理ファ イルシステムが 100% を超えないよ うにシステムを監視して

ください。 
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• [ データベースサイズ ]: データベースのサイズを入力します。 デフォル

トのサイズは 1024MB です。 最小サイズは 500MB です。 表領域は適切

に領域を分散して作成されます。

• [ データファ イル (.dbf) フォルダ ]: データベースファイル (.dbf) を作成

するディ レク ト リ を入力します。

• [ パスワード ]: OVPI データベースユーザーアカウン ト (dsi_dpipe) のパ

スワードを入力します。 

パスワードはアルファベッ トで始ま り、 1 文字以上 30 文字以内の長さ

でなければなり ません。 有効な文字は、 すべての英数字とアンダースコ
ア (_) です。 このパスワードは大文字と小文字を区別しません。 

• [ パスワードの確認 ]: パスワードを再入力します。

タスク  9: ( 省略可能 ) 特定の Oracle 設定パラメータの変更

[Oracle パラ メータの変更選択 ] ウ ィンド ウには、 Oracle の設定を変更する 3 つ

のオプシ ョ ンが表示されます。 
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• OVPI の推奨設定に合わせてパラ メータを変更できます。

• カスタム設定でパラ メータを変更できます。 55 ページの手順 2 の表に、 値

を決定するための推奨事項が記載されています。

— [SGA_MAX_SIZE]: Oracle データベースが使用する メモ リーの最大量

を指定します。 このメモ リーは共有メモ リーで、 すべての Oracle サー

バープロセスによって使用されます。

— [PGA_AGGREGATE_TARGET (M)]: インスタンスに関連付けられて

いるすべてのサーバープロセスが使用できる、 ターゲッ ト集合 PGA メ

モ リーを指定します。 デフォルト値は 200M です。

— [DB_FILE_MULTIBLOCK_READ_COUNT]: 順次スキャン時に 1 回

の I/O 操作で読み取られる最大ブロ ッ ク数を指定し、 テーブルスキャン

時の I/O を最小限に抑えます。

— [WORKAREA_SIZE_POLICY]: 作業領域のサイズ設定のためのポ リ

シーを指定し、 作業領域をチューニングするモードを制御します。 デ
フォルト値は AUTO です。 この値に MANUAL を指定しないこ とをお

勧めします。

— [DB_16K_CACHE_SIZE]: 一次ブロ ッ クサイズを持つバッファのデ

フォルトバッファプールのサイズを指定します。 デフォルト値は TRUE
です。 FALSE に指定しないこ とをお勧めします。

— [DB_32K_CACHE_SIZE]: 32K バッファのキャ ッシュのサイズを指定

します。 

— [PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING]: 並列実行を制御するパラ

メータのデフォルト値を Oracle が決定するかど うかを指定します。
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設定のカスタマイズを選択する と、 以下のウ ィンド ウが表示されます。 
    

a 必要な値を入力します ( 図に示されている値は例です )。
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b [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 入力した値は [OVPI 詳細設定 ] ウ ィンド ウに

以下のとおり自動的に表示されます。 
    

• Oracle パラ メータを変更しないこ と も可能です。

2 オプシ ョ ンを選択して、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

3 ( 省略可能 ) 必要に応じて [ 詳細 ] をク リ ッ ク し、 [OVPI 詳細設定 ] ウ ィンド

ウを開きます。 このウ ィンド ウを使用して、 表領域を構成するデータファ イ
ルの追加、 変更、 または削除を行います。 
   

[OVPI 詳細設定 ] ウ ィンド ウを使用してデータベースセグメン ト を

変更した後は、 [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウ ィ ンド ウの

[ データベースのサイズ ] および [ データファ イル (.dbf) フォルダー ]
オプシ ョ ンの値は変更しないでください。 これらのオプシ ョ ンの値
を変更する と、 リセッ トするこ とはできません。 [OVPI 詳細設定 ]
ダイアログボッ クスで行った変更が上書きされてしまいます。 これ
らのオプシ ョ ンを リセッ トするには、 インス トールプログラムを
キャンセルして初めからやり直すこ とにな り ます。
分散環境での OVPI のインストール 115



a 値を入力して [ 詳細 ] をク リ ッ ク します。 
    

表領域のサイズ設定ガイ ド ラ インについては、 第 3 章 「Oracle 10g 
Enterprise Edition のインス トール」 を参照して ください。

4 変更する表領域に関連するタブを選択します。 表領域のタブは以下のとおり
です。 

• [ デフォルト ]: dpipe_default_seg 表領域

• [ プロパティ ]: dpipe_property_seg および dpipe_property_ind_seg 表

領域

• [ アップロード ]: dpipe_upload_seg および dpipe_upload_ind_seg 表領

域

• [ レート ]: dpipe_rate_seg および dpipe_rate_ind_seg 表領域

• [ 概要 ]: dpipe_summary_seg および dpipe_summary_ind_seg 表領域

• [ オーバーフロー ]: dpipe_overflow_seg 表領域

• [ アーカイブ ]: dpipe_archive_seg 表領域

• [ イベン ト ]: dpipe_event_seg 表領域
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5 表領域パラ メータをデフォルト値のままにするか、 新しい値を入力します。
それぞれの場合のパラ メータは次のとおりです。

• [AUTOEXTEND のサイズ ]: 拡張するサイズを MB 単位で指定します。

拡張するサイズに 0 を指定する と、 Oracle の自動拡張機能は無効になり

ます。

• [ データファ イル ] ( ファ イル名および MB 単位でのサイズ ): 各表領域に

対して少なく と も 1 つのデータファ イルを作成する必要があ り ます。 論

理名と説明を使用し、 オペレーティングシステムの最大値を適用しま
す。

— データファ イルを追加するには、 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。 [ デー

タファ イル ] ウ ィ ンド ウが開きます。 このウ ィンド ウでデータファ

イル名とそのデータファ イルのサイズを入力し、 [OK] をク リ ッ ク し

ます。

— データファ イルを変更するには、 データファ イルを選択して [ 変更 ]
をク リ ッ ク します。 [ データファ イル ] ウ ィンド ウが開きます。 この

ウ ィンド ウでデータファ イル名とそのデータファ イルのサイズのい
ずれかまたは両方を変更し、 [OK] をク リ ッ ク します。

— データファ イルを削除するには、 データファ イルを選択して [ 削除 ]
をク リ ッ ク します。
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— [OK] をク リ ッ ク します。 次の画面が表示されます。 
    

6 [OK] をク リ ッ ク して、 [Oracle ユーザーと表領域の作成 ] ウ ィンド ウに戻り

ます。

タスク  10: データベースの場所の確定と接続

[ データベース管理者ユーザーを使用した Oracle 参照 ] ウ ィンド ウで、 Oracle
データベースの場所を確定してデータベースに接続します。

1 次のパラ メータをデフォルト値のままにするか、 新しい値を入力します。

• [Oracle インスタンス ID (SID)]: Oracle データベースのインスタンス

名を入力します。 

Oracle 環境変数 ORACLE_SID が設定されている場合にのみデフォル

ト値が表示されます。 複数のデータベースインスタンスが実行されてい
る場合があるため、 表示された SID が正しいこ とを確認して ください。 

• [Oracle TCP/IP ポート番号 ]: Oracle TCP/IP ポート番号を入力しま

す。 デフォルト値は 1521 です。
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• [DBA 権限を持つ Oracle ユーザー ]: デフォルトは sys です。 これは変

更しないでください。 

• [Oracle ユーザーパスワード ]: Oracle RDBMS のインス トール時に作

成した sys アカウン トのパスワードを入力します。

• [Oracle ホームディ レク ト リ ]: Oracle のインス トール先ディ レク ト リ

を指定します。 インス トールプログラムが Oracle のホームディ レク ト

リの場所を確定できる場合は、 それがデフォルト値と して表示されま
す。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ]
ウ ィ ンド ウが開きます。

タスク  11: ポーリングの収集の設定

[ パフォーマンスマネージャの設定 ] ウ ィ ンド ウで、 収集したデータをデータ

ベースに格納する前に保存しておくキャ ッシュディ レク ト リ を確認します。 これ
によ り、 データベースが短時間シャ ッ ト ダウンされたと きのデータ損失を防止で
きます。 
    

1 デフォルトのディ レク ト リのままにするか、 ポーリ ングデータをキャ ッシュ
するために使用する完全修飾パスを入力します。
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収集が正常に動作するには、 キャ ッシュディ レク ト リがあるディ スクパー
ティシ ョ ンの 5% の空き領域に加えて、 さ らに 512MB の空き領域が必要で

す。 たとえば、 ディ スクパーティシ ョ ンが 10GB の場合は、 1GB の空き領

域が必要です。

2 必要に応じて、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク して [OVPI 詳細設定 ] ウ ィンド ウを開き、

ログファ イルのディ レク ト リ を指定するこ とができます。 
    

a デフォルトのパスのままにする と、 OVPI をインス トールしたディ レク

ト リの下にログディ レク ト リ ( 指定するディ レク ト リにかかわらずこ こ

で特定のログファ イルが管理される ) が作成されます。 このディ レク ト

リ を変更するには、 ログファ イルを格納するディ レク ト リのパスを入力
します。

b [OK] をク リ ッ ク して変更を適用し、 [ パフォーマンスマネージャの設定 ]
ウ ィ ンド ウに戻り ます。 

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。
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タスク  12: UNIX システムの場合のみ : オペレーテ ィングシステムのアカウン トの作成また

は変更

[ パフォーマンスマネージャ用のオペレーティングシステムユーザー ] ウ ィ ンド

ウで、 trendadm とい う名称のオペレーティングシステムアカウン トおよびグ

ループを確認します。 この trendadm は、 OVPI が稼動する環境を保存する と き

に使用します。 
    

この trendadm アカウン トはオペレーティングシステムにログオンするために

使用するもので、 後で作成する Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンのログ

オンに使用する trendadm アカウン ト と混同しないよ うにして ください。

オペレーティングシステムおよびグループアカウン トがすでに存在するかど うか
によって、 ウ ィンド ウで別の情報が要求されます。

• オペレーティングシステムアカウン トおよびグループが存在しない場合は、
OS ユーザーの作成用のウ ィンド ウが開きます。

オペレーティングシステムのアカウン ト とグループを作成するには、 以下の
手順に従います。
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a 次の値を入力し、 trendadm アカウン トのパスワードを作成します。 

— [ パスワード ]: パスワードの長さは 1 文字以上であれば、 何文字で

も構いません。 また、 すべての文字を使用できます。 パスワードの
作成に関する会社のポ リシーに準拠するこ とをお勧めします。

— [ パスワードの確認 ]: パスワードを再入力します。

b [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

• オペレーティングシステムアカウン トおよびグループが存在する場合は、 既
存の OS ユーザー用のウ ィンド ウが開きます。

オペレーティングシステムアカウン トのユーザー環境を変更するには、 以下
の手順に従います。

a 以下のいずれかをク リ ッ ク します。

— [ ユーザー環境を変更する ]: このパラ メータは、 trendadm アカウン

トの .profile または .cshrc を OVPI 環境変数 (COLLECT_HOME、

DPIPE_HOME、 DPIPE_TMP、 および TREND_LOG) で更新しま

す。

— [ ユーザー環境を変更しない ]: このパラ メータは、 アカウン トの

.profile または .cshrc を OVPI 環境変数で更新しません。 このオプ

シ ョ ンを選択した場合は、 後から OVPI 環境変数を手作業で追加す

る必要があ り ます。

b [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。
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タスク  13: Web アクセスサーバーの管理者とポートの指定

[Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィンド ウで、 Web アクセスサーバーがリ スン

する HTTP ポートのほかに、 Web アクセスサーバー用の OVPI 管理者アカウン

ト を作成します。 
   

1 以下のパラ メータの値を入力します。 

• [ ユーザー名 ]: Web アクセスサーバー管理者のデフォルトのユーザー名

をそのまま使用するか、 新しい名前を入力します。 このアカウン トは
Web アクセスサーバーへのログオンに使用します。 

ユーザー名とパスワードで使用できる最小および最大文字列長や文字に
制限はあ り ません。 ユーザー名およびパスワードの作成に関する会社の
ポ リシーに準拠するこ とをお勧めします。

このアカウン トは OVPI の実行環境を保存するのに使用するもので、

オペレーティングシステムへのログオンに使用する trendadm アカ

ウン ト (UNIX のインス トールのみ ) と混同しないよ うにして くださ

い。
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• [ パスワード ]: Web アクセスサーバー管理者アカウン トのパスワードを

入力します。

Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンを使用して、 OVPI のインス

トール後にパスワード規則を変更するこ とができます。 詳細は、 『HP 
OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

• [ パスワードの確認 ]: パスワードを再入力します。

• [HTTP ポート ]: Web アクセスサーバーのデフォルトのポート (80) をそ

のまま使用するか、 新しいポート番号を入力します。 開いているポート
ならどのポートでも使用できます。 

2 必要に応じて、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク して [ 詳細設定 ] ダイアログボッ クスを開

き、 以下のタブを選択します。

[ ディ レク ト リ ]: すべての配布レポート を保存するレポートディ レク ト リの

場所を変更します。

a デフォルトのディ レク ト リのままにするか、 新しいディ レク ト リ を指定
します。

b [ 適用 ] をク リ ッ ク します。 

c [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィ ンド ウに戻り

ます。

[OVPI ユーザー ]: OVPI ク ラ イアン トへのログオンに使用するユーザーア

カウン トの作成と変更を行います。 通常のユーザーアカウン ト または管理者
アカウン ト を作成できます。 通常のユーザーアカウン トで OVPI ク ライアン

トにアクセスできます。 管理者アカウン トは、 Web アクセスサーバーの管

理機能 ([ 管理 ] リ ンク ) にアクセスできます。 詳細は、 『HP OpenView 
Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

ユーザーアカウン ト を追加または変更するには、 以下の手順に従います。

a [ ユーザーの追加 ] をク リ ッ ク します。 デフォルトのユーザー名

(new-user)、 パスワード (new-user)、 役割 (user) が、 作成したユーザー

アカウン ト と と もに表示されます。 

b 名前またはパスワードをダブルク リ ッ ク して値を削除し、 新しい値を入
力します。 役割と して [ ユーザー ] または [ 管理者 ] を選択します。

c [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

ユーザーアカウン ト を削除するには、 以下の手順に従います。
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a ユーザー名を選択して [ ユーザーの削除 ] をク リ ッ ク します。 

b [ 適用 ] をク リ ッ ク し、 [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設

定 ] ウ ィンド ウに戻り ます。

OVPI のインス トール後に、 Web アクセスサーバーを使用してユーザーアカ

ウン ト を作成、 変更または削除するこ と もできます。 詳細は、 『HP 
OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

[SSL の設定 ]: SSL 通信を有効にする と、 Web アクセスサーバーとサポー

ト されている Web ブラウザ、 レポート ビューア、 レポート ビルダおよび管

理コンソール間の安全な通信を実現できます。 SSL を有効にするには、 自己

署名証明書を作成します。 この証明書によ り SSL を有効にできますが、 こ

の自己署名証明書の有効期限は 90 日間です。 90 日間の期限が切れる前に、

この証明書を認証機関に送って署名入りデジタル証明書を受け取るか、 別の
自己署名証明書を作成する必要があ り ます。 署名入りデジタル証明書を受け
取ったら、 Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンを使用してインポート

する必要があ り ます。 また、 Web アクセスサーバーを使用して、 OVPI のイ

ンス トール後に SSL の設定を変更するこ と もできます。 詳細は、 『HP  
OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。 

SSL 通信を有効にして自己署名証明書を作成するには、 以下の手順に従いま

す。

a [SSL を有効にする ] チェッ クボッ クスをク リ ッ ク してオンにします。

このオプシ ョ ンを選択しても、 標準の HTTP リ スナーは無効にはなり ま

せん。 これで、 安全な SSL ポート と安全の確保されていない HTTP
ポートが両方と も有効にな り ます。

— [SSL ポート ]: デフォルト値のままにするか、 新しい値を指定しま

す。

— [ キース ト アパスワード ]: 6 文字以上のパスワードを入力します。

パスワードは記録して安全な場所に保管してください。 これは署名
入り証明書を作成する と きに必要になり ます。

自己署名証明書を作成する と、 証明書リポジ ト リに保存されます。 この
パスワードによ り、 Web アクセスサーバーは証明書リポジ ト リにアクセ

スできます。
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b 残りのフ ィールドは、 証明書署名機関によって検証および署名される必
要のある、 SSL キーを生成するのに必要な情報を要求します。 この情報

は、 証明書の有効性を確認するために、 証明書のチェッ ク担当者が使用
します。

— [ 組織 ]: 省略可能。 自分が所属する組織名を入力します ( 「ABC シ

ステム株式会社」 など )。

— [ 組織単位 ]: 省略可能。 部または課の名前を入力します (
「Northeast Sales」 など )。 

— [ 市町村 ]: 省略可能。 所在地の市町村名を入力します ( 「杉並区」 な

ど )。

— [ 州 / 都道府県 ]: 省略可能。 都道府県名を入力します ( 「東京」 など )。

— [ 国 ]: 必須。 [ 国 ] ボッ クスに 2 文字の国コードを入力します ( 「JP」
など )。

c [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

d [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィ ンド ウに戻り

ます。
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3 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。 
    

タスク  14: インス トール情報の確認

[ 概要 ] ウ ィンド ウで、 インス トールの選択内容を確認します。 

1 必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。

変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ウ ィ ンド ウまで戻り ま

す。

2 [ インストール ] をク リ ッ ク して続行します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ

ンド ウが開きます。

タスク  15: インス トールの終了

[ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウでインス トールの進捗状況を確認できま

す。 インス トールプロセスが完了する と、 インス トールが成功したかど うかを示
す情報が表示されます。 

• OVPI のインス トールが正常終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

UNIX システムの場合 : インス トールは終了です。
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Windows システムの場合 : システムを再起動し、 インス トールを完了しま

す。

• OVPI のインス トールが失敗した場合は、 次の手順を実行します。

a [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウの一番下にある [ 詳細 ] をク リ ッ

ク し、 詳細情報を確認します。

b サポートに問い合わせます。 

タスク  16: 必要に応じたその他の OVPI コンポーネン トのインス トール

Web アクセスサーバーをインス トールするには、 129 ページの 「Web アクセス

サーバーのインス トール」 に進んでください。 

リモートポーラーをインス トールするには、 139 ページの 「リモートポーラーコ

ンポーネン トのインス トール」 に進んでください。

ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンをインス トールするには、 136 ページの 「OVPI
ク ラ イアン トのインス トール」 に進んでください。
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Web アクセスサーバーのインストール

データベースをインス トールし稼動してから、 Web アクセスサーバーをインス

トールします。

インス トール中に、 リモート管理サーバーのホス ト名およびポート番号を要求さ
れます。 これによって、 インス トールプログラムがデータベースシステムから
データベースの情報をダウンロード します。 データベースをまだインス トールし
ていない場合は、 インス トールが続行されます。 ただし、 インス トール後に管理
コンソールを使用してデータベースシステムの設定をする必要があ り ます。

手順の大部分は、 スタンドアロンシステムへの Web アクセスサーバーのインス

トールと同じです。 

タスク  1: OVPI インストールプログラムの起動

1 まだ OVPI インス トールプログラムを起動していない場合は、 こ こで起動し

ます。 

2 [ セッ ト アップ ] ウ ィ ンド ウが開きます。 ウ ィンド ウの [ インス トール ] セク

シ ョ ンで [OVPI 5.30] を選択します。 

3 [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開きます。 [ よ う こそ ] ウ ィンド ウを確認し、 [ 次へ

] をク リ ッ ク して続行します。 

4 [ 使用許諾条件 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 使用許諾条件に同意し、 [ 次へ ] を
ク リ ッ ク して続行します。 

タスク  2: インス トールする OVPI コンポーネン トの選択

[ コンポーネン トの選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウで、 イン

ス トールするコンポーネン ト を選択します。 

1 ウ ィ ンド ウの [ インス トール ] セクシ ョ ンから、 [Web アクセスサーバー ] をク

リ ッ ク して選択します。 他のコンポーネン トの選択は解除します。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 

続行するには、 使用許諾条件に同意する必要があ り ます。 [ キャンセ

ル ] をク リ ッ クする と、 使用許諾条件に同意しないでインス トールを

終了するかど うかを確認する メ ッセージが表示されます。
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タスク  3: OVPI コンポーネン トのインス トール先ディ レク ト リの指定

すでに別の OVPI コンポーネン ト をこのシステムにインス トールしている場合

は、 ディ レク ト リ情報は提供済みです。 タスク 4 に進みます。

[ インス トール先フォルダー ] ウ ィ ンド ウで、 OVPI ソフ ト ウェアのインス トー

ル先ディ レク ト リ を指定します。 インス トール先ディ レク ト リは、 NFS マウン

トディ レク ト リ 、 UNIX ソフ ト リ ンク、 UNIX ハード リ ンク ド ライブ、

Windows マップド ラ イブのいずれでも構いません。 

1 デフォルトのインス トール先ディ レク ト リのままにするか、 別のディ レク ト
リ を指定します。 パス名にスペースを入れるこ とはできません。

• インス トール先ディ レク ト リが存在しない場合は、 インス トールプログ
ラムによって作成されます。 

• インス トール先ディ レク ト リがすでに存在していて、 データが入ってい
る場合は、 そのディ レク ト リが空でないこ とを警告する メ ッセージが表
示されます。 

• インス トールプログラムがアクセスできないファイルシステム上のイン
ス トール先ディ レク ト リ を指定した場合は、 警告メ ッセージが表示され
ます。 有効なディ レク ト リ を指定するまで、 インス トールは続行できま
せん。 

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [ データベースの選択 ] ウ ィ ンド ウが開

きます。

タスク  4: Web アクセスサーバーの管理者とポートの指定

[Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィンド ウが開きます。 このウ ィンド ウを使用

して、 Web アクセスサーバーがリ スンする HTTP ポート と、 Web アクセスサー

バー用の OVPI 管理者アカウン ト を作成します。 

1 以下のパラ メータの値を入力します。 

• [ ユーザー名 ]: Web アクセスサーバー管理者のデフォルトのユーザー名

をそのまま使用するか、 新しい名前を入力します。 このアカウン トは
Web アクセスサーバーへのログオンに使用します。 

このアカウン トは OVPI の実行環境を保存するのに使用するもので、

オペレーティングシステムへのログオンに使用する trendadm アカ

ウン ト (UNIX のインス トールのみ ) と混同しないよ うにして くださ

い。
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ユーザー名とパスワードで使用できる最小および最大文字列長や文字に
制限はあ り ません。 ユーザー名およびパスワードの作成に関する会社の
ポ リシーに準拠するこ とをお勧めします。

• [ パスワード ]: Web アクセスサーバー管理者アカウン トのパスワードを

入力します。

Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンを使用して、 OVPI のインス

トール後にパスワード規則を変更するこ とができます。 詳細は、 『HP 
OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

• [ パスワードの確認 ]: パスワードを再入力します。

• [HTTP ポート ]: Web アクセスサーバーのデフォルトのポート (80) をそ

のまま使用するか、 新しいポート番号を入力します。 開いているポート
ならどのポートでも使用できます。

2 必要に応じて、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク して [ 詳細設定 ] ダイアログボッ クスを開

き、 以下のタブを選択します。

• [ ディ レク ト リ ]: レポートディ レク ト リの場所を変更するには、 ディ レ

ク ト リ を参照して ください。

• [OVPI ユーザー ]: ユーザーアカウン ト を作成および変更するには、

OVPI ユーザーを参照して ください。

• [SSL の設定 ]: SSL 通信を有効にするには、 SSL の設定を参照して くだ

さい。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

ディ レク ト リ

レポートディ レク ト リには、 配布されたすべてのレポートが保存されます。 レ
ポートディ レク ト リの場所を変更するには、 以下の手順に従います。

1 デフォルトのディ レク ト リのままにするか、 新しいディ レク ト リ を指定しま
す。

2 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。 

3 [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィ ンド ウに戻り ま

す。
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OVPI ユーザー

ユーザーアカウン トは、 OVPI ク ラ イアン ト ( 管理コンソール、 レポート ビル

ダ、 レポート ビューア、 および Web アクセスサーバー ) へのログオンに使用さ

れます。 

通常のユーザーアカウン ト または管理者アカウン ト を作成できます。 通常のユー
ザーアカウン トで OVPI ク ライアン トにアクセスできます。 管理者アカウン ト

は、 Web アクセスサーバーの管理機能 ([ 管理 ] リ ンク ) にアクセスできます。

詳細は、 『HP OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して くださ

い。 

ユーザーアカウン ト を追加または変更するには、 以下の手順に従います。

1 [ ユーザーの追加 ] をク リ ッ ク します。 デフォルトのユーザー名 (new-user)、
パスワード (new-user)、 役割 (user) が、 作成したユーザーアカウン ト と と

もに表示されます。 

2 名前またはパスワードをダブルク リ ッ ク して値を削除し、 新しい値を入力し
ます。 役割と して [ ユーザー ] または [ 管理者 ] を選択します。

3 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

ユーザーアカウン ト を削除するには、 以下の手順に従います。

1 ユーザー名を選択します。 

2 [ ユーザーの削除 ] をク リ ッ ク します。 

3 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

4 [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィ ンド ウに戻り ま

す。

OVPI のインス トール後に、 Web アクセスサーバーを使用してユーザーアカウ

ン ト を作成、 変更または削除するこ と もできます。 詳細は、 『HP OpenView 
Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

SSL の設定

SSL を使用する と、 Web アクセスサーバーとサポート されている Web ブラウ

ザ、 レポート ビューア、 レポート ビルダおよび管理コンソール間の安全な通信を
実現できます。 
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SSL を有効にするには、 自己署名証明書を作成します。 この証明書によ り SSL
を有効にできますが、 この自己署名証明書の有効期限は 90 日間です。 90 日間の

期限が切れる前に、 この証明書を認証機関に送って署名入りデジタル証明書を受
け取るか、 別の自己署名証明書を作成する必要があ り ます。 

署名入りデジタル証明書を受け取ったら、 Web アクセスサーバーアプリ ケー

シ ョ ンを使用してインポートする必要があ り ます。 また、 Web アクセスサー

バーを使用して、 OVPI のインス トール後に SSL の設定を変更するこ と もでき

ます。 詳細は、 『HP OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して く

ださい。 

SSL 通信を有効にして自己署名証明書を作成するには、 以下の手順に従います。

1 [SSL を有効にする ] チェッ クボッ クスをク リ ッ ク してオンにします。

このオプシ ョ ンを選択しても、 標準の HTTP リ スナーは無効になり ません。

これは、 安全な SSL ポート と安全の確保されていない HTTP ポートが両方

と も有効なこ とを意味します。

— [SSL ポート ]: デフォルト値のままにするか、 新しい値を指定します。

— [ キース ト アパスワード ]: 6 文字以上のパスワードを入力します。 パス

ワードを記録し安全な場所に保管しておきます。 このパスワードは、 署
名証明書を作成するのに必要です。

自己署名証明書を作成する と、 証明書リポジ ト リに保存されます。 このパス
ワードによ り、 Web アクセスサーバーは証明書リポジ ト リにアクセスでき

ます。

残りのフ ィールドは、 証明書署名機関によって検証および署名される必要の
ある、 SSL キーを生成するのに必要な情報を要求します。 この情報は、 証明

書の有効性を確認するために、 証明書のチェッ ク担当者が使用します。

— [ 組織 ]: 省略可能。 自分が所属する組織名を入力します ( 「ABC システ

ム株式会社」 など )。

— [ 組織単位 ]: 省略可能。 部または課の名前を入力します ( 「Northeast 
Sales」 など )。 

— [ 市町村 ]: 省略可能。 所在地の市町村名を入力します ( 「新宿区」 など )。

— [ 州 / 都道府県 ]: 省略可能。 都道府県名を入力します ( 「東京」 など )。

— [ 国 ]: 必須。 [ 国 ] ボッ クスに 2 文字の国コードを入力します ( 「JP」 な

ど )。
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2 [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

3 [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィ ンド ウに戻り ま

す。

リモートデータベースに関する情報の指定

[ リモート管理サーバーの設定 ] ウ ィンド ウが開きます。 このウ ィンド ウを使用

して、 検索に必要な情報を指定し、 リモート OVPI データベースに接続するた

めに必要なシステムの情報をダウンロード します。

1 以下のパラ メータの値を入力します。

• [ リモート管理サーバーのホス ト ]: データベースホス トの名前を入力し

ます。

• [ リモート管理サーバーのポート ]: データベースホス トの HTTP ポート

番号を入力します。

システムがデータベースに接続してデータベース情報を取得できない場合
は、 警告メ ッセージが表示されます続行するには、 OVPI データベース と

Oracle Listener プログラムが実行されている必要があ り ます ( インス トー

ルを続行する場合は、 インス トール後に管理コンソールを使用してデータ
ベース接続を設定する必要があ り ます )。 

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

タスク  5: インス トール情報の確認

[ 概要 ] ウ ィンド ウで、 インス トールの選択内容を確認します。 

1 必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。

変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ウ ィ ンド ウまで戻り ま

す。

2 [ インストール ] をク リ ッ ク して続行します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ

ンド ウが開きます。

タスク  6: インス トールの終了

[ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウでインス トールの進捗状況を確認できま

す。 インス トールプロセスが完了する と、 インス トールが成功したかど うかを示
す情報が表示されます。 

• OVPI のインス トールが正常終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。
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— UNIX システムの場合 : インス トールは終了です。

— Windows システムの場合 : システムを再起動し、 インス トールを完了し

ます。

• のインス トールが失敗した場合は、 次の手順を実行します。

a [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウの一番下にある [ 詳細 ] をク リ ッ

ク し、 詳細情報を確認します。

b サポートに問い合わせます。 4 ページの 「サポート 」 を参照して くださ

い。 
 

タスク  7: 必要に応じたその他の OVPI コンポーネン トのインス トール

ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンをインス トールするには、 136 ページの 「OVPI
ク ラ イアン トのインス トール」 を参照して ください。

リモートポーラーをインス トールするには、 139 ページの 「リモートポーラーコ

ンポーネン トのインス トール」 を参照して ください。

Windows システムの場合のみ : Web アクセスサーバーをインス トールしたシス

テムにハードウェア障害が発生した場合は、 Web アクセスサーバーを新しいシ

ステムに再インス トールします。 レポート を配布した場合 ( 設定作業 ) は、

OVPI データベースをインス トールしたシステムで deploytool コマンドを実行

し、 Web アクセスサーバーにレポート を再配布します。 deploytool コマンドの

詳細は、 『Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。
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OVPI クライアン トのインストール

OVPI ク ラ イアン トは、 OVPI とそのユーザー間のインタフェースを提供するも

ので、 ネッ ト ワーク接続されたシステム上のグループと してインス トールされま
す。 OVPI ク ラ イアン トの一覧は、 18 ページの 「OVPI ク ライアン ト 」 を参照し

て ください。

タスク  1: OVPI インストールプログラムの起動

1 まだ OVPI インス トールプログラムを起動していない場合は、 こ こで起動し

ます。 

2 [ セッ ト アップ ] ウ ィ ンド ウが開きます。 ウ ィンド ウの [ インス トール ] セク

シ ョ ンで [OVPI 5.30] を選択します。 

3 [ よう こそ ] ウィ ンド ウが開きます。 [ よう こそ ] ウィ ンド ウを確認し、 [ 次へ ]
をク リ ッ ク して続行します。 

4 [ 使用許諾条件 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 使用許諾条件に同意し、 [ 次へ ] を
ク リ ッ ク して続行します。 

タスク  2: インス トールする OVPI コンポーネン トの選択

[ コンポーネン トの選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウで、 イン

ス トールするコンポーネン ト を選択します。 

1 ウ ィ ンド ウの [ インス トール ] セクシ ョ ンから、 [OVPI クライアン ト ] をク

リ ッ ク して選択します。 他のコンポーネン トの選択は解除します。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 

タスク  3: OVPI ソフ トウェアのインス トール先ディ レク ト リの指定

  

続行するには、 使用許諾条件に同意する必要があ り ます。 [ キャンセ

ル ] をク リ ッ クする と、 使用許諾条件に同意しないでインス トールを

終了するかど うかを確認する メ ッセージが表示されます。 

すでに別の OVPI コンポーネン ト をこのシステムにインス トールしている場合

は、 ディ レク ト リ情報は提供済みです。 タスク 4 に進みます。
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[ インス トール先フォルダー ] ウ ィ ンド ウで、 OVPI ソフ ト ウェアのインス トー

ル先ディ レク ト リ を指定します。 インス トール先ディ レク ト リは、 NFS マウン

トディ レク ト リ 、 UNIX ソフ ト リ ンク、 UNIX ハード リ ンク ド ライブ、

Windows マップド ラ イブのいずれでも構いません。

1 デフォルトのインス トール先ディ レク ト リのままにするか、 別のディ レク ト
リ を指定します。 パス名には、 スペースを入れるこ とはできません。

• インス トール先ディ レク ト リが存在しない場合は、 インス トールプログ
ラムによって作成されます。

• インス トール先ディ レク ト リがすでに存在していて、 データが入ってい
る場合は、 そのディ レク ト リが空でないこ とを警告する メ ッセージが表
示されます。

• インス トールプログラムがアクセスできないファイルシステム上のイン
ス トール先ディ レク ト リ を指定した場合は、 警告メ ッセージが表示され
ます。 有効なディ レク ト リ を指定するまで、 インス トールは続行できま
せん。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [ データベースの選択 ] ウ ィ ンド ウが開

きます。

タスク  4: Web アクセスサーバーにアクセスするのに必要な情報の指定

[ リモートの Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィンド ウが開きます。 このウ ィン

ド ウを使用して、 Web アクセスサーバーをインス トールする場所についての情

報を入力します。

1 次のパラ メータをデフォルト値のままにするか、 新しい値を入力します。

• [Web アクセスサーバーホス ト ]: Web アクセスサーバーの名前を入力し

ます。

• [Web アクセスサーバーポート ]: Web アクセスサーバーのポート番号を

入力します。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

タスク  5: インス トール情報の確認

[ 概要 ] ウ ィンド ウで、 インス トールの選択内容を確認します。 

1 必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。

変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ウ ィ ンド ウまで戻り ま

す。
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2 [ インストール ] をク リ ッ ク して続行します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ

ンド ウが開きます。

タスク  6: インス トールの終了

[ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウでインス トールの進捗状況を確認できま

す。 インス トールプロセスが完了する と、 インス トールが成功したかど うかを示
す情報が表示されます。 

• OVPI のインス トールが正常終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

— UNIX システムの場合 : インス トールは終了です。

— Windows システムの場合 : システムを再起動し、 インス トールを完了し

ます。

• のインス トールが失敗した場合は、 次の手順を実行します。

a [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウの一番下にある [ 詳細 ] をク リ ッ

ク し、 詳細情報を確認します。

b サポートに問い合わせます。 

タスク  7: 必要に応じたその他の OVPI コンポーネン トのインス トール

リモートポーラーをインス トールするには、 139 ページの 「リモートポーラーコ

ンポーネン トのインス トール」 に進んでください。
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リモートポーラーコンポーネン トのインストール

お使いのシステムに OVPI パフォーマンスマネージャをインス トール済みの場

合は、 リモートポーラーコンポーネン ト をインス トールする必要はあ り ません。
リモートポーラーコンポーネン トは OVPI パフォーマンスマネージャ と一緒に

インス トールされています。 リモートポーラーシステムはパフォーマンスマネー
ジャを使用しません。

タスク  1: OVPI インストールプログラムの起動

1 まだ OVPI インス トールプログラムを起動していない場合は、 こ こで起動し

ます。 97 ページの 「OVPI インス トールプログラムの起動」 を参照して くだ

さい。 

2 [ セッ ト アップ ] ウ ィ ンド ウが開きます。 ウ ィンド ウの [ インス トール ] セク

シ ョ ンから [ リモートポーラー ] を選択します。 

3 [ よう こそ ] ウィ ンド ウが開きます。 [ よう こそ ] ウィ ンド ウを確認し、 [ 次へ ]
をク リ ッ ク して続行します。 

[ 使用許諾条件 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 使用許諾条件に同意し、 [ 次へ ] をク

リ ッ ク して続行します。 続行するには、 使用許諾条件に同意する必要があ り ま
す。 [ キャンセル ] をク リ ッ クする と、 使用許諾条件に同意しないでインス トール

を終了するかど うかを確認する メ ッセージが表示されます。

タスク  2: OVPI コンポーネン トのインス トール先ディ レク ト リの指定 
    

[ インス トール先フォルダー ] ウ ィ ンド ウで、 OVPI ソフ ト ウェアのインス トー

ル先ディ レク ト リ を指定します。 インス トール先ディ レク ト リは、 NFS マウン

トディ レク ト リ 、 UNIX ソフ ト リ ンク、 UNIX ハード リ ンク ド ライブ、

Windows マップド ラ イブのいずれでも構いません。

1 デフォルトのインス トール先ディ レク ト リのままにするか、 別のディ レク ト
リ を指定します。 パス名には、 スペースを入れるこ とはできません。

• インス トール先ディ レク ト リが存在しない場合は、 インス トールプログ
ラムによって作成されます。 

すでに別の OVPI コンポーネン ト をこのシステムにインス トールしている場合

は、 ディ レク ト リ情報は提供済みです。 タスク 3 に進みます。
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• インス トール先ディ レク ト リがすでに存在していて、 データが入ってい
る場合は、 そのディ レク ト リが空でないこ とを警告する メ ッセージが表
示されます。 

• インス トールプログラムがアクセスできないファイルシステム上のイン
ス トール先ディ レク ト リ を指定した場合は、 警告メ ッセージが表示され
ます。 有効なディ レク ト リ を指定するまで、 インス トールは続行できま
せん。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 [ データベースの選択 ] ウ ィ ンド ウが開

きます。

タスク  3: データベースに関する情報の指定

[ リモート管理サーバーの設定 ] ウ ィンド ウが開きます。 このウ ィンド ウを使用

して、 検索に必要な情報を指定し、 リモート OVPI データベースに接続するた

めに必要なシステムの情報をダウンロード します。

1 以下のパラ メータの値を入力します。

• [ リモート管理サーバーのホス ト ]: データベースホス トの名前を入力し

ます。

• [ リモート管理サーバーのポート ]: データベースホス トの HTTP ポート

番号を入力します。

この情報を使用して、 パフォーマンスマネージャが稼動している OVPI サー

バーと、 リモートポーラーシステムを自動的に接続するこ とができます。 最初に
接続したと きに、 情報ブロ ッ クが OVPI サーバーからダウンロード され保存さ

れます。

タスク  4: ポーリングの収集の設定

[ パフォーマンスマネージャの設定 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 このウ ィンド ウを

使用して、 収集したデータをデータベースに格納する前に保存しておくために使
用するキャ ッシュディ レク ト リ を確認します。 これによ り、 データベースが短時
間シャ ッ ト ダウンされたと きのデータ損失を防止できます。

1 デフォルトのディ レク ト リのままにするか、 ポーリ ングデータをキャ ッシュ
するために使用する完全修飾パスを入力します。

収集が正常に動作するには、 キャ ッシュディ レク ト リがあるディ ス
クパーティシ ョ ンの 5% の空き領域に加えて、 さ らに 512 MB の空

き領域が必要です。 たとえば、 ディ スクパーティシ ョ ンが 10 GB の

場合は、 1 GB の空き領域が必要です。
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2 必要に応じて、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク して [OVPI 詳細設定 ] ウ ィンド ウを開き、

ログファ イルのディ レク ト リ を指定するこ とができます。

a デフォルトのパスのままにする と、 OVPI をインス トールしたディ レク

ト リの下にログディ レク ト リ ( 指定するディ レク ト リにかかわらずこ こ

で特定のログファ イルが管理される ) が作成されます。 このディ レク ト

リ を変更するには、 ログファ イルを格納するディ レク ト リのパスを入力
します。

b [OK] をク リ ッ ク して変更を適用し、 [ パフォーマンスマネージャの設定 ]
ウ ィ ンド ウに戻り ます。 

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

タスク  5: UNIX システムの場合のみ : オペレーテ ィングシステムのアカウン トの作成また

は変更

[ パフォーマンスマネージャ用のオペレーティングシステムユーザー ] ウ ィ ンド

ウが開きます。 このウ ィンド ウを使用して、 trendadm とい う名称のオペレー

ティングシステムアカウン トおよびグループを確認します。 この trendadm は、

OVPI が稼動する環境を保存する と きに使用します。 

オペレーティングシステムおよびグループアカウン トがすでに存在するかど うか
によって、 ウ ィンド ウで別の情報が要求されます。

• オペレーティングシステムアカウン トおよびグループが存在しない場合は、
OS ユーザーの作成用のウ ィンド ウが開きます。

次の値を入力し、 trendadm アカウン トのパスワードを作成します。 

a [ パスワード ]: パスワードの長さは 1 文字以上であれば、 何文字でも構

いません。 また、 すべての文字を使用できます。 パスワードの作成に関
する会社のポ リシーに準拠するこ とをお勧めします。

b [ パスワードの確認 ]: パスワードを再入力します。

[ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

• オペレーティングシステムアカウン トおよびグループが存在する場合は、 既
存の OS ユーザー用のウ ィンド ウが開きます。

この trendadm アカウン トはオペレーティングシステムにログオンするために

使用するもので、 後で作成する Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンのログ

オンに使用する trendadm アカウン ト と混同しないよ うにして ください。
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以下のいずれかをク リ ッ ク します。

— [ ユーザー環境を変更する ]: このパラ メータは、 trendadm アカウン ト

の .profile または .cshrc を OVPI 環境変数 (COLLECT_HOME、

DPIPE_HOME、 DPIPE_TMP、 および TREND_LOG) で更新します。 

— [ ユーザー環境を変更しない ]: このパラ メータは、 アカウン トの .profile
または .cshrc を OVPI 環境変数で更新しません。 このオプシ ョ ンを選択

した場合は、 後から OVPI 環境変数を手作業で追加する必要があ り ま

す。

[ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

タスク  6: インス トール情報の確認

[ 概要 ] ウ ィンド ウで、 インス トールの選択内容を確認します。 

1 必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。

変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ウ ィ ンド ウまで戻り ま

す。

2 [ インストール ] をク リ ッ ク して続行します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ

ンド ウが開きます。

タスク  7: インス トールの終了

[ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウでインス トールの進捗状況を確認できま

す。 インス トールプロセスが完了する と、 インス トールが成功したかど うかを示
す情報が表示されます。 

• OVPI のインス トールが正常終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

— UNIX システムの場合 : インス トールは終了です。

— Windows システムの場合 : システムを再起動し、 インス トールを完了し

ます。

• のインス トールが失敗した場合は、 次の手順を実行します。

a [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウの一番下にある [ 詳細 ] をク リ ッ

ク し、 詳細情報を確認します。

b サポートに問い合わせます。 4 ページの 「サポート 」

リモートポーラーは、 ポーリ ングポ リシーを設定するまでデバイスのポーリ ング
を実行しません。 ポーリ ングポ リシーは、 管理コンソールのポーリ ングポ リシー
アプリ ケーシ ョ ンで設定します。 詳細は、 『HP OpenView Performance Insight 
管理ガイ ド』 を参照して ください。
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OVPI クライアン トのみのインストール

OVPI ク ラ イアン トは、 スタンドアロン環境または分散環境のシステムに、 他の

OVPI コンポーネン ト をインス トールせずに単独でインス トールするこ とができ

ます。 このインス トールは 「ク ラ イアン トのみのインス トール」 とい う方法で、
ユーザーはローカルのワークステーシ ョ ンからレポート作成や管理のために
Web アクセスサーバーにアクセスするこ とができます。

ク ラ イアン トのみのインス トールをした場合は、 管理コンソールの [ ツール ] メ

ニューから使用可能なカタログマネージャ、 MIB ブラウザ、 SNMP 検出、 タイ

プ検出、 およびパッケージマネージャが使用できません。 また、 新しいデータ
テーブルまたはプロパティテーブルを登録するこ と も、 収集データをデータベー
スに自動的に追加するこ と もできません。 全機能を有効にするには、 OVPI パ
フォーマンスマネージャも インス トールする必要があ り ます。

ク ラ イアン トのみのインス トールは、 136 ページの 「OVPI ク ラ イアン トのイン

ス トール」 の手順に従って ください。
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6 インストール後の作業
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サービスパックの適用

OVPI のインス トールが終了したら、 OVPI システム用のサービスパッ クを確認

する必要があ り ます。 サービスパッ クがある場合は、 最新のサービスパッ クをダ
ウンロード して適用して ください。 最新のサービスパッ クにはそれ以前のサービ
スパッ クが含まれます。 

サービスパッ クにアクセスするには HP Passport ID が必要です。 HP Passport 
ID の取得の方法については、 4 ページの 「サポート 」 を参照して ください。

この リ リース用の最新のサービスパッ クを検索するには、 以下の手順に従ってく
ださい。

1 次の URL にアクセスします。

www.openview.hp.com/downloads/index.html

2 [Software patches] をク リ ッ ク します。

HP Passport のサインインウ ィンド ウが開きます。

3 HP Passport ID を入力してログオンします。

4 Performance Insight のソフ ト ウェアパッチに移動し、 サービスパッ クをダ

ウンロード します。

分散システムでの共通キャラクタセッ トの使用

分散型構成では、 中央データベースサーバー、 サテライ トデータベースサー
バー、 およびポーリ ングシステムが異なるプラ ッ ト フォームにインス トールされ
ているこ とがあ り ます。 オペレーティングシステム間でデフォルトのデータベー
スキャラ ク タセッ トが異なる場合があるため、 必ずすべてのデータベースインス
タンス と OVPI ク ラ イアン トが共通のキャラ ク タセッ ト を使用するよ うにして

ください。



証明書管理アプリケーシ ョ ンのルート権限

証明書管理アプリ ケーシ ョ ンは、 /opt/OV/bin ディ レク ト リに保存されている

ovcert および ovconfchg の各プログラムを使用します。 これらのプログラムは、

システム上のセキュ リ ティ証明書の管理に使用されます。 詳細は、 『HP 
OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。 これらのプ

ログラムの実行にはルートの権限が必要です。 証明書管理アプリ ケーシ ョ ンは通
常、 ルートの権限を持たない trendadm ユーザーが起動するため、 次のコマン

ドを使用して ovswitchuser.sh スク リプ ト を実行します。

/opt/OV/bin/ovswitchuser.sh -existinguser trendadm 
-existinggroup trendadm

プログラムを手動で実行する場合は、 スク リプ ト を実行する必要はあ り ません。

レポートパックのインストール前に実行する作業

Unix プラ ッ ト フォームでは、 レポートパッ クをインス トールする前に、 次の手

順で changePerm.sh スク リプ ト を実行する必要があ り ます。

1 Oracle ユーザーと してログインします。

2 ディ レク ト リ {ORACLE_HOME}/install に移動します。

3 スク リプ ト changePerm.sh を実行します。

設定作業の実行

すぐに実行する必要のある設定作業は、 次のとおりです。

1 中央データベースサーバーにレポートパッ クをインス トールし、 それを
Web アクセスサーバーに配布します。 

レポートパッ クは、 パフォーマンスデータを分析するレポートの集ま りで
す。 データパイプには、 データ収集のと きに使用する OVPI 用の指令が含ま

れています。 データパイプをインス トールする と、 OVPI が特定のポーリ ン

グ間隔で特定のタイプのパフォーマンスデータを収集するよ うに設定されま
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す。 レポートパッ クをインス トールする と、 OVPI がデータパイプによって

収集されたデータを要約して集約するよ うに設定されます。 レポートパッ ク
とデータパイプのインス トールには、 管理コンソールク ライアン ト アプ リ
ケーシ ョ ンに付属している OVPI パッケージマネージャを使用します。 さま

ざまな種類のレポートが選択できます。 上級ユーザーは、 独自のレポート を
作成するこ と もできます。 レポートパッ クをインス トールする前に、 レポー
トパッ クのユーザーガイ ドを参照して ください。

各レポートパッ クは、 収集済みのデータを保存し、 分析するためにいくつか
のテーブルを作成します。 Oracle Partitioning オプシ ョ ンを有効にしている

場合、 各テーブルには多数のパーティシ ョ ンが含まれます。 パーティシ ョ ン
の数はテーブルに保存するデータの種類によって異なり ます。 たとえば、 未
処理データ、 割合データまたは時間単位のテーブルには 1 時間ごとにパー

ティシ ョ ンが含まれます。 同様に、 日単位のテーブルには 1 日ごとにパー

ティシ ョ ンが含まれます。 したがって、 レポートパッ クをインス トールする
場合、 データが収集されな くても大量のデータベース領域がパーティシ ョ ン
の作成に使用されます。 レポートパッ クをインス トールする前に、 十分な
データベース領域を使用できるこ とを確認して ください。 Performance 
Insight によ りデータ収集が開始される と、 db_delete_data が古くなったと

きに空き領域を確保するためにシステムによ り古いデータ とパーティシ ョ ン
が削除されます。

Web アクセスサーバーが 2 台以上ある と きは、 各 Web アクセスサーバーに

レポート を配布します。 中央サーバーがポーリ ングしていない場合は、 中央
データベースサーバーにはデータパイプをインス トールしないでください。

2 サテライ トデータベースサーバーでネッ ト ワークを検出し、 ポーリ ング予定
のノードを探します。 検出プロセスでは、 特定の IP アドレスのデバイスが

あるかど うか、 デバイスが SNMP による管理が可能かど うか、 またその場

合、 そのデバイスがど ういった種類か ( ルーター、 ハブ、 スイ ッチ ) を検索

するユーティ リ ティ を実行します。 この情報を使用して、 OVPI データベー

スインスタンスのテーブルに書き込みまたは更新をします。 

3 サテライ トデータベースサーバーにレポートパッ クおよびデータパイプをイ
ンス トールします ( 配布はしません )。 必ず、 中央データベースサーバーに

インス トールしたレポートパッケージと同じレポートパッケージをサテライ
トデータベースサーバーにインス トールして ください。 サテライ トデータ
ベースサーバーをポーリ ングデバイスにしないと きは、 ポーリ ングを無効に
します。

4 サテライ トデータベースサーバーでタイプ検出を実行します。
インストール後の作業 147



5 分散型構成では、 分散型構成用のレポートパッ ク とポーリ ングポ リシーを設
定します。 たとえば、 リモートポーラーコンポーネン トがインス トールされ
ているシステムからデータを収集するよ うに、 サテライ トデータベースサー
バーのレポートパッケージポーリ ングポ リシーを変更する必要があ り ます。

6 設定作業には、 このほかにも以下のものがあ り ます。

• 特定の時間に機能を実行するよ うにスケジューリ ングする trendtimer
ユーティ リ テ ィの設定

• データコレクシ ョ ンの作成 ( データの種類と ソース )

• ポーリ ングポ リシーの設定

• ユーザーとグループの設定

• データを表示するためのビューの作成

• Web アクセスサーバーの設定

• OVPI データベースの設定

• レポートのスケジュール設定と生成

すべての設定作業についての詳細は、 『HP OpenView Performance Insight 
管理ガイ ド』 に記載されています。 OVPI のインス トールが終了したらすぐ

にこのガイ ドを読むよ うにして ください。

システムのバックアップ

OVPI のインス トール後、 データベースおよびインス トールした OVPI の両方の

バッ クアップを行ってください。 手順については、 『HP OpenView 
Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

OVPI の稼動とデータ収集の確認

OVPI が稼動しデータを収集しているこ とを確認するには、 以下を実行します。
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• Windows システムの場合

1 [ コン ト ロールパネル ] ウ ィ ンド ウから、 [ 管理ツール ] をダブルク リ ッ ク しま

す。

[ 管理ツール ] ウ ィンド ウが開きます。

2  [ サービス ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。 

3 サービスの一覧から次の OVPI サービスを探します。

— OVPI Timer 

— OVPI_HTTP_Server

ステータスは [ 開始 ] になっているはずです。 

4 サービスが停止している と きは、 サービス名をマウスで右ク リ ッ ク し、 表示
されるシ ョート カッ ト メニューから [ 開始 ] をク リ ッ ク します。 

• UNIX システムの場合

コマンド行で以下を入力します。

ps -ef | grep trendtimer

この出力は、 次のよ うにな り ます。

trendadm  1755     1  0  Apr 13  ?0:10 
/usr/OVPI/bin/trendtimer -s /usr/OVPI/lib/trendtimer.sched

プロセスがリ ス ト内に表示されない場合、 OVPI が稼動していません。 プロ

グラムのパスは OVPI がインス トールされている場所によって異なり ます。

また、 jboss プロセス (Windows の OVPI HTTP Server サービス ) を確認しま

す。 jboss は OVPI による正常なデータ収集には必要あ り ませんが、 Web サー

バーを使用する機能に必要となるものです。 たとえば、 レポートの表示で必要に
なり ます。

以下のいずれかのコマンドを入力します。

ps -ef | grep java

この出力は、 次のよ うにな り ます。

root 22284 22271   0 06:28:04 ?10:11 /opt/OV/nonOV/jdk/a/bin/java 
-Dprogram.name=run.sh -server -Xms32m -Xmx256m ............

ps -ef | grep jboss

この出力は、 次のよ うにな り ます。
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root     11250 11191  0 Jul10 pts/1    00:06:30 
/opt/OV/nonOV/jdk/a/bin/java -Dprogram.name=run.sh -server 
-Xms32m -Xmx256m -Dtrend.home=/usr/OVPI -Dfile.encoding=UTF-8 
-Djava.awt.headless=true ..............

プロセスがリ ス ト内に表示されない場合、 Web サーバーが稼動していません。

プログラムのパスは OVPI がインス トールされている場所によって異なり ます。

OVPI の開始と停止

『HP OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』 に、 各 OVPI コンポーネン ト

の開始および停止の手順が記載されています。
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OVPI のインストールのト ラブルシューティング

OVPI のログファイル

OVPI のログファ イルはすべて $DPIPE_HOME/log/ にあ り ます。 

インス トール中に使用されるログファ イルは install.log という名前です。 イン

ス トール中の ト ラブルは、 このログファ イルで確認します。

OVPI のログファ イルの使用方法については、 『HP OpenView Performance 
Insight Troubleshooting Guide』 を参照して ください。 このガイ ドは、 サポー

トサイ トからオンラインでも利用できます (4 ページの 「サポート 」 を参照して

ください )。

Windows の場合のみ : NNM の統合

NNM が稼動している Windows システムに OVPI をインス トールする際、

OVPI のインス トール中に ERROR または WARNING のメ ッセージが表示され

る場合があ り ます。 これは無視して構いません。 

• インス トール中に次のエラーが表示される場合があ り ます。

failed to copy the file, msvcr70.dll, into the OVPI “bin” 
directory

• インス トール終了後、 [ 詳細 ] ウ ィ ンド ウの [ エラー ] タブに次のメ ッセージ

が表示されます。

msiexec failed with exit status: 1603 

[ 警告 ] タブに次のメ ッセージのどちらかまたは両方が表示されます。

Higher version of package might have been installed.Failed to 
install 
packageHPOvXpl-02.50.100-WinNT4.0-release.msi:{C9C24CC5-23CE-
4B55-8BC0-6D5785924842}

Higher version of package might have been installed.Failed to 
install 
packageHPOvJxpl-02.50.100-WinNT4.0-release.msi:{48C97C18-5AFA
-40FE-B51D-A4EECBE02808}
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7 OVPI のアンインストール
RDBMS をアンインス トールする前に、 OVPI をアンインス トールする必要があ

り ます。

OVPI をアンインス トールする と、 OVPI が使用しているデータベースから

OVPI に関連する表領域と dsi_dpipe ユーザーが削除されます。 データベースそ

のものは削除されません。

OVPI のアンインストールで事前に必要な作業

OVPI をアンインス トールする前に、 以下の作業を実行します。

• OVPI Timer の停止

• OVPI HTTP Server の停止

• OVPI プロセス完了の待機

• Oracle がまだ動作しているこ との確認

次の環境変数が保存されているディ レク ト リの場所を確認しておきます。 これら
のディ レク ト リは、 アンインス トール後に手動で削除する必要があ り ます。

• DPIPE_HOME

• DPIPE_TMP

• TREND_LOG

• COLLECT_HOME
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OVPI のアンインストール手順 

OVPI アンインス トールウ ィザードを使用して、 OVPI をアンインス トールしま

す。 このウ ィザードは、 OVPI のインス トールによってシステムに追加された

ファ イルと、 すべての OVPI コンポーネン ト をローカルシステムから削除しま

す。 ユーザーあるいはアプリ ケーシ ョ ンによって作成されたファイル ( たとえば

ログファ イルやレポート ) は削除されません。

アンインス トールウ ィザードの起動方法以外は、 Windows システムと UNIX シ

ステムの OVPI のアンインス トール手順は同じです。

タスク  1: OVPI アンインス トールウィザードの起動

1 ローカルシステムにログオンします。

Windows システムの場合 : 

a 管理者アカウン ト を使用してログオンします。

b Windows のデスク ト ップから、 [ スタート ] をク リ ッ ク します。 [ プログ

ラム ]、 [HP OpenView]、 [Performance Insight] の順に選択し、 [ アンイ

ンストール ] をク リ ッ ク します。 

UNIX システムの場合 :

a root と してログオンします。

b 次のコマンドを入力します。

$DPIPE_HOME/bin/uninstall 

この例では、 $DPIPE_HOME は OVPI がインス トールされているディ

レク ト リです。

2 [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開きます。 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

3 OVPI をアンインス トールしよ う とするシステムに OVPI データベースス

キーマがインス トールされている場合は、 タスク 2 に進みます。

4 OVPI をアンインス トールしよ う とするシステムに OVPI データベースス

キーマがインス トールされていない場合は、 タスク 3 に進みます。
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タスク  2: Oracle 管理者パスワードの入力 ( ローカル Oracle データベースの場合のみ )

[Oracle 管理者パスワード ] ウ ィ ンド ウが開きます。 以下のいずれかを実行しま

す。

• Oracle 管理者パスワードを設定している場合は、 [Oracle 管理者 (SA) パス

ワード ] ボッ クスにパスワードを入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行しま

す。

• Oracle 管理者パスワードを設定していない場合は、 [Oracle 管理者 (SA) パ
スワード ] ボッ クスを空白のままにし、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

タスク  3: 確認とアンインス トール

[ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。 このウ ィンド ウで、 アンインス トールするコン

ポーネン ト を確認します。 

1 必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。

変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ウ ィ ンド ウまで戻り ま

す。

2 [ アンインストール ] をク リ ッ ク して続行します。

タスク  4: アンインス トールの終了

[ アンインス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開きます。 ウインド ウにアンイン

ス トール中に発生した状況が表示されます。 終了後、 ウインド ウにはアンインス
トールが正常に終了したのかど うかが表示されます。

• OVPI のアンインス トールが正常に終了した場合は、 次の手順を実行しま

す。

a [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

— UNIX システムの場合 : アンインス トールは終了です。

— Windows システムの場合 : システムを再起動し、 アンインス トール

を完了します。

b 158 ページの 「OVPI のアンインス トール後の作業」 に進みます。

• OVPI のアンインス トールが失敗した場合は、 次の手順を実行します。

a [ アンインス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウの一番下にある [ 詳細 ] をク

リ ッ ク し、 詳細情報を確認します。

b サポート に問い合わせます (4 ページの 「サポート 」 を参照してく ださ

い )。
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OVPI の手動アンインストール (Windows システム

の場合 )

Windows システムで OVPI のアンインス トールに失敗した場合は、 手動で

OVPI をアンインス トールします。 次の場合、 OVPI のアンインス トールが失敗

する場合があ り ます。 

• OVPI プロセスが実行中の場合。 ファ イルの削除は失敗し、 アンインス トー

ル終了後に警告が表示されます。 

• アンインス トール中に電源障害のよ うな致命的な問題が発生した場合。 

• OVPI データベースが稼動していないか、 アンインス トールの処理中にデー

タベースに接続できない場合。 

タスク  1: OVPI サービスの停止

1 [ コン ト ロールパネル ] ウ ィ ンド ウから、 [ 管理ツール ] をダブルク リ ッ ク しま

す。

[ 管理ツール ] ウ ィンド ウが開きます。

2 [ サービス ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。

3 [ サービス ] ウ ィンド ウから [OVPI Timer] を右ク リ ッ ク し、 表示される メ

ニューから [ 停止 ] を選択します。

4 [ サービス ] ウ ィンド ウから [OVPI_HTTP_Server] を右ク リ ッ ク し、 表示され

る メニューから [ 停止 ] を選択します。

タスク  2: Web アクセスサーバーの削除

1 コマンドプロンプ ト ウ ィ ンド ウを開き、 次のディ レク ト リに移動します。

C:\Program Files\HP OpenView\nonOV\PiJBoss\4.0.5\bin

2 次のコマンドを実行します。

JavaService.exe -uninstall OVPI_HTTP_Server
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タスク  3: Windows レジスト リエン ト リの削除

レジス ト リエディ タを使用して、 [HKEY_LOCAL_MACHINE] > 
[SOFTWARE] > [Hewlett-Packard] > [HP OpenView] の順に開き、 次のエン ト

リ を削除します。

Performance Insight

タスク  4: OVPI Timer サービスの削除

1 コマンドプロンプ ト ウ ィ ンド ウを開きます。

2 次のディ レク ト リに移動します。

installation_directory\bin 

この例では、 installation_directory は OVPI がインス トールされている

ディ レク ト リです。

3 次のコマンドを入力します。

trendtimer -r 

タスク  5: 特定の環境変数の削除

1 [ コン ト ロールパネル ] ウ ィ ンド ウから [ システム ] をダブルク リ ッ ク します。

[ システムのプロパティ ] ダイアログボッ クスが開きます。

2 [ 詳細 ] タブをク リ ッ ク し、 [ 環境変数 ] ボタンをク リ ッ ク します。 [ 環境変数 ]
ダイアログボッ クスが開きます。

3 以下の変数を削除します。

— COLLECT_HOME

— DPIPE_HOME

— DPIPE_TMP

— TREND_LOG

4 PATH 環境変数を編集し、 OVPI に関連するものをすべて削除します。

5 完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。 

タスク  6: システムの再起動
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OVPI のアンインストール後の作業

OVPI の再インス トール時の ト ラブルを防止するために、 次のディ レク ト リ を削

除するこ とをお勧めします。 

• OVPI ディ レク ト リ

• .ovpi ディ レク ト リ

OVPI のインストール先ディ レク ト リの削除

OVPI ディ レク ト リは、 OVPI をインス トールしたディ レク ト リです。 

OVPI アンインス トールウ ィザードによって、 OVPI ディ レク ト リから OVPI イ

ンス トールプログラムによってインス トールされたファイルが削除されます。 こ
のウ ィザードでは、 このディ レク ト リに保存されている作成されたファイル ( ロ

グファ イル )、 ユーザーが作成したファ イル、 インス トールされたレポートパッ

クに配布されたレポートは削除されません。 

OVPI ディ レク ト リ を削除するには、 以下の手順に従います。

• UNIX システムの場合 :

a OVPI がインス トールされているシステムで新しいシェルウ ィンド ウを

開きます。

b 次のコマンドを入力します。

rm -rf $DPIPE_HOME/ovpi

この場合、 $DPIPE_HOME は OVPI がインス トールされているディ レ

ク ト リです。 たとえば、 /data ディ レク ト リに OVPI をインス トールし

た場合は、 次のコマンドを入力します。

rm -rf /data/ovpi

• Windows システムの場合 : 以下のいずれかを実行します。 

— Windows エクスプローラで、 [Performance Insight] ディ レク ト リ を見つ

けて右ク リ ッ ク します。 表示される メニューから [ 削除 ] を選択します。

保存しておく必要のあるレポートやデータが OVPI デイレク ト リの中にある場

合は、 続行する前にそれらのファ イルを別の場所に移動しておいてください。
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— コマンドプロンプ ト ウ ィ ンド ウから、 次のコマンドを入力します。

rmdir /S  $DPIPE_HOME 

この例では、 $DPIPE_HOME は OVPI がインス トールされているディ

レク ト リです。

不要なディ レク ト リの削除

次の環境変数を保存しているディ レク ト リ を手動で削除します。

• DPIPE_TMP

• TREND_LOG

• COLLECT_HOME

 .ovpi ディ レク ト リの削除

.ovpi ディ レク ト リには、 ユーザーのカスタム設定が保存されています。 この

ディ レク ト リは、 レポート ビルダ、 レポート ビューア、 または Web アクセス

サーバーを実行したこ とがある場合のみ存在します。 

.ovpi ディ レク ト リは隠しファ イルです。 削除するにはディ レク ト リ を見えるよ

うにする必要があ り ます。 Windows でディ レク ト リの表示を変更し、 隠しファ

イルおよび隠しディ レク ト リ を表示します。 ウ ィンド ウで [ ツール ] > [ フォル

ダオプシ ョ ン ] と選択し、 [ 表示 ] タブで [ すべてのファ イルとフォルダを表示

する ] ラジオボタンを選択します。

.ovpi ディ レク ト リ を削除するには、 以下の手順を実行します。

• UNIX システムの場合 :

.ovpi ディ レク ト リは UNIX ホームディ レク ト リにあ り ます。 

a OVPI がインス トールされているシステムで新しいシェルウ ィンド ウを

開きます。

b ホームディ レク ト リから次のコマンドを入力します。

rm -rf .ovpi 

.ovpi ディ レク ト リは、 ユーザー自身が削除する必要があ り ます。
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• Windows システムの場合 : 

.ovpi ディ レク ト リは %SystemDrive%\Documents and Settings\ ユーザー

名にあ り ます。 このディ レク ト リに移動し、 以下のいずれかを実行します。

• Windows エクスプローラで、 .ovpi ディ レク ト リ を右ク リ ッ ク し、 表示

される メニューから [ 削除 ] を選択します。

• コマンドプロンプ ト ウ ィ ンド ウから、 次のコマンドを入力します。

rmdir /S .ovpi 

RDBMS のアンインストール

続いて RDBMS をアンインス トールします。 第 8 章 「Oracle RDBMS のアンイ

ンス トール」 を参照して ください。
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8 Oracle RDBMS のアンインストール
Oracle RDBMS のアンインス トールは、 先に OVPI をアンインス トールしてか

ら行います。 第 7 章 「OVPI のアンインス トール」 を参照して ください。

Oracle をアンインス トールする前に、 Oracle を停止します (65 ページの

「Oracle の開始と停止」 を参照して ください )。

RDBMS と Oracle ク ラ イアン トの両方をアンインス トールするには、 以下の手

順に従ってください。

1 ローカルシステムにログオンします。

Windows システムの場合

管理者アカウン ト を使用してログオンします。

UNIX システムの場合

root と してログオンします。

2 アンインス トール手順を開始します。

a Oracle Universal Installer を起動します。

[ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開きます。

b [ 製品の削除 ] をク リ ッ ク します。 

[ インベン ト リ ] ウ ィ ンド ウが開きます。

c 削除するすべての項目のチェッ クボッ クスをオンにし、 [ 削除 ] ボタンを

ク リ ッ ク します。

確認用のウ ィンド ウが開きます。

d 削除する項目を確認し、 [ はい ] をク リ ッ ク します。

選択した製品のアンインス トールを確認するために、 削除の確認を求め
るウ ィンド ウが表示されます。

3 アンインス トールツールで削除できなかった残りの Oracle ディ レク ト リ を

削除します。
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9 Oracle 10g Enterprise Edition への

アップグレード
Oracle 9i を使用している場合は、 以下の手順に従って Oracle 10g バージ ョ ン

10.2.0.3 にアップグレードする必要があ り ます。

1 Oracle 9i のホームフォルダーとは異なるフォルダーに Oracle10g をインス

トールします。

a インス トールでは、 Unicode (AL32UTF8) キャラ ク タセッ ト を選択しま

す。

b 10.2.0.3 パッチを適用します。

c Oracle のデータベースアップグレードアシスタン ト を使用して、Oracle 
9i データベースを Oracle 10g にアップグレード します。

インス トールとアップグレードの手順についての詳細は、 『Oracle Database
アップグレード ・ ガイ ド 10g リ リース 2』 を参照して ください。

2 パスを確認します。

Oracle 9i に使用したインス トールパスではなく、 Oracle10g のインス トー

ルパス (C:\oracle\ora10 など ) が参照されるよ うに環境変数 PATH を編集

します。

環境変数 ORACLE_HOME が Oracle10g のホームを参照するよ うにして く

ださい。

3 Windows システムでは、 次のよ うにレジス ト を編集します。 

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\ORACLE のレジス ト リエン ト

リ を編集し、 ORACLE_HOME を Oracle10g のホームに設定します。

4 Oracle 9i のリ スナーを停止し、 Oracle 10g のリ スナーを起動します。

5 {NEW ORACLE_HOME}\network\admin\sqlnet.ora のエン ト リが以下の

よ うになっているこ とを確認します。

NAMES.DIRECTORY_PATH= (TNSNAMES, HOSTNAME, ONAMES)
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6 OVPI 5.30 にアップグレードする前に、 すべての SQL セッシ ョ ンを閉じま

す。 そ う しないと、 OVPI 5.30 のアップグレード ウ ィザードですべての

SQL セッシ ョ ンを閉じて再試行するよ うに指示するポップアップが表示さ

れます。

7 10g Database Control サービスを停止します。

リモート Oracle データベースのアップグレード

前述の手順 1 ～ 7 を実行します。 データベースをアップグレード した後、 以下

の手順を実行して OVPI 5.30 固有の表領域を新し く作成します。

1 リモート Oracle データベースでアーカイブ用と イベン ト用の表領域を明示

的に作成します。 以下に SQL*Plus を使用して dpipe_archive_seg 表領域を

作成する方法の 1 例を示します。

CREATE TABLESPACE dpipe_archive_seg DATAFILE 
'dpipe_archive_sef.dbf' SIZE 10M REUSE AUTOEXTEND ON NEXT 
10M MAXSIZE UNLIMITED LOGGING ONLINE PERMANENT EXTENT 
MANAGEMENT LOCAL AUTOALLOCATE SEGMENT SPACE MANAGEMENT 
AUTO;

2 この手順を繰り返して次の表領域を作成します。

• dpipe_archive_ind_seg

• dpipe_event_seg

• dpipe_event_ind_seg

OVPI 5.30 へのアップグレード前の接続確認

リモート Oracle マシンで SQL*Plus セッシ ョ ンを開き、 設定を確認します。

バージ ョ ンは Oracle 10.2 となっているはずです。 

SQL*Plus セッシ ョ ンを開始して、 Oracle ク ラ イアン トから リモートデータ

ベースへの接続性を確認します。
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10 OVPI 5.30 へのアップグレード
現在使用している OVPI が次のいずれかのバージ ョ ンであれば、 OVPI 5.30 に

アップグレードできます。

• OVPI 5.1 Service Pack 9 以上

• OVPI 5.1.1 Service Pack 9 以

• OVPI 5.1.2 Service Pack 4 以上

• OVPI 5.20

OVPI 5.30 へのアップグレードは、 スタンドアロン環境と分散環境のどちらでも

可能です。 この項で説明するインス トールプロセスはすべての環境に適用されま
す。 ただし、 分散型構成では、 最初にデータベーススキーマをアップグレードす
る必要があ り ます。 手順は第 9 章 「Oracle 10g Enterprise Edition へのアップ

グレード」 に記載されています。 データベースがアップグレード されていれば、
分散しているコンポーネン ト を任意の順序でインス トールできます。

リモートポーラーは OVPI とは別にアップグレード しますが、 手順は同じです。

OVPI をアップグレードする前に、 Oracle 10g へのアップグレードを行う必要が

あ り ます。
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アップグレード前の作業

タスク  1: オペレーティングシステムに必要な適切な Java パッチをインス トールする必要

があります。 OVPI 5.30 には Java 1.4.2.13 が搭載されています。 Java はアップ

グレード時にシステムに自動的にロード され、 OVPI でインス トールされた以前

のバージ ョ ンの Java は置き換えられます (30 ページの 「実行中の Java 用パッ

チの確認」 を参照して ください )。

タスク  2: OVPI 5.30 へのアップグレードを開始する前に、 必ず OVPI Timer プログラムを停

止して ください。 Timer の停止方法および起動方法の詳細は、 『HP OpenView 
Performance Insight 管理ガイド』 を参照して ください。

ウ ィザードを使用したアップグレード

1 製品 DVD からセッ ト アップユーティ リ ティ を実行します。 次の画面が表示

されます。 
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2 [OVPI 5.3.0] を選択します。 インス トールウ ィザードが開きます。 
      

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウが開きます。
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4 使用許諾条件に同意し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 製品の識別 ] ウ ィ ンド

ウが開きます。 
      

[ 製品の識別 ] ウ ィンド ウには、 インス トール済みの既存のコンポーネン ト

など、 現在インス トールされている製品の情報が表示されます。
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5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ サーバーロール ] ウ ィ ンド ウが開きます。 
     

6 OVPI をインス トールする環境を選択します。
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[ サテライ トサーバー ] を選択する と、 [ セン ト ラルサーバー登録 ] ウ ィ ンド

ウが開きます。 
   

7 ホス ト名とポート番号を入力します。 SSL を有効にする場合は、 チェッ ク

ボッ クスをオンにします。
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8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI データベースユーザーを使用した Oracle
参照 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 
    

Oracle のホームディ レク ト リ を入力します ( 最初に Oracle をバージ ョ ン

10g にアップグレードする必要があ り ます )。
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9 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [Oracle 表領域の作成 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 
    

このウ ィンド ウが表示されるのは、 Oracle がローカルマシンにインス トー

ルされている場合のみです。

リモート Oracle データベースへのインス トールでは、 Oracle データベース

でアーカイブ用と イベン ト用の表領域を明示的に作成する必要があ り ます。
以下に SQL*Plus を使用して dpipe_archive_seg 表領域を作成する方法の 1
例を示します。

CREATE TABLESPACE dpipe_archive_seg DATAFILE 
'dpipe_archive_sef.dbf' SIZE 10M REUSE AUTOEXTEND ON NEXT 
10M MAXSIZE UNLIMITED LOGGING ONLINE PERMANENT EXTENT 
MANAGEMENT LOCAL AUTOALLOCATE SEGMENT SPACE MANAGEMENT 
AUTO;

これを繰り返して次の表領域を作成します。 

— dpipe_archive_ind_seg

— dpipe_event_seg
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— dpipe_event_ind_seg

10 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI 詳細設定 ] ウ ィンド ウの [ イベン ト ] タブ

が開きます。 
    

このウ ィンド ウを使用して、 イベン ト用表領域 dpipe_event_seg および

dpipe_event_ind_seg に関連するデータファ イルの追加または変更を行いま

す。
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[ アーカイブ ] タブをク リ ッ ク します。 
    

このウ ィンド ウを使用して、 アーカイブ用表領域 dpipe_archive_seg および

dpipe_archive_ind_seg に関連するデータファ イルの追加または変更を行い

ます。
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11 [OK] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。 
     

[ 概要 ] ウ ィンド ウには、 実行されるインス トールの情報が表示されます。

この時点で [ 戻る ] ボタンを使用すれば、 変更可能です。

ウ ィザードでインス トール項目を特定するこ とで、 OVPI の特定のコンポー

ネン トのみをインス トールできます。 選択内容によって、 インス トーラーが
実行するアクシ ョ ンおよびウ ィザードが表示するウ ィンド ウが異なり ます。
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12 [ インストール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィ ンド ウが

開きます。 
      

インス トールは終了です。
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レポートパックのアップグレード

OVPI を 5.30 にアップグレード した後、 レポートパッ クを OCT07RP(2007 年

10 月 ) リ リースにアップグレードする必要があ り ます。

リモートポーラーのアップグレード

OVPI では、 OVPI のインス トールとは別に、 リモートポーラーのインス トール

やアップグレードを実行できます。

リモートポーラーをアップグレードするためのインス トールプロセスは、 [ デー

タベースの役割 ] ウ ィンド ウが表示されない点以外、 OVPI をアップグレードす

るプロセス と同じです。

アップグレード後の作業

OVPI 5.30 にアップグレード した後、 OVPI Timer プログラムを起動します。

Timer の起動方法の詳細は、 『HP OpenView Performance Insight 管理ガイ ド』

を参照して ください。
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